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2)情 報科学 セ ンター

























































































1.沿 革 と 概 要
1.沿 革
我が国の国際地球観測年(IGY)参 加の一環 として,昭 和31年 に予備観測隊が南極に出発 して以来,南 極地域観測
隊は,一 時期の中断期間を除いて,毎 年派遣 され,極 地研究は着実に発展 してきた。その結果,南 極地域観測隊並び
に極地研究の中核となる機関を設置する必要が南極地域観測統合推進本部,日 本学術会議及び関係者か ら強 く要望 さ
れた。昭和37年4月 国立科学博物館に極地関係の資料室兼事務室が設置 されたのを皮切 りに,順 次 これが極地学課,
極地部,極 地研究部,極 地研究センターと発展的に改組されてきた。 しか し,我 が国の南極観測事業 のより一層の
進展のため,昭 和48年9月29日 に国立科学博物館極地研究センターが発展的に改組 され,大 学共同利用機関 として,
国立極地研究所が創設された。




















資料系に阻石資料部門が設置 され,み ずほ基地が観測施設 となった。
研究系の極地気象学研究部門が廃止 され,気 水圏遠隔観測研究部門が設置 された。(時限10年)
研究系に阻石研究部門,資 料系にオーロラ資料部門が設置 された。
北極圏環境研究センターと情報科学センターの2研 究施設が設置 され,資 料系のデータ解析資料
部門が廃止 された。




大学共同利用機関として設置 され(国 立学校設置法の一部を改正する法律,昭 和48年 法律第103号),極 地に関する
科学の総合研究及び極地観測を行 うことを目的とする。
2)主 要事業







南極地域観測の中核機関 として,観 測事業の実施及び観測隊の編成の準備その他の協力業務を行い,並 びに観測成





















雪 氷 学 研 究 部 門
地 学 研 究 部 門
※極地鉱物 ・鉱床学研究部門
※陽 石 研 究 部 門
生 理 生 態 学 研 究 部 門
寒冷生物学第一研究部 門
※寒冷生物学第二研究部 門
※極 地 設 営 工 学 研 究 部 門
生 物 系 資 料 部 門
非 生 物 系 資 料 部 門
オ ー ロ ラ 資 料 部 門
限 石 資 料 部 門
























合 計 1 1 10(6①12(6} 20 26 13 36 ll9α2)①
所 長 1 1
企 画 調 整 官 1 1
研 究 系 6(6) 6(6) 12 24〔12)
資 料 系 1 4 5 2 12
北極圏環境研究セ ンター 2① 2 2 1 7①
情 報 科 学 セ ン タ ー 1 1 1 3
管 理 部 18 1 19
事 業 部 6 8 36 50
図 書 室 2 2
(注)()内 は客員教官の定員で外数である。 ○は外国人客員教授で外数である。
〈定員の変遷〉
訳 所 長 企調 整 画官 教 授 助 教 授 助 手 事 務 系職 員 技 術職 系口貝 職極地観測口貝 計
48 1 1 3 (1) 1 ( 1) 2 17 3 29 57(2)
































































































56 1 1 7 (5) 110( 5) 15 26 17△1 31 108(10)
57 1 1 7 (5) 10( 5) 15 26 1△l
l7 31 108(10)
58 1 1 7 (5) 10( 5) 15 26 1△l
l7 31 108(10)








6) 15 26 16△1 31 108(10)
60 1 1 7 (6) 11( 6) 15 26 15△1 2
33 109(12)
61 1 1 7 (6) 11( 6) 15 26 15 2
35 111(12)
62 1 1 7 (6) 11( 6) l
!6
26 14△1 35 111(12)
63 1 1 7 (6) ll( 6) 1
17
25△1 14 35 111(12)
一
兀 1 1 7 (6) ll( 6) 17 25 14 35 lll(12)
2 1 1
2
9 (6)(工 ll( 6)
2
19
25 14 35 115(12)〔工
3 1 1 9 (6)(工 11( 6) 120 25 13△1 35 115(12)①
















年度 人 件 費 物 件 費 計
48 86,934 53,153 140,087
49 156,495 131,061 287,556
50 208,149 212,942 421,091
51 237,054 343,672 580,726
52 280,699 319,789 600,488
53 319,120 438,971 758,091
54 357,517 664,008 1,021,525
55 409,983 704,596 1,114,579
56 425,947 682,199 1,108,146
57 449,ll6 610,345 1,059,461
58 470,172 642,888 1,ll3,060
59 492,592 637,288 1,129,880
60 523,166 613,792 1,136,958
61 562,893 917,625 1,480,518
62 598,502 1,494,868 2,093,370
63 608,875 1,328,040 1,936,915
元 648,699 831,812 1,480,511
2 704,938 954,564 1,659,502
3 802,336 968,291 1,770,627
4 821,502 942,497 1,763,999




年度 人 件 費 物 件 費 計
48 5,086 213,972 219,058
49 7,672 297,247 304,919
50 10,885 538,489 549,374
51 l!,024 586,504 597,528
52 14,781 738,423 753,204
53 15,480 851,814 867,294
54 15,333 873,736 889,069
55 19,105 940,567 959,672
56 18,793 848,082 866,875
57 18,435 919,185 937,620
58 19,770 1,203,026 1,222,796
59 18,900 1,155,ll6 1,174,016
60 22,141 1,089,282 1,l!!,423
61 25,042 808,595 833,637
62 28,472 1,409,849 1,438,321
63 27,198 761,209 788,407
元 28,863 725,673 754,536
2 24,793 789,422 814,215
3 27,519 886,916 914,435
4 24,738 883,434 908,172
5 29,506 1,212,536 1,242,042
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6)施 設
敷 地 面 積














研 究 所 配 置 図
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皿.研 究 活 動
国立極地研究所の教官(客 員教官を含む)は,専 攻分野に応 じ,そ れぞれ超高層物理学研究 グループ,気 水圏研究
グループ,地 学研究グループ,生 物学研究 グループ,及 び極地設営工学研究グループに所属 し,研 究に従事 している。
各研究グループは,将 来計画の推進,共 同研究の進展,前 年度の研究実績等を踏 まえ,年 度ごとの研究計画 を立案 し
実行 している。
平成5年 度に行われた研究活動を,「研究」,「国際共同研究等」,及 び 「シンポジウム等」に区分 してまとめた。
「研究」においては,各 研究グループごとに,教 官ごとの研究課題を 「一般研究」に,所 外の研究者 との共同研究
の研究課題を 「共同研究」に,文 部省科学研究費補助金による研究課題を 「科学研究費補助金による研究」にまとめ,




「シンポジウム等」では,国 立極地研究所主催の5つ のシンポジウム(極 域における電離圏磁気圏総合観測シンポ
ジウム,極 域気水圏シンポジウム,南 極地学 シンポジウム,南 極明石シンポジウム,極 域生物 シンポジウム)の 概要




(1)一 般 研 究
放射線 帯高エネルギー粒子 の計算機 シミュレー ション 教授 江尻全機
磁気 圏物理 学で放射線帯 高エ ネルギー粒子 の振 舞い に関す る研 究 は,磁 気嵐 に伴 うプラズマ シー トか ら環電流領域
へ のエ ネルギー注入の過程(リ ングカレン ト形成)や 高緯度 オー ロラ粒 子の起源,低 緯度 オー ロラの原因等 と密接 に
関連 し,重 要 な研究課題 であ る。1970年 代の衛星観測の結 果 によ り理論の進展 が見 られたが,近 年時間分解能の高い
新 たな観 測結果 が出て きて,新 しい理論 的検討 が必要 となって きた。理 論 シ ミュレー シ ョンの技術 も進歩 し,新 たな
計算手法 の開発 を行 い,ス ーパー コンピュー ター によ り高エ ネルギー粒子 分布 の時間発展 を求めることが出来た。オー
ロラ観測衛星EXOS-D　 (あ けぼの)搭 載のオー ロラ可視テ レビカメラに よ り得 られた磁 気嵐に よるオー ロラ動態 の時
間発展 を説 明する ことを試 みた。結果 は,　AGU　 (ア メリカ地球物 理学会)で 招待 講演 として発 表す ることが出来 た。
短波 レーダーシステムの研究 助教授 山岸久雄,助 手 行松 彰,教 授 佐 藤夏雄
北海道母子里 の小型 レー ダー システムは本年 度8月,ア ンテナ4基,200Wパ ワーア ンプ4台 を増 設 し,ア ンテナ
8基1600W送 信 となった。10月 にア ンテナ ビーム を走査 するための位相 マ トリクス,デ ー タ収録用 パ ソコンシステ ム
を設置 し,ま た,受 信器 の フィルターの帯域幅 を20kHzか ら10kHzに 狭 め,他 放送 局か らの混信 を受 け に くい よ うに
対策 した。平 成6年1月,シ ステム増設 に対 する無線 局免 許 を取得 した。デー タ処理 プログラムは ビーム走査 に伴い,
大幅 に変更 が必要 にな り,そ の作 成 を通総研 平磯 の野崎 憲朗氏 の協 力 を得てお こな った。 スポ ラデ ィックE層 が発 生
しやす い夏期(平 成6年7月 ～9月)を 集 中観測期 間に設定 し,観 測準備 を進 めた。
昭和基地大型短波 レー ダーについては3年 計 画の予算 の うち,1年 次 分が本年認 め られた。1年 次 は送受信 アンテ
ナの一部,送 信 ア ンプ,受 信器,位 相 マ トリクスを製作す る。昭和 基地の現地 の状 況 に合わせた システ ム作 り,短 波
レー ダー国際 ネッ トワー ク,　"Super　 DARN",　 との整合性 を持 ったシステム作 りを実現 させ るため,ア ンテナタワー
の長 さ,土 台,電 源 系統,観 測小 屋,位 相 マ トリクスな どについて詳細 な検討 を行い,仕 様 書 にまとめ た。
イ メージ ングリオ メー タに よるオー ロラ吸収 の南北半球 共役性 の研 究 助教授 山岸久雄
第33次 南 極地域観 測隊 によ り設置 された昭和 基地 イメー ジングリオメー タの1992年 の越冬観測 デー タが本年4月 に
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届 き,ア イスランドのイメージングリオメータデータと比較研究を開始 した。地磁気共役点の関係 にある両地点では
ほぼ同時刻に吸収現象が発生するケースが多数見られた。両地点での吸収強度について検討すると,冬 半球が強 く,
夏半球が弱いという顕著な南北半球非対称性(季 節変化)が 現われた。これを地方時別に見ると,朝 側の ドリフ ト粒
子群による吸収現象にこの非対称性が見られ,夜 側のオーロラ吸収については統計的に有意な非対称性 は認め難かっ
た。オーロラ帯の吸収現象の季節変化について,冬 期に強 く,夏 期 に弱いという報告例 はあるが,原 因については未
解明である。朝側の ドリフ ト粒子群による吸収に顕著な非対称性が見られ,夜 側のオーロラ吸収については非対称性
が弱いという事実は原因解明の一つの手がか りを与えるものと思われる。
次 に夜側のオーロラに伴 う形態のはっきりした吸収現象に注目し,地 磁気共役点で,同 じ形態の吸収が見られるか?
また,そ の位置は,共 役点間でどのようにずれるか調べてみた。サブス トームの発達に伴い,オ ーロラ吸収領域は東
西,及 び南北 に大きく移動するため,吸 収領域が片半球のイメージングリオメータの視野から外れてしまう場合が多
数あった。そのため,形 態のはっきりした吸収現象の動きを両半球で同時に追跡できる例は約20例 にとどまった。こ
れらの例から判断すると,吸 収領域の位置のずれ方には明瞭な季節変化があることがわかった。今後,こ れら吸収領
域の位置ずれを詳細 に調べ,こ れを磁気圏電流を考慮 した磁場モデルが与える共役点の位置 と比較検討 してゆく予定
である。
オー ロラ光 学観測 に よる降下電子 エネル ギースペ ク トルの推定 助教授 小野高幸,教 授 平澤威男
平 成4年 度 よ り進め られているオーロラ輝線強度比 よ り降下電子エ ネルギーパ ラメータを求める方法 を用いて,オ ー
ロラブレー クアップにお ける平均エ ネルギー並 びに全エ ネルギーフラ ックスのダイナ ミックな変動 について解析研究
が進め られた。特 にブ レークア ップに伴 うエ ネルギーパ ラメータの変動 にはFreedman等 に よって理論 的 に予想 され
たL-E-L定 数 を保 存す る傾 向が見 出された。 また強 いWestward　 Travelling　 Surgeの 中 にはL-E-L定 数 が時 間的 に変
化 して行 く場 合が多 く見出 され,こ れは強 い降下電子 フラ ックスが短気圏側 のプラズマパ ラメー タを反作用 として変
化 させてい るので はないか と推定 された。
磁 気圏粒子追 跡に よる低 緯度 オーロラの モデ リング 助教授 宮 岡 宏,教 授 江尻全機
1989年10月21日 に北海道で観測 された低緯度 オーロラに関す る地上(フ ォ トメー タ)な らびに衛星(降 下粒子)観
測デー タの解析 か ら,1)磁 気圏主相 の発達 に伴 いオーロラオーバ ル全体が拡大 し,夜 側 の低緯度境界が最 も下が っ
た(磁 気緯度 で約50度)時 刻 に出現 した,2)そ の低緯度側境界付近 で,数10一 数100Vの 低 エ ネル ギー 降下電子 が630
nmを 主成分 とす る強 いオーロラ発光 を引 き起 こ した,こ とが判明 している。 この低緯度 オー ロラの生 成機構 を磁 気
圏 ダイナ ミクスの中で捉 える場合,下 記 の観測事実 に関す る定量的説明,解 釈が不可欠 である。
A.降 下粒子 の起 源
(1)L～2.4(INV～50°)に至 る内部磁気 圏への粒子注 入
(2)降 下電子 エ ネルギースペ ク トル(特 に低エ ネルギー側 フラ ックス)
(3)オ ー ロラ構 造
B.発 光過程
(1)発 光 スペ ク トルと強度(630nm>30kR,557.7nm～2kR,427.8nm<20R)
(2)発 光高度
この うち,降 下粒子 の起源 について定量的 にその可能性 を検証す るため,磁 気圏電場の時間発展 を考慮 した磁気嵐
モデルの下 で,粒 子 エ ネル ギー分布,お よびピッチ角分布 を含む粒 子 コー ドを作 成 し,磁 気嵐 に伴 い夜側 磁気圏か ら
注 入 される荷電粒子 の軌道追跡 を行い,磁 気圏空間 におけ る粒子 分布関数の時間発展 を求めた。その結果,
・磁気嵐 の進行 に伴 い注入粒子 の フロン ト　(CPS地 球側境 界～ オー ロラオーバル低緯度境界)は,L=2近 傍 まで
侵入可能 である,
・注入粒子 は,　Cold　 Plasma領 域(Plasmasphere)　 に深 く貫入す るため,混 合領域 にお い ては波動 粒 子相 互作用
によるプラズマ波動励起 や強い ピッチ角散乱 が発生 する,
な どが判明 した。 こうした計算結果 に基 づ き,低 緯度 オー ロラの発生 に寄与 する磁気 圏粒子 の運動 とその降下機構
につい て考察 した。
PPB(ポ ーラーパ トロールバルーン)の 上下運動の数値モデリング 助手 門倉 昭
PPBの 上下運動を追 うための数値モデルを作成 した。第30次 隊で行われたPPB実 験結果 とモデル計算結果 との比較
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を行い,次 の ような結果が得 られ た。1.バ ラス ト投 下量 は,気 球内外の温度比の昼夜の差 と内部ガス重量に比例 し,
気球が 日没域 に近づ くにつれ て増加 し,い ったん日没域 に入 った後 は減少す る。2.全 バ ラス ト投下終了後 は,気 球
は満膨張 にはならず ガスの排出 は起 こらないが,拡 散 によるガス流出の ため,浮 力 は徐々 に減少 し,気 球高度 は低下
してゆ く。3.気 球 の振 る舞 いは,1日 の間の4つ の過程(下 降,バ ラス ト投下,上 昇,ガ ス排出)と 飛翔期 間中の
3つ の期 間(日 没 な しバ ラス ト投下 あ り,日 没 あ りバ ラス ト投下 あ り,日 没 あ りバ ラス ト投下 な し)に 分 けて考察す
るこ とによ りよ りよ く理解で きる。今後 はこのモデルに気象庁客観解析 データを取 り入れ,水 平方向 の動 き も追 える
ように し,将 来 のPPB計 画 の予測が出来 るようにす るつ もりで ある。
EXOS-Dオ ーロラ可視光撮像装置 データ処理 助手 門倉 昭,教 授 江尻全機
EXOS-D　 (あ けぼの)衛 星搭載 のオーロラ可視光撮像装置　(ATV-VIS)　 のデー タ処理 を進 めている。
今 まで観測 したほぼ全 デー タについて,正 確 な撮像時刻 を求 め,確 定軌道 デー タ,姿 勢 デー タを含 めた撮像情報 イ
ンデ ックスデー タを作成 し,座 標付 け された画像 を作成 した。 い くつか興味深 いデー タが得 られている。
PPBに よる成層圏電場観測データの解析 助手 門倉 昭
PPB4,5号 機に搭載された成層圏電場観測器により取得されたデータについて,同 時に搭載 されていた他の観測
器のデータと合わせて解析 を行っている。オーロラX線 のカウント数の増加 している期間,磁 場 ・電場に顕著な変動
が見 られる期間,地 上観測点との同時比較が出来る期間,等 イベントの抽出を行った。
アイスラ ン ドにお ける共役点観測 助手 門倉 昭,助 教授 小野 高幸
平 成4年8月 末か ら10月 始にかけてア イスラン ドにて,昭 和基 地 との間の共役点観測 を実施 した。
主な観 測項 目は,2点 におけるVLF方 探観 測 ・全 天SIT-TV観 測,高 速掃天 フォ トメー タに よる観 測,　GPS衛 星 ・
NNSS衛 星受信 に よる電離層 全電子 数の算出,で あ った。 また冷却 型CCDカ メラのテス トも行 われ,良 質の画像 が取
得 で きる ことが確認 された。昭和 基地 との間で,オ ー ロラ光学観測 デー タについ て7夜,　 VLF方 探観 測 デ ー タにつ
いて141時 間の同時 デー タが取得出来 た。
またア イス ラン ド国内5観 測点の メンテナ ンス も行 った。
EXOS-D放 射線 帯モニ ター装置 デー タ処理 助手 行松 彰
EXOS-D　 (あ けぼの)衛 星搭 載の放射線帯 モニ ター装置(RDM)の デー タ処理 を始めた。宇宙 研 の デー タベ ース
か らRDMデ ー タを抽 出 し,こ れ を極 地研大 型計算機 で処理加工 し1日 のサマ リープ ロッ トや各軌 道毎 の プロ ッ トを
出せる様 な手川頁を作 り,今 後の大量 デー タの処理 の基礎 を作 った。平 成5年 度は特 に興味深 い,1991年3月 の新 しい
放射線帯 の形成 された期 間のデー タな ど,を 集中的に処理解析 を行 った。1989年 の打 ち上 げ以 来現 在 に至 るまで,
1991年3月 イベ ン トを含 む長期 間に渡る放射線帯 デー タを蓄積 しているのはEXOS-D衛 星以 外には皆無 であ り,大 変
貴重 なデー タであって,実 際,大 変希 な現 象 と思 われている新 しい放射線帯 の形成現 象について も,こ れ までのデー
タか ら幾 つかの同様 なイベ ン トが抽 出 されて,解 析 が進 め られている。
ポーラー ・キ ャップ域 のオーロラ ・ダイナ ミックスの研究 教授(客 員)巻 田和男
太 陽風 と磁気 圏 との相互作用 を理 解するためには,昼 側磁気 圏に見 られる,諸 現 象を研究 する ことが重要 である。
この数年 間,グ リー ンラン ドの ゴッ ト八一ブ ン及び ウペルナ ビー クにおいてオーロラ観測 を行 い,昼 側磁気 圏に見 ら
れるオー ロラ現 象についての研究 を行 って きた。 これ までの観測結果 を要約 す る とSun-aligued　 arcと 呼 ば れる弱 い
アー クはオー ロラ帯 の高緯 度域 に よく見 られ,80度 以上 の極冠域 で も良 く見 られる ことがわかった。 これに対 して,
レイ構造 を持 つ コロナオー ロラは ゴッ トハーブ ン(76.6度)の 天頂付近 に よく出現 するが,ウ ペルナビーク(80.2度)
においては出現頻 度が低 く,し か もやや低緯 度側 にみ られるこ とが明かになった。 本年 度は ゴッ トハーブ ンの低緯 度
側 に位置 する ソン ドレス トロームフ ィヨル ド(74.0度)に おいて もオーロラの同時観測 を行 い,コ ロナオー ロラの低
緯度側境界 について調べ た。
その結果,ソ ン ドレス トロームフ ィヨル ドでのコロナオーロラの出現頻度 はゴ ッ トハーブ ンに比 べて低 く,し か も
やや高緯度域 に見 られる場合 が多いこ とが わかった。 これ らの結果 か ら,昼 近 くに見 られるコロナオーロラは磁気緯
度75° 付近 に良 く出現 し,そ れよ り高緯度側 で も低緯度側 での出現頻度が低 くなるこ とがわかった。 このこ とは,い
わゆる昼側 のク レフ ト域 とコロナオーロラの出現域 が…致 している可能性 を示唆 している。
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今後,更 に解 析 を進め,コ ロナオーロラの出現分布や地磁気活動や発生間磁場変動 との関係 を調べ てい く計画であ
る。
更 に,昼 側 に見 られ るい くつかの タイプの オー ロラに関 して,今 後,人 工衛星の入射粒子 デー タとの比較 を行い,
その粒子源 について も明か に してい くことを考 えてい る。
赤道磁気脈動現象 か ら見た磁 気圏サ ブス トームの解釈 助教授(客 員)坂 翁介
赤道域 で観測 される磁気脈動Pi2現 象 の発生 を目安 に して,昭 和基地全天 オーロライメージデータを検索 した。 そ
の結果,Pi2の 発 生 と同期 して(1分 以内)全 天 カメラの視野範囲内で ブ レイクア ップが開始す る現象 を,1986年 の
3月 か ら6月 までの期 間約5例 探 し出す ことが出来 た。現象 の期 間中のKpイ ンデ ックスは2で あ りAEの 発 達 もきわ
めて小 さい。 この時 の静止衛星粒子 デー タ(30keV電 子,150keVプ ロ トン)に はこの オー ロ ラブ レイ クア ップ起源
と思 えるフラ ックスの増加 が記録 されていた。粒子 ドリフ ト軌道計算,磁 場 モデルか ら,地 上Pi2開 始 に同期 して,
おそ らくブ レイクア ップの場所 で,静 止軌道 フラ ックス増加 の原 因 となったプラズマ の加熱が起 こったと推測される。
また地上Pi2の 活動 中は オー ロラの動 きは活発で,こ れは プラズマが加熱中あ るいは領域 か ら完全に拡散 して いな い
期 間 とも受 け取 られ る。赤道域 でPi2を 観測す る長所 は,粒 子 降 り込みに伴 う局所 的な電離層 電流の影響 を避 け,純
粋 に電磁流体現象のみ を観察出来 るこ とにある。 しか しなが ら,Pi2に 代表 される電磁流体波動 は発生 源か ら到達 す
るまで に途中の媒質の影響 を受 け,情 報が変更 され る可能性が あ り,そ の事 に関 しては注意すべ きで あろう。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
平 澤 威 男 国立極地研究所 ・教授 極域超高層における太陽エネルギー輸送 ・変換過程の研
究
イ.一 般共 同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
西 野 正 徳 名古屋大学(太 陽地球環境研)・ 講師
ミルスクロス型 ア レーア ンテナを用 いたイメージ ング リ
オメ一 夕ーの開発
賀 谷 信 幸 神戸大学(工)・ 助教授 人工衛星 「あけぼの」搭載粒子観測器 と昭和基地地上観
測 との協同データ解析
松 本 紘 京都大学(超 高層電波研究セ)・教授 極域における荷電粒子 ビームのダイナミックスの計算機
実験
小 川 忠 彦 通信総合研究所 ・部長 VHF/HFレ ーダによる極域プラズマ運動の研究
徳 丸 宗 利 通信総合研究所(稚 内電波観測所)・所長
南北極域の準 リアルタイムデータを用いた宇宙天気予報
の研究
増 子 治 信 通信総合研究所 ・主任研究官
ミリ波 ・サブミリ波帯電波望遠鏡による南極上層大気環
境の観測および電波天文観測に関する基礎研究
大 家 寛 東北大学(理)・ 教授 衛星 ・地上極域観測データ総合解析によるオーロラ粒子
加速域のプラズマ分布の研究
金 田 榮 祐 東京大学(理)・ 助手
"あけぼの"衛 星紫外 オー ロラ画像データの高次処理
に基づ く極域擾乱の研究
南 繁 行 大阪市立大学(工)・ 助手 極域 にお けるイ ンフラソニ ック波 の研 究
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研究代表者 所 属 ・ 職
1
研 究 課 題
湯 元 清 文 名古屋大学(太 陽地球環境研)・ 助教授 多点地上観測及び人工衛星観測に基づ くオーロラに関連
した磁気圏一電離圏結合過程の研究
平 島 洋 立教大学(理)・ 助教授 オーロラX線 の空間分布および時間変化による磁気圏 ・
電離圏結合の研究
丸 橋 克 英 通信総合研究所 ・部長 大磁気嵐に伴 うサブス トーム諸現象の分類に関する統計
的研究
今 江 理 人 通信総合研究所(関 東支所)・ 室長 南極VLBI実 験
桜 井 亨 東海大学(工)・ 教授 極域および極冠域ULF波 動の研究
杉 浦 正 久 東海大学(開 発技術研)・教授 DE-1磁 場データとDMSP粒 子,オ ーロラ画像デ ー タとの
比較及び衛星データと昭和基地観測データの総合的解析
早 川 正 士 電気通信大学 ・教授 磁気圏VLF,　 ULF放 射の発生機構の研究
市 川 行 和 宇宙科学研究所 ・教授 オーロラ生成物理過程に関する研究
上 出 洋 介 名古屋大学(太 陽地球環境研)・ 教授 オーロラと磁気圏尾構造
高 橋 主 衛 名古屋大学(太 陽地球環境研)・助教授 多地点観測に基づ くPi2地 磁気脈動の伝播機構の研究
菊 池 崇 通信総合研究所(関 東支所 ・平磯宇宙
環境セ)・センター長
南北 イメージ ング リオメー タ網 に よるCNAの 時 間空 間
特性 の研究
麻 生 武 彦 京都大学(工)・ 助教授 多点オーロラ立体観測に関する研究
前 田佐和 子 京都造形芸術大学 ・教授 DMsp衛 星オーロラ画像データの画像処理に基づ く極
域擾乱の研究
島 倉 信 千葉大学(工)・ 助教授 磁気圏VLF波 動の信号処理及び到来方位 ・編波の実時
間測定
柴 崎 和 夫 國學院大学(文)・ 助教授 オーロラ発光 メカニズ ムと地磁 気擾乱 との関係
渡 邉 尭 茨城大学(理)・ 教授 太陽活動と極域大気変動との関係|1
(3)科 学研究費補助金による研究
ア.国 際学術研究
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
山 岸 久 雄 ・助教授 高緯度共役点観測による太陽風エネル 4～6 平 澤 威 男
ギー流入過程の南北半球対称性 ・非対 江 尻 全 機





イ.一 般 研 究(C)・
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
山 岸 久 雄 ・助教授 イメージ ング リオメーターを用い た
オーロラの南北半球共役性 の研究
5～7 宮 岡 宏
門 倉 昭
行 松 彰
(4)研 究 成 果 の発 表
ア.学 会誌等による発表
題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
Auroral　 Dynamics　 Observed　 by　AKEBONOM. Eliri, EOS,　 Trans.　 AGU,　 (199319 3
Visible　 TV　 Camera-lts　 Interpretaion　 byA.　 K d kura　 andFALL　 MEETING),　 74,
the　 High　 Energy　 Particle　 Simulation　 inH.　 Miyaoka No.43,523
the　 Inner　 Magnetosphere











An　 Upgraded　 Method　 for　 ReconstructingT.　 Yabu, Antarctic　 Record,　 Vo1.　 37,1993
3Dimensional　 Structure　 of　 Aurora　 fromT.　 Aso, No.3,231-251
Stereo　 Images　 (ス テ レ オ 画 像 を 用 い た オ ーT.　 Hashimoto,
ロラ形状の推定手法について) M.　 Abe　 and
M.　 Ejiri
Characteristics　of　 suprathermal　electron H.　 Nakajima, J.　 Geomag.　 Geoelectr.,　 45,1993
bursts　 observed　 by　 the　 DMSPF6/F7H.　 Fukunishi, 1.22
satellites　 in　 the　 diffuse　 aurora　 regionT.　 One　 and
F.　 J.　 Rich
Derivation　 of　 energy　 parameters　 of　 pre一T.　 Ono J.　 Geomag.　 Geoelectr.,　 45,1993
cipitating　 auroral　 electrons　 by　 using　 the 455-472
intensity　 ratios　 of　 auroral　 emissions
Evaluation　 of　energy　 parameters　 of　aurora1K.　 Morishima, Antarctic　 Rθcord,　 Vol.　 37,1993
electrons　 by　 using　 photometric　observa一 T.　 Ono　 and No.3,205-230
tions　 and　 its　 application　 to　 investigate　 aK.　 Hayashi
generation　 mechanism
一12一
題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁
Energyparametersofprecipitatingauroral　T.　 Ono　 and
electrons　 observed　 by　 using　 photometric　 l　K.　 Morishima
observations
A　 Particle　 Simulation　 of　"Giant"　 Undula-　 :　T.　 Yamamoto
tions　 on　 the　 Evening　 Diffuse　 Aurora!　 K.　 Makita　 and
Boundary　 C.-1.Meng
Geophys.　 Res.　 Lett.,　 21,
261-264





A　 Particle　 Simulation　 of　 the　 Westward一T.　 Yamamoto J.　 Geophys.　 Res.,　 98, 1993
Traveling　 Surge K.　 Makita　 and No.A8,13653-13675
C.-1.　 Meng
南極における磁場の気球観測 遠山文雄,利 根川豊 大 気球 シ ンポ ジ ウム, 1993





Polar　 Patrol　 Balloon　 (PPB)　 に よ るX線 の鈴木裕武,平 島 洋 大 気球 シ ンポ ジ ウム, 1993







JARE30PPB実 験結果の数値モデル計算によ門倉 昭 大 気球 シ ンポジ ウム, 1993
る解析 平 成5年 度,17-20
A　 Particle　 Simulation　 of　 Aurora1　 0megaT. Yarnamoto, J.　 Geomag.　 Geoelectr.,　 45,1993
Bands　 and　 Torch-Like　 StructuresK.　 Makita, 619-648
M.　 Ozaki　 and
C・-1・Meng1 1
1南極 ・あすか観 測拠 点におけるオーロラの観1巻 田和男 拓殖大学論集,202,1 1993測1






題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月





橋本 岳,安 陪 稔




題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
Observation　 of　 Auroral　 X-Rays　 by　 UsingY. Hirasima, 19th　 International　 Sympo一1993.5
the　 Detector　 on　 the　 Polar　 Patrol　 BalloonH. Suzuki, sium　 on　 Space　 Technology










Acquisition　 of　 SAR　 data　 of　 ERS-1　 andM.Ejiri　 The　 24th　 General　 Assembly1993
JERS-l　 at　 Syowa　 Station,　 AntarcticaN.Ono of　 URSI　 (lnternationa1
Union　 of　 Radio　 Science)
南極におけるSTEP　 PPB実 験報告 江尻全機 第4回STEPシ ンポ ジウム 1993.6





オーロラステ レオ観測画像 の トモグラフ ィー 麻生武彦,浦 島 智 平成5年 電気関係学会関西支 1993.7
解析 藪 哲郎,橋 本 岳 部連合大会
安陪 稔,江 尻全機
Comparison　 of　 electron　 spectra　 calculated藤井良一,野 澤悟徳 第94回 地球電磁気 ・地球惑星 1993.10
from　 EISCA 佐藤真理子 圏学会
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E!ectron　 density　 prOfiles　 with　 those　 ob一小 野 高 幸, A.　 Brekke第94回 地球電磁気 ・地球惑星 1993.10
served　by　DMSP　 satellites　C.　Hall 圏学会
磁気嵐時 にお けるオーロラベ ル トの位置 横山信博,上 出洋介 第94回 地球電磁気 ・地球惑 星 1993.10
宮 岡 宏,F.　 J.　 Rich圏学会
トロイダルPc5脈 動 による低 エ ネルギー電子坂 翁介,山 岸久雄 第94回 地球電磁気 ・地球惑星 1993ユ0
(<300keV>)変 調 佐藤夏雄, 圏学会
D.　 N.　 Baker
赤道磁気脈動からながめた磁気圏ダイナ ミッ 坂 翁介 第94回 地球電磁気 ・地球惑 星 1993.10
クス 圏学会
気球による南極域のベク トル磁場測定実験 遠山文雄,利 根川豊 第94回 地球電磁気 ・地球惑 星 1993.10





南極周 回気球(PPB)に よるGlobal　 Auroral鈴木裕武,平 島 洋 第94回 地球電磁気 ・地球惑星 1993.10





The　 relations　 between　 magnetic　 field橋本久美子,平 澤威男 第94回 地球電磁気 ・地球惑星 1993.10
variations　 and　 optical　 aurora　 at　 conju一巻田和男,佐 藤夏雄 圏学会
gate　 points
基地観測用ディジタル全天カメラの開発1小 野高幸,平 澤威男 第94回 地球電磁気 ・地球惑 星 1993.10
圏学会
南極昭和 基地におけるプ ロ トンオー ロラの イ 高橋幸弘,福 西 浩 第94回 地球電磁気 ・地球惑星 1993.10
メづ ング観測 即 章一・小野籠 圏学会






題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
Auroral　 dynamics　 observed　 by　 AKEBONO江尻全機,門 倉 昭 第94回 地球電磁気 ・地球惑星 1993.10
visible　 TV　 carnera-lts　 interpretation　by 宮岡 宏,小 口 高 圏学会
the　 high　 energy　 particle　 simulation　 in　 the
inner　 magnetosphere




昭和基地 ・アイスラン ドイメージングリオメー 山岸久雄,山 崎一郎 第94回 地球電磁気 ・地球惑星 1993.10
タ同時観測による地磁気共役点の時間変動 菊池 崇,西 野正徳 圏学会
佐藤夏雄
地上 フ ォ トメー タ観 測か ら推定 されるオ ー ロ 守嶋 圭,小 野高幸 第94回 地球電磁気 ・地球惑星 1993.10
ラ降下電子発生機構 平澤威男 圏学会
フ ァ ブ リ ー ペ ロ ー エ タ ロ ン を 用 い た オ ー ロ ラ 久保田実,新 原洋祐 第94回 地球電磁気 ・地球惑星 1993.10
分光観測装置(FPDIS)の 開発 岡野章一,安 部利弘 圏学会
福西 浩,小 野高幸
惑星間磁場変動 とポーラキャ ップ ・オー ロラ 巻田和男,山 岸久雄 第94回 地球電磁気 ・地球 惑星 1993.10
の出現応答 江尻全機,鮎 川 勝 圏学会
桜井 亨






Polar　 Patrol　 Balloon　 (PPB)　 に よ るX線 の鈴木裕武,平 島 洋 大気球シンポジウム 1993.12











グ リ ー ン ラ ン ドに お け る ポ ー ラ ー キ ャ ッ プ ・
オ ー ロ ラ の 観 測




発 表 者 発表 した学会等の名称
1
発表年月
巻 田和男,　IU岸 久雄 第17回極域における電離圏磁 1993.⊥2
江尻全機,鮎 川 勝 気圏総合観測シンポジウム
桜井 亨,坂 野井健
F
'麻 生武彦,浦 島 智 第17回 極域 における電離圏磁 1993.12
藪 哲郎,橋 本 岳1 気圏総合観測シンポジウム
1安 部 稔,江 尻全機
宮岡 宏,小 野高幸1
守嶋 圭,林 幹治 第17回 極域 における電離圏磁 1993.12







イメー ジングリオメータによ り観測 されたデ ィ 菊池 崇,山 岸久雄
スクリー トオーロラのCNAイ メージ 西野正徳
イメー ジング リオメー タ吸収画像 に対す る電 藤田裕一,芳 野赴大
波星 シンチ レー シ ョンの影響 の評価 山岸久雄
High　 Energy　 Particle　 Penetration　 into　 the
InnerMagnetosphere
磁気圏粒子 トレー シングによる低緯度 オー ロ
ラ現 象の考察
南極周回気球(PPB)実 験の総括
1992年 南 極周回気球放球 オペ レー ション
南極周回気球(PPB)　 によるX線 の観測結果
江尻全機,宮 岡 宏




!佐 藤 夏雄,他PPBワ ー
iキ ンググループ
ミ鈴木裕 武,平 島 洋
村上浩之,下 林 央
`山 上 隆正,並 木道義
中川道夫,利 根 川豊





























題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
南極周回気球による磁場の三成分観測実験 遠山文雄,利 根川豊 第17回極域における電離圏磁 1993.12




冷却CCDを 用いたデ ィジタル全天カメラ試験小野高幸 第17回 極域における電離圏磁 1993.12
観測報告 気圏総合観測シンポジウム
Simultaneous　 Observation　 of　VLF　 Waves島倉 信,佐 藤夏雄 第17回 極域における電離圏磁 1993.12
at　 Syowa　 and　 in　 Iceland:PreliminaryA.J.Smith,早 川 正 士気圏総合観測シンポジウム
results
1992年 の昭和 基地におけ るオー ロラ及び大 気高橋幸弘,岡 野章一 第17回 極域における電離圏磁 1993.12
光の光学観測 福西 浩,小 野高幸 気圏総合観測シンポジウム




熱電発電機を利用 した無人観測一開発の経過 坂 翁介 第17回極域における電離圏磁 1993.12
と今後の計画一 気圏総合観測シンポジウム
Identification　 of　 auroral　 conlugate　 points港屋浩一,小 野高幸 第17回極域における電離圏磁 1993.12
from　 auroral　 pulsations 佐藤夏雄,山 岸久雄 気圏総合観測シンポジウム
藤井 良一,巻 田和男
芳野赴夫
イメージ ング リオメー タで観測 されたPc5地 加藤賢一,山 岸久雄 第17回極域における電離圏磁 1993.12
磁気脈動にともなうCNA脈 動 佐藤夏雄,利 根川豊 気圏総合観測シンポジウム
「あけぼの」　RDMで 観測 された放射線帯の行松 彰,高 木俊治, 第17回 極域 における電離 圏磁 1993.12
構造変化 寺沢敏夫,河 野 毅 気圏総合観測シンポジウム
槙野文命,江 尻全機
EISCATに よ り得 られた電子密度高度 プロファ藤井良一,松 浦延夫 第17回 極域 における電離 圏磁 1993.12
イルから推定される降下粒子のスペクトル 野澤吾徳,佐 藤真理子 気圏総合観測シンポジウム
小 野 高 幸,A.　 Brekke
C.　 Hall
オーロラベル トの真夜中赤道側境界 と赤道環 横山信博,上 出洋介 第17回 極域 における電離 圏磁 1993.12
電流の関係について 宮岡 宏 気圏総合観測シンポジウム
Fredric　 J.　Rich
一18一
題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
磁気圏内での荷電粒子の軌道 シミュレーショ 高村直也,宮 岡 宏 第17回 極域 における電離 圏磁 1993.12
ンにおける電荷交換反応の効果 江尻全機 気圏総合観測 シンポジウム
昭和基地HFレ ーダー一建設計画の現状 と国山岸久雄,昭 和基地 第17回 極域 における電離 圏磁 1993.12
際 ネ ッ トワーク観測へ の展望一 HFレ ー ダー観測 グ 気圏総合観測 シンポジウム
ル ー プ
「南極における超高層物理観測の将来」 山岸久雄 第17回 極域における電離圏磁 1993.12
一 ア ンケー ト調査結果 につ いて一 気圏総合観測シンポジウム
南極中国基地における国際共同観測 小野高幸 第17回 極域における電離圏磁 1993.12
気圏総合観測シンポジウム
昭和基地での中層大気観測 レーダー計画につ 小川忠彦 第17回 極域における電離圏磁 1993.12
いて 気圏総合観測シンポジウム
掃 引 ビー ム方式VHFオ ー ロ ラ レー ダ システ五十嵐喜良,大 高一弘 第17回 極域 における電離 圏磁 1993.12
ムの開発 國武 学,田 中高史 気圏総合観測シンポジウム
小川忠彦
あけぼのRDMで 見た放射線帯の構造変化 行松 彰,高 木俊治 第4回STE研 究連絡会 1994.1
寺沢敏夫,河 野 毅
槙野文命,江 尻全機
Structural　 Variation　 of　 Radiation　 Be!tA.　 S.　 Yukimatu, 地球惑星科学関連学会合同大 1994.3
Associated　 With　 Magnetic　 Storm　 Ob一S.　 Takagi, 会
served　 by　 Radiation　 Monitor　 (RDM)T.　 Terasawa,
Aboard　 EXOS-D T.　 Kohno,
F.　 Makino　 and
M.　 Ejiri
「あけぼの」　RDMで 観測 された磁気嵐に伴行松 彰,高 木俊治 地球惑星科学関連学会合同大 1994.3
う放射線帯粒子の構造変化 寺沢敏夫,河 野 毅 会
槙野文命,江 尻全機
「あけぼの」　ATV-VISに よるオーロラ観測門倉 昭,江 尻全機 地球惑星科学関連学会合同大 1994.3
小 口 高,あ けぼの 会
ATVグ ループ
磁気圏粒子追跡による 「低緯度オーロラ」 の 宮岡 宏,江 尻全機 地球惑星科学関連学会合同大 1994.3
モデ リング 会
一19一
題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
ポーラーキャ ップ域 のオーロラ運動 巻田和男,鮎 川 勝 地球惑星科学関連学会合同大 1994.3
山岸久雄,江 尻全機 会
桜井 亨,玉 山豊彦
Effect　 of　 charge　 exchange　 processes　 for江尻全機,高 村直也 地球惑星科学関連学会合同大 1994.3
the　 particle　 trajectory　 simulation　 in　 the宮岡 宏 会
magnetosphere
Conjugacy　 of　 diffuse　 auroras　 estimated湊谷浩一,小 野高幸 地球惑星科学関連学会合同大 1994.3
by　 auroral　 pulsations 佐藤夏雄,藤 井良一 会
山岸久雄,巻 田和男
芳野赴夫
Conjugacy　 of　magnetic　 field　 disturbances橋本久美子,佐 藤夏雄 地球惑星科学関連学会合同大 1994.3
during　 auroral　 substorms 会
イメージ ング リオメー タで観 測 されたPc5地 加藤賢一,山 岸久雄 地球惑星科学関連学会合同大 1994.3
磁気脈動にともなうCNA脈 動の振幅,位 相利根川豊,佐 藤夏雄 会
構造
北極域 多点イメージ ングリオメー タ観 測結 果 西野正徳,田 中義人 地球惑星科学関連学会合同大 1994.3
一昼間側電離層吸収現象の特性一 山岸久雄, 会
P.　 Stauning
オーロラ境界指標 を用いた磁気嵐の研究 横山信博,上 出洋介 地球惑星科学関連学会合同大 1994.3
宮 岡 宏,F.J.Rich 会
H.　 J.　Singcr
「ひまわ り」 と 「あけぼ の]に よる高 エ ネル 長井嗣信,行 松 彰 地球惑星科学関連学会合同大 1994.3
ギー電子 フラックス変動 の比較一1 高木俊治,河 野 毅 会
槙野文命
「曙]衛 星による放射線帯粒子の分布変動 高木俊治,中 村尚司 地球惑星科学関連学会合同大 1994.3
河野 毅,長 井嗣信 会
行松 彰,槙 野文命







題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
EISCAT電 子密 度高度プ ロフ ァイルか ら推定藤井良一,野 澤悟徳 地球惑星科学関連学会合同大 1994.3
され る降下電子 スペ ク トル(そ の2) 松浦延夫,佐 藤真理子 会
小野高幸,A.ブ レッケ
C.ホ ー ル
プロ トンオー ロラの動態 と磁気 圏構造 高橋幸弘,岡 野章一 地球惑星科学関連学会合同大 1994.3
福西 浩,小 野高幸 会
5577A輝 線 の時定数解析 に よるパル七一 テ ィ小野高幸 地球惑星科学関連学会合同大 1994.3
ングオーロラ発光高度の推定 惚 会
地上光学観測から導かれるエネルギーパ ラメー 守嶋 圭,小 野高幸 地球惑星科学関連学会合同大 1994.3
タを用いた降下電子発生機構推定法 林 幹治 会
低緯度Pi2の 位相構造 一緯度方向の特異性 法泉徳子,北 村泰一 地球惑星科学関連学会合同大 1994.3
坂 翁介,篠 原 学 会
赤道域脈動の活動と磁気圏粒子 ダイナミックス 坂 翁介 地球惑星科学関連学会合同大
会
1994.3
Research　 of　 Two-dimensional　 dynamics林 幹治,塩 川和夫 地球惑星科学関連学会合同大 1994.3
with　 STEP　 Po工ar　 Network　 aurora　 and西谷希望,巻 田和男 会







(1)一 般 研 究
北極雪氷圏の年々変動の研究 教授 小野延雄
地球規模の気候や環境の変化は極域に顕著に現れるが,年 々変動も増幅 してトレンドを覆い隠すので,ノ イズ的年々
変動の原因と特性を明 らかにする研究が重要になる。温暖化 トレンドの抽出には,気 温の積分効果を反映する雪氷圏
の応答が利用できると考えた。スピッツベルゲン島の氷河の質量収支の年々変動を分析 して,熱 帯域のエルニーニョ
現象の周期 と同期する変動が顕著に見 られることを明らかにした。
南極氷床,白 瀬氷河流域の質量収支とその変動に関する研究(H)教 授 渡邉興亜
本年度で完了する白旗氷河流域の雪氷学的諸情報の集大成としてのフォリオ ・シリーズの刊行のための諸解析研究
(雪氷現象諸要素情報の地域分布解析,諸 要素情報間の相関解析など)を 引 き続 き行 うとともに,平 成四年度か ら始
まった,東 クイーンモー ドランドの ドーム頂上域を中心にした 「ドームふ じ深層掘削観測計画」 における雪氷観測計
画の国内解析研究を実施 した。本研究は ドーム頂上域の深層掘削によって過去二十数万年に遡る雪氷 コアによる南極




北極圏における雪氷コア情報による気候 ・環境復元研究 教授 渡邉興亜
1987年以来,北 極圏における雪氷観測計画の研究代表者を勤め,本 研究による雪氷観測域はノルウェー本土山岳域,
スバールバル諸島各地およびグリーンランド氷床におよんでいる。それら各地の氷河,氷 帽,氷 床から得られた雪氷
層解析および雪氷コア解析の成果の総合解析研究が開始され,北 極圏を囲む雪氷圏の気候特性,気 候変動特性 などの
研究をすすめた。また,こ れらの地域にもたらされる各種の人為起源物質の存在状態やその起源および輸送過程 につ
いての解析を行っている。
南極氷床沿岸部 の最近 の変動 に関 する研究 教授 藤井理行
地球規模 の気候環境変動 との関連 で,極 域雪氷圏 の研究が重要 になって きている。特 に,極 域雪氷圏の状 態 を監視
する こと,雪 氷 圏 と大気 圏の相互作用 を明 らかにす るこ と,氷 床 コアによ り過去 の気候 ・環境 の変動過程 を解明す る
ことが,重 要 な課題 になって きている。
32次 越冬期 間中に,こ うした観 点か ら,氷 床氷縁位置監視 のために空 中写真撮影 を行 う とともに,過 去 の気候復元
のために浅層 コア掘 削 を行 った。
氷床 規模 の変動 は,氷 縁位 置の変動 として端 的に現 われる。氷床氷縁部 の空 中写真 は,1次 隊 の1957年 か ら撮影 さ
れてい るが,こ れ らは地形図作 成 を目的 とした もので,露 岩域 が中心 で撮影 も断片 的である。氷床氷縁位置 の監視 を
目的 にした空中写真撮 影は,1977年,1983年 お よび1991年 に宗谷 海岸 を中心 に行 われた。
宗谷海岸の スカー レンと白旗氷河の間に位 置するベルオ ッデ ン　(Berrodden)　 付近 の氷縁 を,1962年1月(3次 隊)
1991年12月(32次 隊)に 撮 影 した空中写真 を比較 してみる と,過 去約30年 間に顕緒 な変化 は認 め られない。 プ リンス
オラフ海岸の氷縁位 置 も,こ の期間大 きな変化は認 め られない ことが明 らか となった。
1991年9月 と10月 に,み ず ほルー トのHl5地 点(標 高1035m)で120m深 まで のコア掘削 を行 った。 み ず ほルー ト
がで きた1970年 以降,乾 雪線(夏 期の融解が起 こる上限高度)は,標 高700～1000mで,H15地 点で の融解 は観 測 さ
れていない。 しか し,コ アの21～39m深 の5ヶ 所で,夏 期の融解 を示す厚 さlc皿 以上の顕 著な氷 が見 られた。最 も厚
い ものは,39m深 の氷塊で4cmで ある。 この融解再凍結氷が現われた深度の年代 は,過 去10年 の平 均積 雪量300kg/
㎡から,1925～1955年 の期 間と推定 され る。
す なわち,こ の付近で は過去200年 の間で,1925～1955年 ごろに暖かい時期 があったこ とが明 らか となった。
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人工衛星放射観測(ERBE)デ ータか らみた南極氷床上大 気の放射効果 教授 山内 恭
前年 に引続 きEarth　 Radiation　 Budget　 Experiment　 (ERBE)　 データを中心 に,南 極 大陸 氷床 お よびその上 の大
気 の影響 について調べ た、
1.ア ルベー ド:氷 床 はその表面 の反射率 が高いこ とか ら強 いアルベー ド効果 を もつ。大気上端 のアルベー ドも,
大 陸縁 か ら高度lkm程 度 まで増加 し,そ れ以降65～70%の 高 い値 を示す。地表面 アルベ ー ドの80～84%を 反映 し
ている。 ところが大陸 内で も若干 の変化が あ り,雲 量 の多 い西南極が高い値 を示す ほか,約1%/㎞ の高度依存
性 が見 られる所が 多い。 この高度依存性 は,地 表面 アルベ ー ド一定 として行 っ た計 算値(Chou,'92に 準 じる)
か らも現 れ,地 表高度が増す に従 って大気が薄 くなる効果 で説明で きる。
2.外 向長波長放射:大 陸氷床上で は,外 向長波長放射(OLR)が 地表面高度分布 に対 応 して小 さ くなる変化 を
示す。高度1.6～2km位 まで はバ ラツキはあ るが,-5～-10W/㎡/㎞の,そ れ以高では 一20W/㎡/kmの 強い高
度依存が見 られ る。 この高度依存性 は,特 に2段 階の もの は氷床表面温度の高度依存を類推 させ る(Satow,'78;
　　Kikuchi　 et　al.,'92)。
各領域の表面温度　(Ts　:　ISCCPデ ー タ)に よる黒体放射 量 とOLRを 比較 した。温 度 の低 い部 分,即 ち内陸 高
原部で はOLRが 黒体 放射 に比べOLRが 小 になる。大 気の寄与 を見るため,等 価射 出率 を定 義 したが,大 気 の効
果 が ない,温 室効 果のない大気 である ことを示 している。 強い接地逆転 の発達 に より表面温度 が低 く,そ の結 果
見 かけ上大気 の効 果が無 い ように見えるわけである。
現場運用可能な極域積雪試料の化学的解析手法に関する研究 助教授 神山孝吉
雪氷試料の化学的解析方法 を,現 場運用環境を考慮 しつつ検討 した。現地で雪氷試料の化学的情報に接することが
できれば現場環境に応 じてサ ンプリング間隔などを調整でき現場での研究活動に大いに貢献する。イオン交換濾紙の
利用は,現 場での雪氷試料の全ベータ放射能強度測定のための前処理方法の省力化 ・持ち帰 り試料量の削減などに有
効である。またイオンクロマ トグラフィーを利用 し,微 少量の試料で多種イオン　(FL,　CH,COO',　 HCOO-,　 CH3
SO、T,SO,2-,C,0,2",NO、 一)を 分析する小型イオン分析 システムを検討 し,そ の機器構成 と分析条件について
議論 した。さらに硝酸イオンの簡易測定システムについての問題点と有効性 を考察 した。
この様な方法を随時改良 して行 くことによって現場と同期 した迅速な解析体制が確立可能である。
極域降雪の広域特性 と積雪表面の物質挙動に関する研究 助教授 神山孝吉
さまざまな物質が氷河 ・氷床上空に運ばれ,雪 面上に蓄積 している。降雪 ・積雪の化学組成は大気環境中における
物質の存在量 と移動過程を反映する。広大な雪面の続 く内陸は,物 質の供給源から隔たっていると考えられているが,
南極内陸部は特異な堆積環境の下にある。




によって,雪 氷 コアを通 して地球環境を探る研究はさらに有効になる。
極域 の雲 と降水 の研究 助手 和 田 誠
1991年9月 か らSvalbard,　 Ny-Alesundで 雲 ・降雪 の性 質を調べ る観測 を開始 した。1991年9月 にはマ イ クロ波 の
放射計 を,1992年8月 には垂直 レー ダーを設置 し連続 で無 人観測 を実施 している。極域 で雲 を観測す る利点 として,
特 に冬,気 温 が低 い と雨 が降 らないため(大 きい粒 の水粒子 がない),Xバ ン ド(波 長3cm)の レー ダー で雲 を観測
する と少 し成長 した氷粒子 か らの反射 のみを観測 で きる。一方 マイクロ波放射計 では,氷 粒子 と水粒子 の誘電率 の違
いか ら,気 柱 内の雲水量(氷 の量 でな く水の量)を 測 るこ とがで きる。赤外放射温度計 ではさ らに雲 の有 る無 し,雲
が厚 いか薄いか,雲 底高 度な どの情報 を求る ことが出来 る。 さらに レー ダーか らはエコー頂 がわかるので,大 体 の雲
頂高度 の変化 を知 るこ とが出来 る。
1992年8月 の設置期 間の レー ダーデー タか ら見る と,こ の期 間中で もエコーパ ター ンに違 いがあるこ とが判 る。8
月8日 か ら12日 まで毎 日降水 があった。10日 を境 として前半 は相対 的に高温(6.5℃),後 半は低 温(1℃),で あ っ
た。 この ときの レー ダーエ コーを見 る と前半 は6kmま で達 する相対 的に背 の高 いエコーが見 られたのに対 し,後 半 は
時々4km位 のエ コーが見 られるが全般 的には2km位 の背 の高 さのエコーである。 この違 いは低気圧 に直接伴 われた降
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水 であるか,そ の周辺 の降水 であるかの違 いではないか と考 え られる。後半 のエ コーは夏季層雲 と呼 ばれる雲へ の発
達 の初期段階 か も知 れない。更 に8月8日 か ら24日 までの レー ダーエ コーを見 る とエコー頂 が高 く長時 間にわたって
続 くケース,低 いエ コーが2か ら3時 間継続 するケースが多 く見 られた。背の低 いエ コーは,い ず れ も夜 間のエコー
である。 その内のい くつかのケースについて気柱 雲水量 の変化 を調 べた。雲水量 の変動 が少 な くほぼ一定 の値 を取 っ
ているケース と全体 の傾 向はほぼ一定であるが雲水量 の変動 が大 きいケース と2つ に分 け られた。気柱雲水量 の値が
変動 している雲 は小 さいセル状 の雲の集 ま りと考 え られる。一方変動 のほ とん どないケースの雲 は一様性 の良い雲 で
あろ う。 この ような一様性 の良い雲はいわゆ る北極層 雲であろ う。前半 で述べた ような雲 も含 めて層雲 の分類 を行 う
予定 である。
リュツォ・ホルム湾沖に形成される沿岸ポ リニアの海洋構造とその季節変化 助手 牛尾収輝
1990年3月 から1992年1月 の間,昭 和基地沖開水面において行った,　AXBT　 (航空機投下式水温水深計)観 測デー
タと合わせて,人 工衛星NOAA画 像や砕氷船による夏季観測データを総合的に整理することによって,沿 岸ポ リニ
ア域の海洋構造の特徴を調べた。対流混合層は沖合流氷域におけるそれよりも厚 く,350m以 上にも達 していた。 ま
た定着氷下よりも混合層の均質度が高 く,対 流が活発であることがうかがえた。さらに2年 間にわたる水温プロファ
イルデータから,混 合層が秋か ら冬にかけて深まり,春 季にはやや浅 くなっている傾向も捉 えられていた。これらの
結果から,厳 寒期の海氷生産過程が海洋表層の水塊形成に反映 していることがわかった。
過冷却海水か らの氷晶生産による塩排出過程 助手 牛尾収輝
厳寒期の海氷域内において強風で形成 される開水面を低温実験室で再現 し,氷 生産に伴う塩排出過程を調べた。過
冷却 した海水中で次々 と発生する氷晶(微 細な純氷結晶)の 周囲に排出されるブライン(濃 縮高塩分水)の 挙動を実
験水槽内で観察するために,シ ャドウグラフ法を用いた。これは観察領域内に平行光線を透過させ,密 度差によって
生 じる屈折率の違いを明暗の差 として可視化する手法である。ブラインは周囲の海水よりもわずかに高密度であるた
め,水 中を流下 していく様子が明瞭に捉えられた。氷晶の蓄積層の下では無数の氷晶同士の間を通 り抜けていくブラ
インが特徴的である。 また個々の氷晶に注 目すると,海 水 より高密度のブラインは流下 していく一方,低 密度の氷晶
は浮上 していく。従って,氷 と塩が効率 よく分離 していることになる。海水の塩分増大量か ら塩フラックスを見積り,
板状海氷が急速に厚 さを増 していく場合 と比較すると,開 水面を維持 しなが ら生産される氷晶か らは大量の塩が排出
されることがわかった。 このように極域海洋では,沿 岸ポリニアにおける急速かつ大量の海氷生産を通 して,表 層海
水の高塩分化が促進 される可能性のあることを実験的に明らかにした。
冬期の南極大陸域の外向長波放射(OLR)分 布に見 られる季節内変動に関する研究
助手 平沢尚彦,教 授 山内 恭
南極大陸域の 「雪氷面 ・大気」系の放射収支 を季節変動の時間スケールでみれば,日 射のない冬期には外向長波放
射(OLR:地 球表面から鉛直方向に宇宙に向く赤外域の放射)に よるゆっくりとした冷却が起 こっている。
本研究では,南 極全域で平均 したOLRが,10～30日 程度の時間スケールで,大 きな振幅(20%程 度)で 季節内変動
していることを明 らかにした。このOLRの 変動が南極域の 「雪氷面 ・大気」系のどの ような変化 を反映 しているの
か(大 気や雪氷面の温度の変動の反映(雲 の効果はないとして),或 いは気温の接地逆転の強い鉛直プロファイル と
雲の形成高度 との相互作用等)を 明らかにすることが次の課題である。
一方,こ のOLRの 変動は,南 半球の高緯度 ジェットや極冠高気圧の位置,強 弱の変動 と対応 してお り,少 な くと
も半球規模の大気循環 システムと連動 して変動 していることも示唆 されている。 この時間スケールの季節内変動は,
また,熱 帯の対流活動,北 半球の亜熱帯前線帯などにも見いだされ,全 地球規模の大気循環 システムの季節内変動 と
の連動の可能性 もある。
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Continuous study of an ice core: ECM, fineV. Zagorodnov, The Fourth International  1993.4
stratigraphy, air bubbles and crystals J. J. Kelley, workshop on ice drilling
 & 0. Watanabe Technology
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題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
Borehole-1iquid　 for　 Dome　 F　 Project　 in　 Ant一S.　 Fujita, The　 Fourth　 International1993.4
arctica T.　 Yarnada, workshop　 on　 ice　drilling
R.　 Naruse,　 S.　 Mae,T chnology
N.　 Azuma
&　 Y.　 Fujii
氷山近傍で観測 された水温 ・塩分のステップ構造 大島慶一郎,河 村俊行, 日本海洋学会 1993.4
滝沢隆俊,牛 尾収輝
ポ ー ラ ー ・パ ト ロ ー ル ・バ ル ー ン に よ る1991年 の神沢 博,林 政彦, 日本気象学会 1993.5
オゾンホール観測実験データ解析 村田 功,山 崎孝治
昭和基地上空における対流圏オゾン濃度の変動 と 村山昌平,山 崎孝治, 日本気象学会 1993.5
大気輸送過程の変動 中澤高清,青 木周司
北極ニーオルスン基地における大気微量成分観測 青木周司,和 田 誠, 日本気象学会 1993.5
渡邉興亜
シベリア上空の航空機観測一気象観測及び大気微 竹内義治,渡 辺正明, 日本気象学会 1993.5
量成分観測によるシベ リアの混合層の特性一 井上 元,泉 克幸,
内山政弘,中 澤高清,
田野中武志
観測データか ら,水 から氷への相変化を調べる試 和 田 誠, 日本気象学会 1993.5
み B.　 Bernstein,
A.　 Cooper
シベリア上空での対流圏CO,の 測定 泉 克幸,内 山政弘, 日本気象学会 1993.5
井上 元,菅 原 敏,
竹内義治,野 尻知子
航空機によるシベ リア上空のメタン濃度の測定 内山政弘,泉 克幸, 日本気象学会 1993.5
井上 元,菅 原 敏,
中澤高清,竹 内義治,
野尻知子
南極南 や まとコアより導かれた氷期のCO,,CH、, 中澤高清,町 田敏暢 日本気象学会 1993.5
N,O濃 度及 び δ'3Cの 変動 田中正之,成 田英 器,
藤井理行,渡 邉興亜
大平洋上の対流圏エアロゾルの航空機観測 大和 政彦,田 中 浩, 日本気象学会 1993.5
一1992年8月10日 名古屋 ～八丈島一 大田啓一,松 本 潔
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題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
ERBEデ ー タか らみた南極域 におけ る雲 ・海氷 の山内 恭, 日本気象学会 1993.5
放射効果 T.　 P.　 Charlock
南半球成層圏の残差下降流の中緯度への集中 牛丸真司,田 中 浩 日本気象学会 1993.5
一 ロスビ一波の非線形相互作用の役割一
Radiative　 effects　 of　 clouds,　 ice　 sheet　 and　 seaYarnanouchi T. IAMAP-IAHS　 Scientific1993.7
ice　 in　 the　 Antarctic and　 Charlock　 T.　 P.Meeting
Long-term　 stratospheric　 ozone　 variations　 overGernandt　 H., IAMAP・IAHS'93　 Joint1993.7
Antarctica Dethloff　 K.　 andInternational　 Meeting
Kanzawa　 H.
Observation　 of　 the　 Antarctic　 Ozone　 Hole　 ofKanzawa　 H., IAMAP・IAHS'93　 Joint1993.7
1991　 using　 a　Polar　 Patrol　 Bal!oon Hayashi　 M., International　 Meeting
Murata　 I.　 and
Yamazaki　 K.
Interannual　 variation　 of　 sea　 ice　 extent　 in　 theOno,　 N. The　 24th　 General　 Assembly1993.8
Arctic　 and　 subarctic　 seas of　URSI,　 Kyoto
第33次 隊内陸旅行 における雪氷観測 神 山孝吉,古 川晶雄, 気水圏 シンポジウム 1993.8
前野英生
GPS干 渉側位 による南極氷床流動の測定 古川晶雄,本 山秀明, 気水圏シンポジウム 1993.8
渡辺和夫,生 巣国久,
西尾文彦,渡 邉興亜
マ イクロ波 レー ダ(SAR)に よる氷河 ・氷床 の研西尾文彦,渡 邉興亜, 気水圏シンポジウム 1993.8
究 伊藤 一,高 橋 晃,
長 幸平
樹枝状氷晶の側枝の形成について 権田武彦,和 田 誠 気水圏シンポジウム 1993.8
降雪のVTR画 像 から求めた昭和基地 における降畑 中雅彦,太 田貴之, 気水圏シンポジウム 1993.8
雪の粒径分布 について 竹谷 弘,西 辻 昭,
和田 誠





題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
昭和基地の気候－ACR期 間の位置づけ一 金戸 進,山 内 恭 気水圏シンポジウム 1993.8
衛星および地上観測からみた南極域の放射収支 山内 恭 気水圏シンポジウム 1993.8
コ ス モ ノ ー ト海 の ポ リ ニ ヤー コ ス モ ノ ー ト ・ポ リ 滝沢隆俊,大 島慶一郎, 気水圏シンポジウム 1993.8
ニヤ は二つ ある?一 牛尾収輝,河 村俊行,
榎本浩之
南極エンダービーランド沖の南極沿岸水及び南極 大 島慶一郎,滝 沢隆俊, 気水圏シンポジウム 1993.8
沿岸流の特性とその季節変動 牛尾収輝,河 村俊行,
宮川卓也
リュツォ ・ホルム湾 の海氷成長(H) 河村俊行,大 島慶一郎, 気水圏シンポジウム 1993.8
一構造 と成長様式一 牛尾収輝,滝 沢隆俊
SSM/1海 氷データによる南極域 の大気 ・海氷相安成哲三,押 山知之, 気水圏シンポジウム 1993.8
互作用の季節変化の研究 榎本浩之,小 野延雄
南極における気候変動に関する総合研究(ACR) 川口貞男 気水圏シンポジウム 1993.8
あすか基地周辺の浅層コア解析 東 信彦,山 口勇 人, 気水圏シンポジウム 1993.8
東久美子,中 尾正義,
渡邉興亜
昭和基地における大気中のCO、 とCH、濃度の変動 青木周司,中 澤高清 気水圏シンポジウム 1993.8
ポ ー ラ ー ・パ トロ ー ル ・バ ル ー ン に よ る1991年 神沢 博,林 政彦, 気水圏シンポジウム 1993.8
のオゾンホール観測実験データ解析 村田 功,山 崎孝治
Long-term　 stratospheric　 ozone　 variations　 overHar wig Gernandt,気水圏シンポジウム 1993.8
Antarctica Klavs　 Dothloff
(AWI,　 Germany)





昭和基地における紫外域全日射計を用 いたB領 域 青野正道,岸 隆幸, 気水圏 シ ンポジウム 1993.8
紫外線の観測 山内 恭
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ト題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
昭和基地の雲水量の季節変化 和田 誠 気水圏 シンポ ジウム 1993.8
気象 レーダの新 しい解析法による高さ毎の降水強 畑中雅彦,竹 谷 弘, 気水圏シンポジウム 1993.8
度の推定 ③ 西辻 昭,星 山満雄,
和田 誠
リュッ ォ ・ホルム湾 お よびブラ イ ド湾 に形成 され 牛尾収輝,滝 沢隆俊, 気水圏シンポジウム 1993.8
る沿岸ポリニアの海洋構造 大島慶一郎,河 村俊行
リュッ ォ ・ホ ルム湾定 着氷 上 のACR期 間 の積雪滝沢隆俊,牛 尾収輝, 気水圏シンポジウム 1993.8
の特徴 大島慶一郎,河 村俊行
オングル海峡の海氷成長 と海氷中のイオン濃度 河村俊行,大 島慶一郎, 気水圏 シンポジウム 1993.8
牛尾収輝,滝 沢隆俊
南極 リュッォ・ホルム湾定着氷下の流速変動 大 島慶一郎,河 村俊行, 気水圏 シンポジウム 1993.8
一観測 とモデルの比較一 滝沢隆俊,牛 尾収輝
海氷 ビデオ映像の連続画像処理 村本健一郎,松 浦弘毅, 気水圏 シンポジウム 1993.8
滝川 誠,遠 藤辰雄,
小野延雄
「しらせ」船上での硫黄化合物の測定 と補集 古賀聖治,永 尾一一平, 気水圏 シンポジウム 1993.8
青木周司,田 中 浩,
岡田菊夫,毛 利英明
南極の雪 と大気エアロゾルの化学組成 渡邉興亜,本 山秀明, 気水 圏 シンポジ ウム 1993.8
金森 悟,金 森暢子,
吉川謙二
雪氷 コア解析に基づ く南極氷床へのイオン ・フラッ 藤井理行,神 山孝吉, 気水圏 シンポジウム 1993.8
クス 渡邉興亜,庄 子 仁,
金森 悟
南極みずほコアから求められた後氷期における温 中澤高清,町 田敏暢, 気水圏 シンポジウム 1993.8
室効果気体濃度の変動 田中正之,青 木周 司,
藤井理行,渡 邉興亜
南極内陸積雪の化学的特性 神 山孝吉,本 山秀明, 気水圏 シンポジ ウム 1993.8
藤井理行
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題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
みずほ氷コアー500m深 火山灰の電顕観察 東 晃,藤 井理行, 気水圏シンポジウム 1993.8
竹谷 敏




南極氷床 における表面形態の分布特性 古川晶雄,神 山孝吉, 気水圏シンポジウム 1993.8
前野英生,上 田 豊
スピッツベルゲ ン ・スノー フィエ ラ氷原 にお ける 亀田貴雄,高 橋修平, 気水圏シンポジウム 1993.8
酒養速度 東久美子,幸 島司郎,
和泉 薫,渡 邉興亜
雪氷 コアに記録 された北極圏における19世紀以降藤井理行,神 山孝吉, 気水圏シンポジウム 1993.8
の降水の酸性化 渡邉興亜,鈴 木啓助,
亀田貴雄
グリー ンラ ン ド氷床 コア(Site-J)中 の多環 芳香河村公隆,鈴 木郁子, 気水圏シンポジウム 1993.8
族炭化水素の分布と年代変化 藤井理行,渡 邉興亜
西 ス ピッツベ ルゲ ン ・ス ノー フィエ ラ氷原 におけ 東久美子,亀 田貴雄, 気水圏シンポジウム 1993.8
る雪氷コアの化学組成 幸島司郎,高 橋修平,
渡邉興亜
北極 ニーオルス ンの雲 ・降水観測 和田 誠 気水圏シンポジウム 1993.8
スピッツベルゲ ンの氷河上気象特性 高橋修平,亀 田貴雄, 気水圏シンポジウム 1993.8
幸島司郎,束 久美子,
渡邉興亜
北極圏 フラム海峡お よび コングスフ ィヨル ドの海 牛尾収輝,工 藤 栄, 気水圏シンポジウム 1993.8
洋環境一1991～1993年 観測結果一 小野延雄
北半球海氷域の年々変動特性 小野延雄 気水圏シンポジウム 1993.8
化学的に考察した南極内陸堆積環境の特殊性 神山孝吉,本 山秀明, 雪氷学会 1993.10
藤井理行




発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
リュッォ ・ホルム湾 の海氷成長 唖)一 海氷 の構 河村俊行,大 島慶一郎, 雪氷学会 1993.10
造 と成長様式一 牛尾収輝,滝 沢隆俊
寒冷氷床深層掘削用液封液の選定 山田知充,藤 田秀二, 雪氷学会 1993.10
成瀬廉二,前 晋爾,
東 信彦,藤 井理行
マイクロ波 レー ダ(SAR)に よる南極氷床 の研究 西尾文彦,渡 邉興亜, 雪氷学会 1993.10
伊藤 一,高 橋 晃,
長 幸平




1993年北極圏氷河学術調査隊(JAGE93)報 告神山孝吉,鈴 木利孝, 雪氷学会 1993.10
内田 努,吉 村義 隆,
高橋昭好,藤 井理行,
渡邉興亜
高圧 ・低温液封下における氷切削試験 成田英器,新 掘邦夫, 雪氷学会 1993.10
藤井理行,山 田知充




船上海氷 ビデオ映像の連続画像処理 村 本健一郎,滝 川 誠, 雪氷学会 1993.5
堂 口 誠,松 浦弘毅,
遠藤辰雄,小 野延雄
オングル海峡の海氷成長(H)一 成長過程 と海氷河村俊行,大 島慶一郎, 雪氷学会 1993.10
中のイオ ン濃度一 牛尾収輝,滝 沢隆俊
地球放射収支からみた南極氷床の役割
「
山内 恭 雪氷学会 1993.10
グ リー ンラン ドを中心 とした北極域 における気候 ・ 五十嵐誠,鈴 木啓介, 雪氷学会 1993.10
大気環境の変動 藤井理行,渡 邉興亜




題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
雪上車搭載電波氷厚計による南極氷床の計測 前野英生,神 山孝吉, 雪氷学会 1993.10
古川晶雄,渡 邉興亜,
成瀬廉二,浦 塚清峰




ドームふじ地域における積雪の化学的特性につい 中村一樹,上 田 豊, 雪氷学会 1993.10
て 中尾正義,東 久美子,
神山孝吉
南極氷床への イオン ・フラ ックス 藤井理行,神 山孝吉, 雪氷学会 1993.10
渡邉興亜,庄 子 仁,
金森 悟
硝酸エアロゾルの生成 ・消滅反応について 松本 潔,田 中 浩 日本気象学会 1993.10
黄砂イベント時におけるエアロゾル粒径分布の時 田中 浩,石 坂 隆, 日本気象学会 1993.10
間的挙動 と粒子の形状 岩坂泰信,長 谷正博,
荒生公雄
ERBEデ ータからみた南極氷床上大気の放射効果 山内 恭 日本気象学会 1993.10




大気中メタン濃度の最近の増加率変化 中澤高清,菅 原 敏 日本気象学会 1993.10
田中正之
グリーンランド海における表層海洋中の二酸化炭 青木周司,牛 尾収輝, 日本気象学会 1993.10
素分圧測定 小野延雄
流跡線解析を用いた日本上空のCO、の変動の解釈 中澤高清,下 野由美子, 日本気象学会 1993.10
田中正之
南極昭和基地の気柱雲水量の季節変化 和田 誠 日本気象学会 1993.10
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題 目 発 表 者
ENSO-related　phenomena　 in　 the　 ArcticOno,　 N.
Topics　 of　Climate　 Research　 in　the　Arctic
南極 エ ンダー ビーラ ン ド沖 の南極沿岸海洋場 の季
節変化
北極海 の海洋 ・大気研究
南極 ・北極大気化学観測 にお ける最新 の トピ ック
ス
回収気球 による南極大気サ ンプ リング計画
極域大気化学,第3回 日本のIGBP研 究の現状 と
将来













発 表 し た 学 会 等 の 名 称
Joint　 Japanese-Norwegian
WS　 on　 Arctic　 Research
The　 Fridtjof　 Nansen　 Memo-
rial　 Lecture,　 Tokyo



















(1)一 般 研 究
(1.1)固 体 地 球 物 理 学
昭和基地周辺の固体地球物理学研究
教授 神沼 克伊,助 教授 渋谷和雄,助 手 金尾正紀,教 授(客 員)瀬 川爾朗
(1)重 力測定
平成4年 度 に南極で得 られ たデータの整理 を行 った。「しらせ」 の海上重力計NIPRORI-2に よ り得 られた デー
タを用 いて、測線上の重力異常 を求め た。 また,第33次 隊 によって昭和 基地で得 られた ラコステ重力計 に よるデー
タ解析 を行い地球潮汐 フ ァクター を求めた。
(2)　GPS・VLBI
昭和基地でのGPS測 量の解析 を継続 した。
(3)自 然地震観測
前年度同様 の方式でデー タ編集が なされ,　JARE　 DATA　 REPORT　 No.　192と して まとめた。 また昭和 基地
で観測 され る氷霧 について調べた。
(4)人 工地震
南極での人工地震 に使 用す るペ ネ トレー ターの開発研 究 を継続 し,位 置決定方法について検討 した。
(5)地 磁気
「しらせ」の3成 分磁力計 によ り得 られたデー タの解析 を継続 した。
(6)テ ク トニ クス
韓国 との共同研 究で,南 極半島一 サ ウス シェ トラン ドのサ イスモテ ク トニ クス を調べ た。
(1.2)古 地磁 気 学
古地磁 気学的研 究 助手 船 木 實
東南極大陸 とスリランカの古地磁気 について まとめた。マ クマー ド,七 一ル ロンダー ネ,ナ ピアな ど周辺 の岩石 の
K-Ar年 代測定 を実施 した。
(1.3)地 質 学
東南極楯状地の地質学的 ・岩石学的研 究
助教授 白石和行,助 手 本吉洋一,助 教授(客 員)有 馬 眞
(1)東 クイー ンモー ドラ ンドの地質学的 ・岩石学的研 究
昭和基地周辺の変成作用の年代 は,変 成岩か ら得 られ るジルコンの イ オ ンマ イ クロ プロー ブ(SHRIMP)　 に よ
るウラ ンー 鉛年代 によって,カ ンプ リア紀以降の広域変成作用 をこうむ った ことがわか ってい る。一方,泥 質変成
岩の ジルコ ンは一般 に中核部 はよ り様 ・々 な年代 を示す古い ステー ジの結晶か らな り,最 高2900Maに まで遡 れ る。
これ らの ジルコンの中核部 は砕屑性 ジルコ ンで,堆 積岩の供給源の時代 を反映 してい ると考 えられ,こ の うちもっ
とも若い年代(～1000Ma)が 堆積年代 の上限 を示す。従 って,リ ュツォ ・ホルム岩体 の堆積作用 は後 期原 生代 の
超大陸周辺部 に発達 し,そ の後の プ レー トの収束運動 にと もなう造山運動の時代 は,他 の地域で知 られてい る東西
ゴ ン ドワナ大陸の衝突 と機 を一 に している。つ ま り,リ ュツォ ・ホルム岩体の形成過程その ものが,ゴ ン ドワナ超
大陸 の形成過程 を示 しているので ある。現在 は リュッォ ・ホルム岩体の堆積物の供給源 と予想 され る レイナー岩体
の年代学的研究 に着手 している。
(2)セ ール ・ロ ンダーネ山地 の地球年代学的研究
セール ・ロ ンダーネ山地 の地質学的 ・岩石学的研究 を進 めてい く上で,欠 かせない同位体年代 データの蓄積 を計 っ
ている。今年度 は山地 中央部 のグラニュライ ト中のsyntectonicと 考 え られる花圃岩 のSm-Nd,　 Rb-Sr鉱 物 アイソク
ロン年代 を明 らかに した。 この花 間者 はザ クロ石 を含み,　S-type的 な組成 を持つ。　Sm-Nd鉱 物 アイソクロ ン年代 は
1167Maを また,　Rb-Sr鉱 物 アイ ソクロ ン年代 は約500Maを 示す。前者 は主 にザ クロ石が,後 者 は黒 雲母 が ア イソ
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クロンを規定 している.こ の結 果は,す でに報告 した グラニュ ライ トの全岩 ア イソクロ ン年代 と調和 的で,主 要 な
変成作用 が～1000Maに 起 こ り,そ の後～550Maに 熱的事件 をこうむ ったことはほぼ間違い ない。
(3)エ ンダー ビー ラン ド,ナ ピア岩体 の地 質学 的 ・岩イ1学的研究
最近現地調査 を行ったエ ンダー ビーラ ン ドのForefinger　 Pointの グラニ ュライトの地質学的 ・岩イ1学的研究を行っ
た。従 来,こ の地域 は原生代 に再活動 した太 古代 ナ ピア岩体 と説明 されている。構成鉱物 の反応組織 と組成 を詳細
に検討 した結果,ほ ぼ等温下 での急激 な減圧過程 を含む温度圧 力経路が確認 され た。 この ような経路 は リュツォ ・
ホルム岩体 の場合 とよ く似 てお り,両 者 の対比 は年代学的 な検討 を含めて今後の課題であ る。
(1.4)地 理 ・地形学
南極地域の氷河地形,周 氷河地形および後期新生代地質に関する研究 教授 吉田栄夫,助 教授 森脇喜一
(1)七 一ルロンダーネ山地(東 クイーンモー ドランド)の 氷河 ・周氷河地形研究
1)新 たに測定された七一ルロンダーネ山地のモレーンの風化度を前年までのデータと合わせて検討 し,風 化度測
定が相対的年代決定の手段 となることを確認 した。さらに,相 対的年代区分 されたモレーンの分布から,後 期新
生代のうち特に詳細が不明な第四紀の氷床変動について検討 した。






極地域の周氷河地形,現 象,作 用との比較の目的で,1990～1992年 に調査 したスピッツベルゲン島の周氷河作用 ・
地形に関するデータを整理 した.
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
吉 田 栄 夫 国立極地研究所 ・教授 七一ルロンダーネ山地及びその周辺地域の地学研究
イ.一 般共同研 究
研究代表者 所 属 ・ 職
`
研 究 課 題
伊 勢 崎 修 弘 千葉大学(理)・ 教授 南極域に於ける地磁気異常の研究
加 々 美 寛 雄 岡山大学(地 球内部研究セ)・助教授 セールロ ンダーネ山地 の年代学的研究
福 田 正 己 北海道大学(低 温研)・教授 南北両極における永久凍土の形成 とそれに及ぼす気
候変動の影響についての研究
平 川 一 臣 北海道大学(地 球環境科学)・教授 新生代の南極氷床変動 と地形発達に関する研究
小 野 有 五 北海道大学(地 球環境科学)・教授 両極地域の砂礫斜面における物質移動の比較研究
赤 松 純 平 京都大学(防 災研)・助教授 リュツ ォ ・ホルム湾地域 リソスフェアの地震学的研
究




研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
小 山 内 康 人 福岡教育大学(教 育)・ 助教授
束クイーンモードランド高度変成岩類の地球化学的 ・
実験岩石学的研究
上 野 直 子 東洋大学(教 養)・ 教授 南極産岩石による古地球磁場強度の研究
浅 見 正 雄 岡山大学(教 養)・ 教授 東南極七一ルロンダーネ山地の地質学 ・岩石学的研
究
松 枝 大 治 北海道大学(理)・ 助教授 東南極の高度変成岩中に産するスカルン帯の鉱物学的 ・鉱床学的研究
桜 井 治 男 群馬工業高等専門学校 ・助教授 やまと山脈域人工衛星画像データの処理方法の研究
船 木 實 国立極地研究所 ・助手
南極大陸を中心 とするゴンドワナ大陸の古地磁気学
及び年代学的研究
松 本 剛 海洋科学技術センター ・研究員 環南極海嶺の構造 と南極プレー トの変形に関する研
究
井 上 源 喜 大要女子大学(社 会情報)・ 助教授 南極昭和およびマクマー ドオアシスの環境に関する地球化学的研究
有 馬 眞 国立極地研究所 ・助教授(客 員) ナピア岩体の岩石学的および地球化学的研究
廣 井 美 邦 千葉大学(理)・ 教授
ゴンドワナ大陸の形成と分裂 にともなう地質過程の
研究
長 尾 年 恭 金沢大学(理)・ 助手
重力データのスペクトル解析 による南極 ・みずほ高
原の地形 ・地殻構造の研究
(3)研 究 成 果 の発 表
ア.学 会誌等による発表
題 目 著 者 誌 名 ・巻号 ・頁 発表年月
(1.1)固 体地球物 理学
南極 ・昭和基地の位置と標高 神沼克伊 南極資料,37巻2号,1694751993.7
南極 ・昭和基地における超高性能地震計による広 金尾政紀,神 沼克伊 南極資料,37巻3号,291-3181993.ll
帯域高感度地震観測一第33次 観測隊報告1992一
Icequakes　 recorded　 at　 Syowa　 Station,　 Antarc一K.　 Kaminuma　 andProc.　 NIPR　 Symp.　 Antarct.1993
tica K.　 Okano Geosci,6,1-6
Observation　 of　 Earth　 tides　 and　 Earth's　 freeT.　 Sato, Proc.　 NIPR　 Syrnp.　 Antarct.1993
oscillations　 with　 a　 superconducting　gravime一 K.　 Shibuya, Geosci,6,17-25




r,is • • A
Syowa Station; Observatory for global geod-K. Shibuya Proc. NIPR Symp. Antarct. 1993
esy in Antarctica (a review) Geosci, 6, 26-36
Characteristics of GEOSAT altimetric geoid T. Matsumoto and Proc. NIPR Symp. Antarct. 1993
in the circum Antarctic ridges and its impli-K. Kaminuma Geosci, 6, 138
cation to the tectonics of the Antarctic plate
(abstract)
Preliminary report of surface ship gravityY. Fukuda, Proc. NIPR Symp. Antarct. 1993
measurements conducted during JARE-33J. Segawa and Geosci, 6, 141
(abstract) K. Kaminuma
(I.  2)
The magnetic anisotropy of gneissic rocksM. Nakai, Proc. NIPR Symp. Antarct. 1993
from the Skarvsnes area, East AntarcticaM. Funaki and Geosci, 6, 37-46
P. Wasilewski
 (1.  3  ) tthR*2
A preliminary report on cordierite-bearing as-T. Kawasaki, Proc. NIPR Symp. Antarct. 1993
semblages from Rund agshetta,  Lutzow-HolmM. Ishikawa and Geosci, 6, 47-56
 Bay, East Antactica: Evidence as for aY. Motoyoshi
decompressional P-T path?
Experimental studies on syenitic rocks in theT. Oba and Proc. N1PR Symp. Antarct.1993
Yamato Mountains, East Antarctica K. Shiraishi Geosci, 6, 72-82
Geochemical characteristics of metamor-M. Arima and Proc. NIPR Symp. Antarct. 1993
phosed high K/Na dykes in eastern QueenK. Shiraishi Geosci, 6, 103-115
Maud Land, Antarctica: Ultrapotassic igne-
ous activity linked to Pan-African orogeny
Provenance of the  Liitzow-Holm  Complex, K. Shiraishi, Proc. NIPR Symp. Antarct. 1993
East Antarctica-Ion micro probe U-Pb studyY. Hiroi, Geosci, 6, 143-144
of zircons  ( ) (abstract) D. J. Ellis,
C. M. Fanning,
 Y  . Motoyoshi and
Y. Nakai
Sm-Nd and Rb-Sr ages of garnet-bearing gran-H. Kagami and Proc. NIPR Symp. Antarct. 1993
ite from the  Sor Rondane Mountains, EastK. Shiraishi Geosci, 6, 145
Antartica (abstrnct)
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題 目 著 者 誌 名 ・巻号 ・頁 発表年月
500　 Ma　 Pan-Gondwana　event　 and　 its　 tectonicK.　 Arita, Proc.　 NlPR　 Symp.Antarct.1993
significance:　 Antarctica　 and　 the　 HimalayaY.　 Koide　 nd Geosci,6,148
(abstract) K.　 Shiraishi
Cambrian　 orogenic　 belt　 in　 East　 AntarcticaK. Shir lshi, Jour.　 Geology,　 102, 1994.2
and　 Sri　 Lanka:implications　for　 GondwanaD.　 J.　 Ellis, 47-65




Geological　 map　 of　 Ongul　 Islands,　 AntarcticaM.　 Ishikawa, Antarctic　 Geol.　 Map　 Ser.,1994 3
K.　 Shiraishi, Sheet　 34　 (with　 explanatory




Absolute　 gravity　 measurements　 at　 Syowa1.　Nakagawa, Bull.　 d'Inform,　 BGI,　 75,1994
Station　 during　 the　 Japanese　 AntarcticK.　 Shibuya, 41-56








(1.4)地 理 ・地 形 学
南極の隆起海成地形に関する若干の問題 吉田栄夫,森 脇喜一 地 球,15,395-399 1993.7
イ.口 頭 による発表
題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
(1.1)固 体 地 球 物 理 学
アルチメ トリーによる南極氷床地形 の研究








題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
氷震 と地震の アナロジー 印 神沼克伊 地球惑星関連学会合同大会 1993.3
Multichannel　seismic　 studies　 in　 the　 South一Y.　 Kim, 第13回 南極地学 シ ンポ ジウム 1993.10
eastern　 End　 of　 the　 Shackleton　 Fracture　 ZoneY.　 K. Jin　 and
and　 the　 South　 Shetland　 Trench　 in　 the　 ScotiaK.　 Kaminum
Sea,　 Antarctica
昭和基地多目的 アンテナ基準点 とSCAR　 GPS基渋谷和雄,金 尾政紀 第13回 南極地学 シンポ ジウム 1993.10
準点の結合ついて
Broad-band　 and　 wide　 dynamic-range　seismic M.　 Kanao　 and 第13回 南極地学 シンポジ ウム 1993.10
observation　 with　 STS-seismograph　 at　 SyowaK.　 Karninurna
Staion,　 East　 Antarctica-lntroductiOn　of　 ob一
・
servatlon　 system　 and　 examples　 of　 seismic
waveforrn一
昭和基地で観測される氷震群 神沼克伊 第13回 南極地学 シ ンポジウム 1993.10
砕氷船 しらせの砕氷航行による地盤振動 神沼克伊 第13回 南極地学 シンポ ジウム 1993.10
重力スベク トル解析によるみずほ高原の地下構造 工藤 健,長 尾年恭 第13回 南極地学 シンポ ジウム 1993.10
神沼克伊
Cunstal　 structure　 beaneath　 Southeastern　 EndY.　 Kim, 1993　 Joint　 Conference　 of1993.10
of　 the　 Shackleton　 Fracture　 Zone　 in　 the　 Ant一Y.　 K.　 Jin　 and Seigmology　 in　East　 Asia
arctic　 from　 Seismic　 Reflection　 DataK.　 Kaminuma
(1.2)古 地磁 気学
K-Ar　 dating　 on　 Antarctic　 rocks　 -McMurdo,N.　 Uen 第13回 南極地学 シンポ ジウム 1993.10
Sgr　 Rondane,　 Dumont　 d'　Urville　 and　 Napier-一A.　 Og ta　 and
M.　 Funaki
片麻岩類磁気履歴曲線 による磁気特性の異方性 と 中井睦美,船 木 實 第13回 南極地学 シンポ ジウム 1993.10
自然残留化方位の関係(ス カルブスネス産の片麻
岩類 について)






題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
(1.3)地 質 学
Provenance　 of　 the　 Cambrian　 LUtzow-HolmK.　 Shiraishi, Mid.to　 lower-crustal　 met一1993.7
Complex,　 East　 Antarctica Y.　 Motoyoshi, amorphism　 and　 fluids　 con一
Y.　 Hiroi, ference,　 Mount　 Isa.,　 Geo一
D.　 J.　 Ellis, logical　 Society　 of　 Austra一
C.　 M.　 Fanning lia
董 青 石 の 塑 性 変 形:Enderby　 Land,　 Forefinger石川正弘,本 吉洋一 第13回 南 極地学 シンポジ ウム 1993.10
Pointの 斜方輝石一珪 線石一 サ フィリン一重青石G.　 L.　 Fraser
一黒雲母 グラニ ュライ ト
東南極やまと山脈に産する閃長岩中の安定領域 大場孝信,白 石和行 第13回 南極 地学 シンポジ ウム 1993.10
からみた圧力上限
リュツォホ ルム コンプレックスの塑性お よび脆 石川正弘,本 吉洋一 第13回 南極地学シンポジウム1993.10
性変形 川嵜智佑,
G.　 L.　 Fraser
南極 ルン ドボー クスヘ ッタ産 グラニュライ トに 石川正弘,本 吉洋一 第13回 南極地学 シンポ ジウム 1993.10
おける反応一変形関係:ダ イナミックな圧力低 川嵜智佑,
下の証拠!? G.　 L.　 Fraser
地殻深部としての変成岩体の圧カー温度一強度 石川正弘,本 吉洋一 第13回 南極地学 シンポジウム 1993.10
一歪速度関係
Metamorphism　 of　 the　 LUtzow-Holm　 ComplexY.　 Motoyoshi, 第13回 南極地学 シンポジウム 1993.10
revisited M.　 Ishikawa,
G.　 L.　 Fraser　 and
T.　 Kawasaki
東南極 リュツォ ・ホルム湾 ル ン ドボークスヘ ッタ 川嵜智佑,石 川正弘 第13回 南極地学シンポジウム1993.10
産董青石グラニュライ トの高温高圧実験一予報一 本吉洋一
(1.4)地 理 ・地 形 学
スピッツベ ルゲ ンの解放系 ビンゴの変形 森脇喜一,松 岡憲知 日本地理学会春期学術大会 1993.4
平川… 臣,三 浦英樹
小疇 尚
セール ・ロンダー ネ山地の モ レー ン表面礫 の風化 森脇喜一,岩 田修二 第13回 南極地学シンポジウム1993.10
度にもとつ く相対的年代区分 松岡慧知,長 谷川祐彦
平川一臣
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題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
モ レ ー ン の 風 化 ス テ ー ジ か らみ た セ ー ル ・ロ ン ダ ー 森脇喜一,岩 田修二 第13回南極地学 シンポジウム1993.10
ネ山地の第四紀氷床変動 松岡憲知,長 谷川祐彦
平川一臣
Characteristics　of　 raised　 beaches　 on　 PrinceY.　 Yoshida, 第13回 南極地学 シンポ ジウム 1993.10
01av　 Coast　 -　problems　 for　 interpreting　 geo一K.　 Moriwaki




(1)一 般 研 究
南極陽石の分類学的研究 助教授 矢内桂三,助 手 小島秀康
当研究所 には1993年3月 までに南極 で発見採集 され,持 ち帰 られた約8700個 の隅石が保管 されている。 これ らは順
次 同定分類が進 め られている。今年度 はY-79陽 石の一部 とY-84阻 石 の分類 を継続 して行 ったほか,Asuka-88,90損
石 の初期処理及 び同定 を行 った。　Yamato-79損 石 のCV阻 石か ら見 い出 された1　cm　を越す大 型 のCAI　 (カ ル シウムー
アル ミニウムに富む イ ンクルージ ョン)の 岩石学的研究 を行 った。 その結果,こ の中か ら原始太陽系星雲 中で最 も高
温 で,最 初 に凝縮 した と考 え られる鉱物で あるコラ ンダムを発見 した。 また,　Asuka-88唄 石 中か ら見 い出 されたエ
コ ン ドライ トの一種の ア ングライ トと南極以外で ただ1個 発見 されたア ングライ トの比較岩石学的研究 を行い,両 損
石 の類似点 と相異点 の検討 を行 い報告 した。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
矢 内 桂 三 国立極地研究所 ・助教授 南極限石の精密分類 と南極陽石総合 カタログの作成
イ.一 般共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
北 村 雅 夫 京都大学(理)・ 助教授 コン ドライ ト限石中の異質岩片の成因に関する研究
平 田 岳 史 地質調査所 ・研究員 鉄損石 ・石鉄唄石中の親鉄性難揮発性元素存在度による原始太陽系星雲の化学進化
永 井 寛 之 信州大学(理)・ 教授 南極産限鉄 中のTetrataeniteの 物性的研 究
藤 巻 宏 和 国立極地研究所 ・助教授(客 員) 衝撃変成作用を受けた南極阻石の岩石学的 ・地球化
学的 ・年代学的研究





題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
A　 low　 U/Pb　 source　 in　the　 moon:　 U-Th-Pb





Proc.　 NIPR　 Symp.　 Antarct.
Meteorites　 No.　 6,　 58-75
1993 5
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 1_1 • V- •
Compositions of  REE, K, Rb, Sr, Ba, Mg,Torigoye, N. Proc. NIPR Symp. Antarct. 1993.5
Ca, Fe, and Sr isotopes in  Antarctic"unique" Yamamoto, K. Meteorites No. 6 , 100-120
meteorites Misawa, K.
Nakamura, N.
Asuka-87 and Asuka-88 collections ofYanai, K. Proc. NIPR Symp. Antarct. 1993.5
Antarctic meteorites: Search , discoveriesKojima, H. Meteorites No. 6 , 137- 147
initial processing, and preliminary identifica-Naraoka, H.
tion and classification
Asuka-87 and Asuka-88 collections ofYanai, K. Proc. NIPR Symp. Antarct. 1993.5
Antarctic meteorites: Preliminary examina- Meteorites No. 6 , 148-170
tion with brief descriptions of some typical
and unique-unusual specimens
Mineralogy of Antarctic  aubrites, Yamato-Kimura, M Proc. NIPR Symp. Antarct. 1993.5
793592 and Allan Hills-78113: ComparisonLin, Y-T. Meteorites No. 6 , 186-203




Rb-Sr age of an impact event recorded inFujimaki, H. Proc. NIPR Symp. Antarct. 1993.5




AMS 14C ages of Yamato achondritic meteor-Jull, A. J. T. Proc. NIPR Symp. Antarct. 1993.5




Temperature dependence of coercivity forFunaki, M. Proc. NIPR Symp. Antarct. 1993.5
chondrites:  Allende, Allan  Hills-769  , and Meteorites No. 6 , 391-400
Nuevo Mercurio
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(1)一 般 研 究
ウミウの食性 および繁殖 行動 の年変 化 教授 内藤靖彦,助 手 加藤 明子
ウミウPhαLαcrocorαXftlαmentOSUSは 餌条件の年変動 に対 して,繁 殖成功 にどの よ うな影 響 を受 け るか,ま た
採 食お よび繁殖行動 をどの ように変化 させるか を'92年 と'93年 を比較 して調べ た。
ウミウの主 な餌 は'92年 には イカナ ゴお よび他 の浮 き魚であったが(66%preymass),'93年に はホ ッケお よび他
の底魚(79%)で あった。
'92年 と'93年 の繁殖成功 を比 較す ると,雛 の成長速度 には差 がなかったが('92:96.1±18.2,'93:97.9±20.2g
/day),巣 立 ち率 は'92年 に比べ'93年 の方が小 さか った('92:84%,'93:54%)。
'93年 には育難 中の ウ ミウの1回 の採餌 トリップは92年 に比べ長 く,1日 当た りの トリ ップの 回数 は少 なか っ たた
め,給 餌頻度 は低 かった。 また育雛後期 は親鳥が巣 を離 れている時間が長 く,雛 をガー ドしている時間は短 かった。
ウミウは'93年 のイ カナ ゴの減少に対 して,餌 をシフ トし,採 餌 にかける時間を多 くしたが,雛 へ の給餌 頻度 は下
が り,給 餌量 も減 った。その結 果,雛 の巣 立ち率 は下がったが,生 存雛 の成長速度 は維持 されていた。
データ標識 のネズ ミイル カへの装 着 と回収 実験 教授 内藤靖彦
切離 し装置(リ リーサー)に よるTDR回 収 システムの開発 を行 い,試 作装置 を北 海道 臼尻 周辺 で捕 獲 され た3頭
の ネズ ミイルカに装 着 し回収実験 を行 い回収に成功 した。
リリーサー,ロ ガー を一体 として乗せた台座 とフロー トとで背鰭 を左右 か らは さみ,背 鰭 中央部 に穴 をあけ,径l
mmの ステ ンレス ワイヤーで台座 とフロー トを保 定 した。切離 し後 システムがイル カよりスムーズに離脱 されるように,
また システムが フラつか ない ようゴムチ ューブで システム後端 を保 定 した。
切離 し後,方 採用VHFト ランス ミッター(169MHz,0.1ワ ッ ト)に よる航空機か らの方探 及 び漂流 ブイ として漁
業者に よる拾得 の両方か ら回収 を試みた。
方探受信用航 空機(パ イパー)機 によ り,高 度3000フ ィー トにて,噴 火湾全域 において行 った。 しか し,明 瞭な受
信信号 を得 る ことは出来 なか った。
方探 に よる回収 には失敗 したが,切 離 し装置は順 調 に作動 し,切 離 し後1.5-3カ 月後 に2セ ッ トは噴火 湾奥,1
セ ッ トは青森県 六ケ所村 の海岸 に漂着 し,拾 得 され回収 された。以上か ら,極 めて沿岸性 の強い ネズ ミイル カについ
て は方探 に よる回収 よ り,切 離 し後の漂流 ブイとして拾得 による回収が よ り有利であ ると考 えられた。 この場合,方
探用 トランス ミッターの重量,容 積が軽減 され,フ ロー トが よ り小 型化 され イル カへの負 担が軽減 され る。 また,経
費的 にも大巾な軽 減が可能 とな り,実 験が容易 となる。
1991-1993年,日 加SARES共 同研 究の成果 教授 福 地光男
1989年1月 に カナ ダで行 われ た日加首脳会議 において,カ ナ ダ側 よ り日加間の科学技 術協 力 に関す る共同研 究構二想
が提案 された。その後い くつかの検討 を経て,同 年5月 に 「日本 とカナ ダの科学技術分野の協 力強化 に関す る共同研
究」報告書が作 成 され た。 この 中で幅広い 「アンブレラ」 となる科学技術6分 野が取 り上 げられ た。
6分 野の中の一つ に 「環境管理」が あ り,そ の 中の重要 テーマの 一つ と して 「北極地域が全地球的気候変動 に与 え
る影響及び全地球的環境 シ ミュ レーシ ョン」が取 り上 げられ た。同 テーマ につい て1990年3月27-29日,日 加相補性
研究 ワー クショップが 日本で開か れた。 ワークシ ョップで は4つ の分科会 に分かれ て共同研究の実行計画 につい て討
議が行 われた。分科会1で は 「地球温暖化 と極域現象」 をメイ ンテーマ と して,更 に3つ のサ ブテーマ に分かれ て討
議 され た。サ ブテーマ の一つ である 「極域 における生物圏へ の影響」 にお いて,実 質的 な共同研究の可能性が討議 さ
れ,実 はこの討議がSARES計 画 の源で あ り,海 氷域 の生物生産過程 に焦点が当 て られた。
1991年 は1-2月 に東京 にて,9月 にカナダにて,共 同研究計画 の立案及 び実行計画 の検討 ・調整が続 けられ,観
測現場 と して北海道 オホーツク沿岸 のサ ロマ湖 とカナダ北極域 の リゾ リュー トが選 ばれた。1992年2-3月 にサ ロマ
湖 にて,同 年4-6月 に リゾ リュー トにて現場観測が実施 された。1993年 は取 りま とめの ワー ク シ ョップが紋 別 と
Mont　 Joliで 行 われ,第16回 極域生物 シンポジウムの中で成果が まとめ られた。
一50一
北部ベ ー リングにお けるEucαtαaus　 bungii　(棲 脚類)の 食性 教授 福地光男,助 手 谷村 篤
PREFRA計 画の一環 として米国のISHTAR計 画 と共 同で行 った北部ベ ーリング海 お よび チ ャクチ海 の調 査 で得 ら
れ た試料 に基づ いて,本 年度 はべ ー リング海域 におい て夏期 に卓越 して出現 す るEucα1αnusbungii(桟 脚類)の 食
性の調査 を行 った。　E.　bungttの 消化管 か らは珪藻類,渦 鞭 毛藻類,有 鐘繊毛虫類,甲 殻 類,さ らに は尾 虫 類 のハ ウ
スや糞粒 も見いだ された。北東太平洋 において は,五 加 πgZ切 は10月 には越冬 のため油球 を保持 し,表 層 か ら250-
500m深 へ の移動 を完 了す るこ とおよびこれ らの消化管 は閉鎖 し,摂 食を行 わないこ とが知 られてい る。 今 回10月 に
チ ャクチ海,北 部べー リング海で採集 されたE.　bungiiは 明 らかに採餌活動 を行 ってお り,し か も後 期 コベ ボ ダイ ト
は高頻度に油球 を保持 してお り,北 東太平 洋におけるE.　bungttと は異 なる生活史 を持 って い るこ とが 示唆 され た。
また,チ ャクチ海,北 部ベー リング海に出現 するE.　bungtiは 南方 か らアナデ ィール海流 に よって運搬 され た偶 来 種
と考 え られているが,こ れ らの一部は本海域 で秋期 に活発 に摂食 を行 った後,　Arctic　 Basin　 (水温0℃)で 越冬す る





サロマ湖では2月 には主に中心目珪藻が大増殖 し,3月 にはいるとアイスほぼ一定量で維持されていた。この生物
量の変動にも関わらず,現 場環境に近い状態で実験的に測定 した光合成速度は藻類量の増加 している時期のものと大
差はなかった。
一方,レ ゾリュー トでは4月 から5月 にかけて羽状 目珪藻の大増殖が認められた。藻類の光一光合成反応を調べた
結果,現 場の海氷下部に到達する。
光合成有効放射量 よりも僅かに強い光で光合成速度が最大になり,よ り強い光では光合成速度は低下する,い わゆ
る強光阻害が生 じることがわかった。また,両 研究場所から得られた群集はともに光一光合成速度反応の解析より現
場環境の極めて弱い光の基で藻類は常に正の同化作用 を営む能力があるものと推察された。
西 オン グル島 にお ける蘇 ・地衣類群落 の分布 一環境 モニ タリングのための基礎的研究一
助教授 神 田啓 史
西 オ ングル島に関す る蘇 ・地衣類群落 の分布 に関す る まとまった報告 は清水(1977)が ある。清水(1977)は 福 島
(1968)他 の調査 資料 に 自身のそれ を加 えて,蘇 ・地衣類群落お よそ300地 点 を分布 図に記 している。 しか し地衣類群
落 につ いては蘇類上 に付着 している ものを除 くと僅 か7地 点 でその生育が確認 されているにす ぎない。
本研究で は蘇類上 に付着 している種類 も含 め,180地 点で地衣類群落が確認 され,ま た新た な蘇 類群 落 の所在 も確
認 された。 西 オ ングル島 の蘇 ・地衣 類相 は大 陸露 岩 のそ れ に比 して貧弱 で,蘇 類 はBryum　 pseudotriquetrum,
Ceratodonρurpureus以 外 殆 ど認 め られ ず,地 衣 類 も大 陸 露 岩 に広 く分布 して い るPhyscta,　Pseudeρhebe,
Umbi!icαria,　 Usneα 等 の大型地衣 は,島 の北西部 の唯一 ヵ所 に生育 しているUmbi!icαria　 aρrinα以 外,全 くみ られ
ない。
本研 究で調査 され た蘇 ・地衣類生育地の斜面方位頻度分布 は従来 の報告 と同様 に南西か ら北西斜面に偏在 していた。
また,蘇 類,地 衣類のみの"純"群 落 の頻度分布 も同 じ傾 向を示 していた。す なわち,ラ ングホ ブデ をは じめ とす る
大陸氷縁の露岩域 におい てみ られ る,地 形 による両者の住み分 けは認め られ なか った。 これは西 オ ングル島における
地衣類 フロラが大陸露岩のそれ に比 して貧弱 なこ とか ら推察 されるように,西 オ ングル島 の地衣類 の生育地 は雪 ドリ
フ ト周辺 とい う限 られ た環境 となっているため蘇類の生育地 と重 な り,大 陸露岩 にみ られる多様 な生育環境 が欠 除 し
てい るもの と思われ る。
スピッツベルゲン島の蘇苔類植生 助教授 神田啓史,助 手 伊村 智
今回植生調査によって出現 した蘇種は約40種 であった。この種類数は種子植物が2種 生育で きる南半球の海洋性南
極に分布する蘇類75種 のうち,た とえばキングジョージ島の調査地(南 緯62°)で47種 出現するのによく似ている。
さらに,両 調査地に出現する種は蘇類の属のオーダーでいえばほとんどが共通する。今後,両 極における蘇類相のみ
ならず群落の組成についての詳細な調査が待たれる。
ニーオルセ ン地区での調査では丘陵地か ら低地の池までの350mに 引いた間縄に沿って優占する植物群落 を識別種
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に よ っ て 区 分 し た 。 丘 陵 地 の 乾 燥 し た 地 域 か ら斜 面 に か け て はRαcomitrium　 !αnuginosum,　 Poh!iαcrudα,　 Bryum
pseudotrtquetrum,　 Dicrαnoωeisia　 crispulα の 蘇 類,　 Grymnomitrion　 corα19ioidesの 苔 類,　 Comicugαriαsp.　 の 地
衣 類 が 出 現 し た 。 つ づ い て 平 地 か ら や や 湿 っ た 低 地 に か け て,Bαrtrαnziα 　tthypんyLta　 ,　 Dttrichunz　 fLeactcαuLe,
Dicrαnunz　 MajUS,　 Aulαcomnium　 turgidum)の 蘇 類,α αdoπiαspp.　 の 地 衣 類 が 優 占 し た 。 さ ら に 湿 地 か ら 池 に
か け て は 水 生 群 類Drepα πocZα砒s　 revoLuens,　 Scorptdium　 turgescens,　 Orthothecium　 chysem1,　 Tomenzthypnum
nitensな ど が 優 占 し た 。 こ の よ う に 北 極 域 の わ ず か350m地 域 の 蘇 類 群 落 は 地 形,水 分 に よ っ て 比 較 的 顕 著 に 区 分 さ
れ た 。
極 域 に お い て は こ れ ら の 狭 い 範 囲 で 群 落 の 組 成 を 明 か に し,監 視 して い く こ と は 環 境 変 化 の 影 響 を 知 る う え で 基 礎
資 料 に な る と思 わ れ る 。
南極における蘇類の有性生殖器官形成 助教授 神田啓史,助 手 伊村 智
大陸性南極において有性生殖(胞 子体の形成)が 報告されている蘇類のうち,比 較的標本点数の多いもの数種を選
び,国 立極地研究所標本庫(NIPR)に 所蔵 されている乾燥標本を詳 しく検討 した。検討項目は,1)シ ュー トの成
長 ・分枝パターンと伸長成長量,2)雌 雄の配偶子のう(造 精器 ・造卵器)の 有無 とその発達段階,3)胞 子体形成
の有無 とその発達段階,4)胞 子体形成後の経過年数,な どである。配偶子 の うにつ いてはImura&lwatsuki
(1989)の 提唱した発達段階の指標を,胞 子体の発達段階についてはGreene(1960)の 提唱 した成熟段階の指標 を用
いた。
結果的にシュー トは群落の表面近 くで盛んに分枝 し,密 な群落をつくる。成長量はサ ンプル間での変異が大 きく,
生育環境の影響を大 きく受けていることが考えられる。胞子体の観察 されない標本においても,配 偶子のう形成は想
像以上に盛んであった。 しかし,造 精器の形成頻度にくらべ,造 卵器の形成頻度は低い。成熟後,精 子を放出するこ
となく褐色化 した造精器が目立ち,ま た受精が起こっていることを示す。腹部の膨 らんだ状態で褐色化 した造卵器は
少なかった。成熟 した胞子体は,2-3年 前に形成 されたと思われる造卵器から発達 して来たものであり,こ の地域
では受精から胞子体の成熟 までに2-3年 かかっていることを示 している。
昭和基地周辺の陸生線 虫類 の研 究 助教授 大 山佳邦
南極 における線虫類 の研 究は これ まで主に南極半 島周辺 とロス海に面 した地域 に限 られていたが,南 極全体 の線 虫
類相 を明 らかにす るためには,昭 和 基地周辺 地域 を含む東南極大 陸での研 究が重要である。南極半 島 を含 む海洋性南
極 か らは40種 以上 の線 虫が報告 されているのに対 して,昭 和 基地周辺 か らは これ までに3種 の棲息 しか確認 されてい
ない。 この種類 の乏 しさが,昭 和 基地周辺 地域 の線 虫相 の特徴 であるのか否か を検証 し,南 極 の他 地域 との比較考 察
を行 うため,こ れ までに得 られたサ ンプル を基に昭和 基地周辺に棲 息す る線虫類 の種類相 と分布 を詳細 に調 べた。
サ ンプルはエ ンダー ビー ラン ドのマ ラジ ョージナや基地 ・アム ンゼ ン湾地域,昭 和 基地周辺 の リュツォ ・ホルム湾
沿岸 の露岩地域,お よび内陸露岩の七一ル ロンダー ネを加えた9地 点か らの ものである。今回,新 たに追加 された3
種(*)を 加 え,以 下 の6種 が確 認 され た。　PLectusαntαrcticus,　 P.　 frigophilus,　 *Eudorylαimus　 sp.,　 *
.Pαnαgrolαtmus　dαvidi,　Seottnemαlindsαyαe,　 *CeρhαZobtdαe　 sp.　である。 それに して も昭和基地周辺 の線虫 相
は種類 に乏 しく,し か もこれ ら全ては南極固有種 であ る。 これ らの特徴 か ら昭和 基地周辺の線 虫相は南極半島域 とは
異 なる ことが示唆 され るが,未 同定の種 については今後新種 と しての検 討 を加 える必要があ る。
昭和基地周辺 の クマム シ類 の研 究 助 教授 大山佳邦
南極 の クマム シ類 について はMurray(1910)以 来,各 国の探検 隊 によって研 究 され,50種 以上 の種類 が これ まで
に分 かっている。 昭和 基地周辺の クマ ムシは,第 一次越冬隊が オングル島か ら持 ち帰 ったサ ンプル を調べて,1962年
に森 川に よ りHyρsibiUSαrct励8とDiρhαscon　 onguLensts　 (新種)を 報告 した。その後 も幾つかの露岩地域 か ら持 ち
帰 られたサ ンプル を用 いて,こ の動物相の研 究が続け られたが,断 片的 な報告 に留 まっていた。今回,昭 和 基地周辺
の陸上無脊椎動物調査 の一環 と して,エ ンダー ビー ラン ドの アムンゼ ン湾地域か らリュッォ ・ホルム湾沿岸の露岩域
さらに内陸の七一ル ロンダー ネ山地 などか ら得 られたサ ンプル を検 討 した。
約30の 試料 か らクマム シを抽 出 して調べた結果,異 クマム シ類1種 と真 クマ ムシ類7種 を同定で きた。異 クマム シ
類 の1種 は リュッ ォ ・ホルム湾沿岸の ス トランニ ッパ の コケの 中か ら発 見 され,ク チ クラか らなる背 甲板 は.Pseu-
doechtniscus型 であるが,側 毛が非常 に長いのが特 徴であ る。 この地域の クマ ムシは日本 とも共通す る種類 が 多 く,




研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
内 藤 靖 彦'国 立極地研究所 ・教授 極域生物生産 とエネルギー移送の解析
イ.一 般共 同研究
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題1
森 本 武 利 京都府立医科大学 ・教授 医学関連 デー タのデー タベ ース化 に関す る検討
松 前 昭 廣 北里研究所 ・客員部長 昭和基地周辺の微生物生態系 と人為的影響について
伊 野 良 夫 早稲田大学(教 育)・教授 南極産蘇類および土壌有機物に含 まれる諸元素のICPS
による定量
中村 光 一 郎 日本女子体育大学 ・教授 南極海域の底生性甲殻類およびウミグモ類の分類学的研
究
井 上 正 鉄 秋田大学(教 育)・助教授 キングジ ョージ島の蘇苔 ・地衣類の分類 ・生態学的研 究
内 藤 靖 彦 国立極地研究所 ・教授 海産大型捕食動物の潜水行動の研究
加 藤 憲 二 信州大学医療技術短期大学部 ・助教授 極域水界の藻類の増殖過程の生理 ・生態学的研究
神 田 啓 史 国立極地研究所 ・助教授 極地産藻類の低温適応に関する生理 ・生化学的研究
岩 月善之 助 服部植物研究所(岡 崎分室)・室長 南極における隠花植物の繁殖戦略に関する研究
中 野 武 登 広島大学(理)・ 助手 南極産地衣類の共生藻類に関する分類学的検討
大 谷 修 司 島根大学(教 育)・助教授 南極産淡水珪藻の分類学的研究
渡 辺 啓 一 佐賀大学(農)・ 助教授 南極海産生物の低温適応に関する生化学的 ・分子進化学
的研究
田上 英 一 郎 気象研究所 ・室長 南極海表層水中における炭素循環に関する基礎的研究
田 中 正 文 名古屋大学(環 医研)・助手 閉鎖環境下で実施された心理テス トの分析
;
宇 津 木 和 夫 東京女子医科大学 ・教授 蘇類中に生息する微小動物の分布に関する研究
服 部 寛|北 海道東海大学(工)・ 助教授 ㍑毎氷域における動物 プランクトンの分類 と生態学的研究
鬼 頭 研 二 札幌医科大学(医)・ 助手
|キ ングジョージ島(中 国長城基地周辺)に おける陸生線 』
虫類の分類学的および生態学的研究i
西 山 恒 夫 北海道東海大学(工)・ 教授 寒冷水域魚類の移動 ・回遊 と生理 ・生態に関する研究




研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
岡 田 博 大阪大学(教 養)・ 講師 南極産蘇苔類の葉緑体DNAと 染色体からみた系統関係
松 村 皐 月 遠洋水産研究所 ・部長 衛星海色データ利用による南大洋生態系モデルの研究
佐 々 木 洋 石巻専修大学(理 工)・ 助教授 海氷下における生物起源粒子の沈降過程に関する研究
山 口 征 矢 埼玉大学(教 養)・ 教授 海氷域における低次生産の動態に関する生態学的研究
奥 谷 喬 司 東京水産大学 ・教授
南極域における魚類 ・底生生物の分類および代謝活性に
関する研究
斉 藤 常 正 東北大学(理)・ 教授 海氷域海洋古環境研究のためのセディメントコア解析
(3)科 学研究費補助金による研究
ア.国際学術研究
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者
星 合 孝 男 ・所 長 北極海ポリニア域における生物生産
過程の研究
3～5 内 藤 靖 彦
福 地 光 男
神 田 啓 史
工 藤 栄
イ.試 験研究(B)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者




研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度 備 考
工 藤 栄 ・助 手 極域藻類の増殖律速機構に関する生
理生態学的研究
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(4)研 究成 果 の 発 表
ア.学 会誌等による発表
題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
The　 effect　 of　 temperature　 on　 the　 kinetic
properties　 of　 phosphofructolinase　and






Proc.　 of　 the　 NIPR　 Symp.　 on




Ecological monitoring of moss and lichenKanda, H. and Proc. of the NIPR Symp. on
vegetation in the Syowa Station  area  ,Inoue, M. Polar Biol. No. 7, 221-231.
Antarctica
Structure of moss colonies in the SyowaImura,  S.  , Proc. of the NIPR Symp. on
Station area, Antarctica Higuchi,  M.  , Polar Biol. No. 7, 232-236.
Kanda, H. and
Iwatsuki, Z.
Effect of temperatures on photosynthenicTakeda,  S.  , Proc. of the NIPR Symp. on
rates in diatoms isolated from the South-Sakaguchi,  I.  , Polar Biol. No. 7, 297.




An investigation of the bryophytes in theChen,  F.  , Antarctic Research (Chinese1993
Fildes  Peninsula  , King George  Island  ,Li, X. and  Edition)  ,  5(1), 48-50.
Antarctica Kanda, H.
Tundra ecosystems and environmentalKanda, H. Jpn. J.  Ecol.  , 44, 99-103.
change (in Japanese)
Status and future of the advanced tech-Naito, Y. IBI Reports, 4, 11-13. 1993
nology for behavior study of the marine
mammals and others
Fine scale distribution of phytoplankton Odate T. and Nankyoku Shiryo (Antarct. 1993
abundance along the cruise track of theFukuchi, M.  Rec.  )  , 38, 1-12.
icebreaker Shirase , from Tokyo to
Fremantle, Australia in 1991 season
Comparisons of N, N-dimithylformamide Odate,  T.  , Nankyoku Shiryo (Antarct. 1993
and 90% acetone as an extraction solventHarada, N. and  Rec.  )  , 37, 260-264.
for fluorometric determination of chloro-Fukuchi, M.
phyll a from natural phytoplankton com-
munities in the Southern Ocean
Cytotaxonomical aspects of AntarcticOkada, H. and Nankyoku Shiryo (Antarct. 1993
 mosses  , with special reference to theKanda, H  Rec.  )  , 38, 54-62.
proportion of  polyploidy-
Application of computed Tonography to Osa,  Y.  , The Auk, 110 (3) : 651-653.1993
Morphological study emperor and AdelieKuramochi,  T.  ,
penguins Watanuki,  Y.  ,
Naito,  Y.  ,
Murano,  M.  ,
Hayama,  S.  ,
Orima, H. and
Fujita, M
 -  55  -
題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
Variability　 in　 the　 flux　 rapidly　 sinkingSasaki,　 H., Lamer,31,19-29. 1993
particles　 at　 Chirikov　 Basin　 of　 the　 north一Hattori,　 H.,
ern　 Bering　 Sea　 in　 sumrner　 l988.Matsuda,　 O.,
Tanimura,　 A.　 and
Fukuchi,　 M.
イ.口 頭 に よる発表
題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
1991-1993年 、 日加SARES共 同研究 の概要福地光男,高 橋正征 第16回 極域生物 シンポ ジウム 1993.12
Legendre,　 L.
サ ロマ湖 及び カナ ダレゾリュー ト海峡 におけ 工藤 栄 第16回 極域生物 シンポジウム 1993.12
るアイスアルジー群集発達 とそれらの光合成
生産に見 られる特徴 について
サ ロマ湖及び カナ ダレゾリュー ト海峡 におけ 鈴木祥弘,高 橋正征 第16回 極域生物シンポジウム 1993.12
るアイスアルジーの増殖特性 工藤 栄
1991年 に開始 され たJARE-SIEFS計 画(海 氷福地光男,内 藤靖彦 第16回 極域生物シンポジウム 1993.12
圏生物の総合研究)の 活動 高橋正征
リュツォ ・ホルム湾 にお ける海底堆積物 に含 原田尚美,半 田暢彦 第16回極域生物シンポジウム 1993.12
まれる有機物の解析 福地光男
有孔虫による南極海水域古環境復元の試み 五十嵐厚夫,沼 波秀樹 第16回極域生物シンポジウム 1993.12
土屋泰孝,福 地光男
斉藤常正
ナ ン キ ョ ク バ イ　 Neobucctnum　 eαtoniの 酸沼波秀樹,瀬 川 進 第16回極域生物 シンポジウム 1993.12
素消費速度及びアンモニア態窒素排泄速度 福地光男,土 屋泰孝
五十嵐厚夫
JARE-33・34に よって昭和基地周辺海域及 び沼波秀樹,奥 谷喬司 第16回 極域生物 シンポジ ウム 1993.12
リュッ ォ ・ホルム湾パ ックアイス域 か ら採集 岩見哲夫,福 地光男
された軟体類 土屋泰孝,五 十嵐厚夫
リュツ ォ ・ホルム湾沿岸 より採集 された鯉 曳 岩見哲夫,沼 波秀樹 第16回極域生物 シンポジウム 1993.12
動 物Prtapulus　 tuberculαtospinosus　 BAIRD　 ,土屋泰孝,谷 村 篤
1868
リ ュ ッ ォ ・ホ ル ム 湾 、 ケ ー シ ー 湾 、 プ リ ッ ッ 岩見哲夫,内 藤靖彦 第16回 極域生物 シンポジ ウム 1993.12
湾の底生魚類相






























































第16回 極域生物 シンポ ジウム 1993.12
巳
佳邦 第16回 極域生物 シンポ ジウム 1993.12
巳 第16回 極域生物 シンポ ジウム 1993.12
邦 第16回 極域 生物 シンポ ジウム 1993.12
栄 第16回 極域生物 シンポ ジウム 1993.12
栄 第16回 極域生物 シンポ ジウム 1993.12
博雄
男 第16回 極域生物 シンポ ジウム 1993.12
男 第16回 極域生物シンポジウム 1993.12
栄 第16回 極域生物 シンポ ジウム 1993.12
子 第16回 極域生物 シンポ ジウム 1993.12
男
豊 第16回 極域生物 シンポ ジウム 1993.12
昭
人 第16回 極域生物 シンポ ジウム 1993.12
弘
史 第16回 極域生物 シンポ ジウム 1993.12
剛 第16回 極域 生物 シンポ ジウム 1993.12
史
智 第16回 極域 生物 シンポ ジウム 1993.12




(1)一 般 研 究
(A)基 地の焼却炉に関する調査研究 教授(客 員)梅 村晃由,教 授 平澤威男,助 教授 鮎川 勝
近年地球環境保護問題がクローズアップされ,南 極地域 においても国際的 にこのことに関心が高 まっている。
1991年10月 スペインのマ ドリー ドで開催された第11回 南極条約特別協議会議では,「南極条約への環境保護に関す
る議定書及び四つの付属書」が採択され,締 約国は,夫 れ夫れ国内措置(批 准)を 急 ぐとの合意がなされた。本研
究課題は,議 定書一付属書IHで 規範する可燃性廃棄物処理 ・管理への対処の一環 としての位置づけの下に行 うのが
望ましいが,日 本南極観測事業では,兼 ねてより環境保全問題に関する国内外の関心度の高 まり情況の方向性を見
極めつつ,観 測隊等実行部隊と事業部観測協力室が中心 となって環境保全問題への対処策について調査 ・検討を重
ねてきている経緯がある。従 って,本 年度は,各 観測隊の越冬生活上の現実問題 として産 まれ育った現場の知恵/
既に具体的に推進 されている廃棄物処理法など,現 場条件 ・制約に即 したやり方に先ず注目し,過 去の可燃性廃棄
物の集積手法や焼却方式等の調査に着手 した。
(B)極 地 における人間活動 の安全 を工学 的見地 か ら高 める技術手法 の研究
助教授(客 員)横 山宏太郎,教 授 平澤威男,助 教授 鮎川 勝,助 手 寺井 啓
日本南極 地域 観測事業の第IV期 長期5か 年計 画(平 成3年 度～7年 度/第33次 隊 ～37次 隊)で は ドー ムF(ふ
じ)深 層掘削計画 がプ ロジェ ク ト観測 の柱 の一つ として推進 されている。 ドームふ じ観測拠点(以 後 ドームFと 称
す)は,南 緯77°22ノ,東 経39°37'に あ り,昭 和基地 の南方約1000㎞,標 高 は約3800mで 富 士 山 よ りやや高 い位
置 にある。 ドームFの 推定 される氷 の厚 さは2800～3000m,年 平均気温 は一58℃,予 想 される年最低気温 は一88℃
～-90°Cで ある。更 に,年 平均風速;5m/s,最 大瞬 間風速;25m/s,年 平均気圧;590mb等 が外 国隊 の内 陸基
地 のデータよ り推定 されている。 この ような環境条件下 にある ドームFの 観測活動 につ いては,第1次 観 測以来30
数年 の南極観測経験 を有す る 日本 隊ではあるが,不 案 内な部分 も少 な くない。特 に,36次 隊(1995年)か らの ドー
ムF越 冬観測活動 には,安 全度 の見積 り及 びそれ を高 める種々 のQ&Aが 必要で ある。本年度 は,標 記課題 の内,特
に ドームF観 測活動 の安全向上 の一つ として,保 温 ・通気性 ・行動の容易性(軽 量 ・低温 特性)・ 価 格等,背 反 す
る条件 に留意 した高地厳寒地仕様 の衣服 についての調査 ・検討 を実施 した。結果 の一部 につ いては,筆 者 の一人 ・
横 山が第35次 隊で持参す るこ ととし,現 場 での着用実験 ・データ所得 を計画 した。
(C)管 理棟の振動特性の調査 ・研究 助教授(客 員)横 山宏太郎,教 授 平澤威男,助 教授 鮎川 勝
昭和基地開設以来の大型建築物 「管理棟」が,第33次 隊及び第34次 隊の2年 計画で基地整備計画の一環として建
設された。「管理棟」 は,3階 建て,延 べ床面積721㎡ の大規模複合建築物であり,高 さが10mを 越える昭和基地最
大の建物で,1層 が鉄骨構造,2,3層 が大断面集成材による木造建築 という構造上の特徴を有 している。本研究
は,平 成5年2月(第34次 隊)か ら使用を開始 したこの新建築物 「管理棟」の動力学的特性を調査することを主目
的として計画 し,本 年度は,そ の計測システムの検討 と製作を行った。当システムは,筆 者の一人 ・横山が第35次
隊(平 成6年 度越冬)に 参加 して現地での計測活動を予定 している。現地での計測作業は,可 能であれば旧来の建
築物の振動応答をも併せて計測 し,そ の比較研究 も行 うこととしてる。(註)本 研究は,「管理棟」の設計に携わっ
た半貫敏夫前客員助教授の指導の下に実施 した。
(D)昭 和基地 ・みずほ基地及びあすか観測拠点における建物の耐久性の評価及び氷上建築物の設計に関する研究
教授 平澤威男,助 教授 鮎川 勝
本研究は,半 貫敏夫前客員助教授の指導の下に継続 ・実施 した課題である。
①氷上観測基地建物の維持 と構造 障害対策に関する研究
あすか観測拠点で取得 した設営工学データを用いて,氷 上建築物特有の不同沈下量の経年変化の性状 とその要因
分析を行った。また,日 本隊の雪上建物 としては初めての試みであるエキスパンジョンジョイントを設けた通路棟
を対象にして,不 同沈下予測手法の精度検証を行った。今後は,ス ノー ドリフ トコントロール手法を利用 して,支
持基盤(積 雪層)に 対する建物荷重及び周辺の雪荷重を均等化する工法の検討,積 雪層の耐荷能力改良工法の検討
などを行う必要がある。
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② アイス ドーム構造 の昇華 について
第32次 観測隊 によってあす か観測拠点 でア イス ドーム構造(直 径10m,ラ イズ約3m)の 試作実験が行 われ た。
試作 ア イス ドームは,氷 の昇華 によって シェル厚が急速 に減少 し3ケ 月後 には頂部風上側 の一部 に小孔が開 いた。
短時間 に少 ない労力で建設で きる利点 を もつ ア イス ドームの実用化 には,原 料 となる水の供給法 とシェル昇華抑制
策の検討が必要であ る。平成5年 度 は,昇 華抑制対策 とその効果 を確かめ るため に低温実験室で模型 アイス ドーム
の昇華実験 を主 と して実施 した.
(2)共 同 研 究
一般共同研究
◎:研 究代表者
氏 名 所 属 ・ 職 研 究 課 題
◎登倉 尋實 奈良女子大学(家 政)・教授
極寒時の軽い発汗を伴 う運動時とその後の安静時の
温熱性代謝性反応 と衣服素材の役割
堀 雅子 福岡教育大学 ・助手
栃原 裕 国立公衆衛生院(生 理衛生部)・ 室長
◎木村 茂推 神奈川工科大学(工)・ 助教授 極地における風力利用の実用化に関する研究
◎平山 善吉 日本大学(理 工)・ 教授
氷床上基地建設における木質構造の利用について
半貫 敏 夫 日本大学(理 工)・助教授
斎藤 俊 一 日本大学(理 工)・ 助手
内藤 正 昭 日本大学短期大学部 ・専任講師
小 石 川 正 男 日本大学短期大学部 ・専任講師
◎福島 勲 国際短期大学 ・助教授
極地に於ける雪雑音の特性 と耐雪雑音アンテナの
実用化久 保 閲 男 国際短期大学 ・助手
(3)研 究成 果 の発 表
学会誌等による発表
題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁
Construction　 of　Ice　Domes　 at　 Asuka　 StatiOn
in　Antarctica
東 オ ン グ ル 島 飛 行 場 建 設 計 画 の 工 事 評 価
Zf沢 賢 二,粉 川 牧,南 極 資 料Vol.37,No.2
半 貫 敏 夫115-127.






題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
昭和基地管理棟の建設 半貫敏夫,佐 野雅史, 南 極 資 料Vo1.37,No.3 1993.11
(2)管 理棟資材の国内制作 と昭和基地での建設 平山善吉 319-347.
あすか観測拠点建物周辺のスノウ ドリフ トと不同 半貫敏夫,佐 藤稔雄, 日本建築学会大会学術講演 1993.9
沈下の関係 二見賢仁,山 梨 稔 梗概集(構 造)1031-1032.
1.建 物周 りのス ノウ ドリフ ト
あすか観測拠点建物周辺のスノウドリフトと不同 山梨 稔,佐 藤稔雄, 口本建築学会大会学術講演 1993.9
沈下の関係 半貫敏夫,二 見賢仁 梗概 集(構 造)1033-1034.
2.観 測用建物の不同沈下
あすか観測拠点建物周辺のスノウドリフ トと不同 二見賢仁,佐 藤稔雄, 日本建築学会大会学術講演 1993.9
沈下の関係 半貫敏夫,山 梨 稔 梗概集(構 造)1035-1036.
3.F.E.M.粘 弾性 モデル に よる建 物 の不 同沈
下解析
アイス ドームの長期 ク リープ 君塚慎矢,佐 藤稔雄, 日本建築学会大会学術講演 1993.9
1.半 球 アイス ドームの模型実験 半貫敏夫,津 久井啓太 梗概集(構 造)1507-1508.
アイス ドームの長期 ク リープ 津久井啓太,佐 藤稔雄 日本建築学会大会学術講演 1993.9
2.南 極 あす か観測拠点 でのアイス ドーム試作 半貫敏夫 梗概集(構 造)1509-1510
実験
半球 アイス ドームの長期 クリープ と昇華について 君塚慎矢,佐 藤稔雄, 平成5年 度日本大学理工学部 1993.ll
半貫敏夫,津 久井啓太 学術講演会論文集(構 造 ・強
度)33-34.
南極あすか観測拠点建物周辺のスノウドリフトと 山梨 稔,佐 藤稔雄, 平成5年 度日本大学理工学部 1993.ll
不同沈下一通路 ・安全地帯の場合一 半貫敏夫 学術講演会論文集(構 造 ・強
度)35-36.
半球 ア イス ドームの長期 クリー プと昇華 津久井啓大 半貫敏夫, 第10回 日本雪工学会大会論文1994.1
君塚慎矢 報 告 集203-208.
南極あすか観測拠点建物のスノウドリフ トと不同 山梨 稔,半 貫敏夫, 第10回 日本雪工学会大会論文1994.1
沈下一通路棟の場合一 石沢賢二,津 久井啓太 報 告 集199-202.
実験用南極ホーバークラフトの運用と評価 村尾麟一,竹 内貞男, 南 極 資 料Vol.38,No.1 1994.3




北極域の大気 ・陸域 ・海洋 ・生物圏環境の実態 とその変動過程を総合的に明 らかにすることを目指 して,国 際共同
研究 「北極圏地球環境共同研究」を以下の研究課題のもとに,国 内の大学 ・研究機関等の北極関連研究者の協力 も得




ことが捉えられ,地 球規模の現象である可能性が示唆 された、,オゾン量の経年変動機構の解明のために,オ ゾンホー
ルの出現 と地上オゾン季節変動 との関連調査やエアロゾルの動態などを調査する観測が継続 されている。大気中の二
酸化炭素濃度や炭素同位体比の季節変化から,陸 上植物の炭酸同化作用の影響が反映されることを観測した。また積
雪に捕捉 されている汚染物質の調査 を実施 し,さ らに古環境復元 を目的としてグリーンランド及びスバールバルで採
取 された雪氷 コアの解析 を進めている。
②北極海ポリニア域での生物生産とエネルギー移動の研究
ニーオルスンにおいて春季の陸水流入に対する生物活動の応答とその移送に焦点 を当てた研究の予備実験 を開始 し
た。その結果,河 川流出水等によって引き起 こされた海洋表層の成層化に伴 う栄養塩の枯渇が基礎生産活動の律速条
件であることを観測した。 さらにニーオルスン付近のフィヨル ドにおいて,外 洋水 と陸水 との交換 を通 して形成され
る海洋環境 と生物活動 との関連の詳細な過程を調べるために,海 洋調査 を実施 している。
③北極海の海氷及び海洋環境 とその変動に関する研究
ニーオルスンにおいて平成4年 度に開始 した,マ イクロ波放射計 と垂直 レーダーを用いた北極夏季層雲の連続観測
を継続 している。 また北極域における基礎生産活動 と海洋の光環境特性の関係を明 らかにするために,フ ィヨル ドで
植物プランクトン増殖期の光環境観測を実施 した。 グリーンランド海においては前年に引 き続いて表層海水中の二酸
化炭素分圧を実測 し,こ れまで報告 されている中で,大 気中二酸化炭素の海洋吸収能力が最 も高い海域であることが
わかった。 また,ニ ーオルスン周辺の氷河質量収支の年々変化を調べた結果,エ ルニーニョと類似 した周期をもって
いることを見い出した。このことからも地球規模で大気一海洋系の振動が生 じていることが示唆 された。
2)ア イ スラン ドにお ける観 測 の概要
ダイナ ミックに変動す るオーロラ粒子流入動態や,そ れ に伴 うプラズマ波動 を1本 の磁力線で結 ばれ た観測点(地
磁気共役点)で ある南半球の南極昭和基地 とア イスラ ン ド国内の多点観測網で同時観測す る共役点観測が昭和基地 と
呼応 したアイスラ ン ドにて実施 され た。 この南 半球 にお ける多点 同時総合 観 測 と我 が 国の オー ロラ総 合観 測衛 星
EXOS-Dに よる磁気圏内の直接観測デ ー タとを組み合 わせ るこ とによって,オ ー ロラ粒子エ ネルギ ーの南北 両半 球
への流入動態及 びオーロラ現象の生成 ・伝搬機構解明の手がか りを得 ることが本研 究の 目的であ る。平成5年 度の ア
イスラ ン ド観測 は文部省科学研究費国際学術研究(南 北両半球への オー ロラ粒子エ ネルギー流入動態の研 究)に よる
補助 を受け,現 地調査 を通 じて実施 した。
平成5年 度 は,8月 ～10月 期 に,ア イスラン ドと南極昭和基地 との間で,オ ー ロラ光学観測,　VLF方 探観測,　GPS・
NNSS衛 星観測の同時観測 を行 った。参加者 は計4名 で,1名 は主 にチ ョルネス観測点 にて,他 の3名 は フ ッサ フ ェ
ル観測点 にて観測 を行 った。フ ッサ フェルでの観測項 目は,　VLF方 探観測(磁 界2成 分,電 界1成 分),　GPS　 ・　NNSS
衛 星受信 に よる電離圏全電子 数の観測,高 速掃 天 フォ トメー タ ・全天SITテ レビカメラ ・CCDデ ィジタル全天 カメ ラ
に よるオー ロラ光学観測,通 常 のモニ タリング観測で,チ ョルネスでの観 測項 目は,　VLF方 探観 測(磁 界2成 分),
全天SITテ レビカメラに よるオー ロラ光学観 測,イ メー ジングリオ メー タ観 測,通 常 のモニ タリング観測 で あ った。
オー ロラ光学観 測は フッサ フェルで12夜,チ ョルネスで8夜 行 われ,フ ッサ フェル と昭和 同時デー タは7夜,チ ョル
ネスと昭和同時デー タは3夜,3観 測点 同時デー タは3夜 取 得 された。 オー ロラ観 測が行 われた 日は,地 磁気 活動 自
体 は比 較的穏 やかだったが,小 さなブ レー クア ップ,全 天を覆 うような レイ構造,パ ル七一テ ィングオーロラ,と 様々
な形態 のオー ロラを観測 する ことが出来,オ ーロラの共役性 の研究上貴重 なデー タを取得 するこ とが出来 た。 フッサ
フェルでは,従 来 のフ ィルム方式 の全 天カメラに替 わる もの として新 たに開発 され た冷却CCDデ ィジ タル方式 の 全
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天 カメラの性 能試験 も行 われ,　SITテ レビカメラ以上 の分解 能のオー ロラ画像 が取得 出来る ことが確認 され た。　VLF
方探観 測については,昭 和 との同時デー タを合計141時 間取得す ることが出来 た。共役点 間で 同様 な方 法 に よる方探
観 測が行 われたのは今 回が初めてで,観 測隊帰 国後 のデー タ比較 に より,　VLFの 磁気 圏 内伝搬,電 離 層 にお け る脱
出域 のエネルギー分布 な どの共役性 を明 らかに出来 る もの と期待 される。
3.シ ンポ ジ ウム等
1)シ ンポ ジウム
第17回 極域 にお ける電離 圏磁 気圏総合観測 シンポ ジウム 平成5年12月14日(火)～15日(水)
今 回のシ ンポジウムは,以 下 に示す ように研究方法 を中心 としたセ ッション構成 に し,各 セ ッションについてあ ら
か じめ レビューやコメ ン ト等 の講演依頼 を行 った。 これ らのセ ッシ ョン区分 に分類 出来ない講演 はポス ター発表 に回
す こ ととした。2日 間で口頭発表 が計53件,ポ ス ター発表 が19件,参 加者総数 は79名 であった。
セ ッシ ョン名(発 表件数)
1.オ ー ロ ラ 光 学 観 測
2.イ メ ー ジ ン グ リ オ メ ー タ
3.モ デ リ ン グ ・計 算 機 実 験
4.　 PPB
5.「 あ け ぼ の]
6.1993年 ア イ ス ラ ン ド共 役 点 観 測
7.JARE33-35観測
8.　 JARE無 人 観 測
9.ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン
10.HFレ ー ダ ー












「JARE33-35観 測」 のセ ッシ ョンでは,33次 隊 の観測結果,34次 隊 の現況,35次 隊 の計 画 につ い ての講演 が なさ
れた。34次 隊 につ いては昭和基地 にFAXで 問 い合 わせ,35次 隊 につ いては出港前 に担 当隊員 に依頼 し原稿 を作成 し
て もらい,そ れらを代読す る とい う形 で行 った。聴衆 も予想以上 に多 く,34次 隊 か らもパ ルス ドチャープ レーダによ
る電離層観測 の最新 の結果 の報告等が あ り,非 常 に充実 した もの となった。 「将 来計 画」 のセ ッシ ョ ンの充 実 も今 回
の特色 の1つ で,あ らか じめコメ ン トを依頼 していたこ ともあ り,講 演数,所 要時 間,出 席者数共 に最大 のオーラル
セ ッシ ョンとなった。 このこ とはPOST-STEPが 現在 この分野 の非常 に大 きな関心事 であ る こ とを示 す もの とも解
釈 で きる。　MFレ ーダー,ラ イ ダー等 に よる リモー トセ ンシ ング,無 人観測機等 に よる地上多点観測,気 球,ロ ケ ッ
ト等飛翔体 による観測,な ど将来計画 を策定す る上 でのキーワー ドが示 された。
第16回 極域気水圏 シンポジウム 平成5年8月4日(水)～5日(木)
今 回のシ ンポジウムは,発 表論文95編 であった。
シ ンポジウムの発表 は,5つ のセ ッシ ョンの口頭発表 と3つ のポス ター発表 によって行われた。口頭発表のセ ッショ
ン名 と発表数 は次 の とお りである。 「雪氷 ・氷床」5編,「 気象 ・気候」5編,「ACR」12編,「 物 質循 環 と氷床 コア
1」6編,「 物 質循 環 と氷床 コア2」6編 。ポ スター発 表 は,A　 (ACR関 連)21編,B(地 球化学,氷 床 コア,観 測
法,モ デル,雪 氷工学)19編,C(北 極観測)21編,で 行 われた。最終 セ ッションでは 「総合討論」 を行 い,シ ンポ
ジ ウム,プ ロシーデ ィングのあ り方,南 極観測 の現状,北 極観測 の現状,南 極 ・北極観測 の将来計画,に ついて討論
が行 われた。
第13回 南極地学 シンポジウム 平 成5年10月21日(木)～22日(金)
発表件 数は48件,の べ参加 人数は84名,す べてオー ラルセ ッションであった。発表論 文は地形学(5件),海 底 の
地球科学(3件),エ ンダービーラ ン ドの地質学(5件),地 質 と岩石(1)(6件),固 体 地球物理学(8件),地 質
と岩石(H)(8件),ゴ ン ドワナ(7件)、Holocene　 Environmental　 Changes　 (6件)の8セ ッションに分 け られ,
それぞれの発表 に対 し,活 発 な討論が行 われた。
一62一
なお,タ スマニ ア大学 のA.　McMinn博 士か ら,　 "Holocene　 high　 resolutiOn　 palaeoc!imate　 records　 from　 the
Vestfold　 Hills"と い う題 目で特 別講演 があった。
今 回のシ ンポジウムの特色 として,第33次 か ら始 まった第IV期5カ 年計画の主要 な観測項 目で ある昭和基地で の重
力絶対測定 とプ リンスオラフ海岸～ リュッォ ・ホルム湾沿岸で の地質 ・地形 学的精査の予察的 な成果が発表 され たこ
とがあ げられ る.
全体 と して,従 来調査地域 に限定 されが ちであ った研 究指向が,地 域 間の相互 関係 か ら大 陸間の相 互関係 へ と面的
な広が りを見せ始めてお り,将 来の南極での地学調査 について,い くつかの方 向性 も見いだ されたように感 じられた。
一方で,精 度の良いデー タを得 るための調査 ・実験 ・観測が どうあるべ きか,問 題提起 もあ った。
第18回 南極陽 石 シンポジ ウム 平 成5年5月31日(月)～6月2日(水)
本 シンポ ジウムは,海 外か ら招待 講演者2名 を含む10名,国 内か ら92名 の研究者 が参加 して発表 と活発 な討論 が行
われた。発表論文 は85編 で,そ の うち口頭 に よる発表 が68編,ア ブス トラク トのみが15編 であ り,招 待講演者2名 に
よる特別講演 がそれぞれ行 われた。発表 内容 は,あ す か一90阻石 の初期分類報告,岩 石鉱物学,化 学,同 位 体,物 性
研究 にわた り,普 通 コン ドラ イ ト損石 中の特異 な含有物 に関す る特別 セ ッシ ョンも設 け られ,発 表 の約8割 が英語 で
行 われた。
第16回 極域 生物 シンポ ジウム 平成5年12月1日(水)～3日(金)
今回の シ ンポ ジウムは,外 国人研究者3名 を含む延べ参加者190名,口 頭発表25件,展 示発表60件(う ち海 外 か ら
12件)で あ った。
今回は,3つ のセ ッシ ョンを中心に して シンポ ジウムが進行 した。「日加相補性研究 の成果」 のセ ッシ ョンで は,
平 成3年 か ら平 成5年 にわた り実施 された カナ ダとの北極域等 での国際共同研究 の総 まとめ として,口 頭発 表12件,
展示発表10件 が行 われ,「 南極海氷圏生物 の総合研 究」 のセ ッシ ョンで は,平 成3年 の第33次 南極 地域 観 測隊 か ら始
まった研究 プ ロジェ ク トの成果について,口 頭発表8件,展 示発表3件 が行 われ,「 昭和基地周辺の陸上無脊椎動物」
のセ ッションでは,口 頭発表5件,展 示発表3件 で行 われた。その他,広 く極域生物 の研究分野 に関する展示 発表 が
44件 行 われた。
2)研 究 小 集 会
研究小集会は,共 同研究の一形態である。
研 究 課 題 申 請 者 開 催 日
PPB観 測研究成果に関する研究小集会 江 尻 全 機 平成5年!l月2日
HFレ ーダー観測に関する研究小集会 山 岸 久 雄 平成6年3月25日
オーロラ発光ならびに関連現象の南北共役性に関する研究小集会 小 野 高 幸 平成6年3月24日
南極における超高層物理観測の将来構想に関する研究小集会 山 岸 久 雄 平成5年12月16日
ドーム域における氷床雪氷研究計画に関する研究小集会 渡 邉 興 亜 平成6年3月3日
南極および北極域における大気化学研究に関する研究小集会 青 木 周 司 平成6年3月3日
衛星 と地上観測比較による極域気水圏解析に関する研究小集会 山 内 恭 平成6年1月20日
北極圏における雪氷コア研究に関する研究小集会 藤 井 理 行 平成6年3月18日
西エ ンダービーランドの地学研究計画に関する研究小集会 白 石 和 行 平成6年3月25日
南極大陸沿岸地域における完新世の環境変動に関する研究小集会 吉 田 栄 夫 平成5年10月20日
明石探査将来計画に関する研究小集会 矢 内 桂 三 平成6年3月30日
高密度マイクロデータロガーによる水生生物の生理 ・生態研究に関する
研究小集会
内 藤 靖 彦 平成6年1月14日
南極における高所医学に関する研究小集会1
[
神 田 啓 史 平成5年10月6日
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研 究 課 題 申 請 者 開 催 日
海氷圏生物総合研究計画(SIEFS)に 関する研究小集会 内 藤 靖 彦 平成5年8月20日
南極陸上生態系の機能に関する研究小集会 神 田 啓 史 平成5年12月22日
スバールバル諸島における北極圏環境研究に関する研究小集会 小 野 延 雄 平成5年12月16日
コンピュー タネッ トワー クお よび衛星 リンクによるデー タ伝送 に関す る
研 究小 集会
江 尻 全 機 平成6年3月16日
多目的衛星データ受信システム利用に関する研究小集会 江 尻 全 機 平成6年1月20日
3)観 測研究小集会
観測研究小集会は,共 同研究の一形態である。
研 究 課 題 申 請 者 開 催 日
○第35次 南極地域観測における研究観測に関する観測研究小集会





4)研 究 談 話 会










Balloon-borne　 ozone　 observations　 at　 Georg
Forster　 Staion,　 Antarctica
5月19日 神 沼 克 伊 地学研究部門
昭和基地 ・定常地震観測か ら得 られた氷霧 と
氷河サージ
5月26日 伊 村 智 生理生態学研究部門 コケ植物の繁殖生態
6月16日 行 松 彰 超高層物理学第一研究部門 リオメー タの混信 について
6月23日 森 脇 喜 一 地学研究部門 新生代後期(500万 年前以降)の南極氷床の変動










スペ ー ス フラ イ トセ
ンター
Space　 based　 research　 in　 the　 Arctic　 and　 the
Antarctic　 regions
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本 吉 洋 一{地 学研究部門
`
第33次地学調査報告
9月8日 神 山 孝 吉 雪氷学研究部門 ドーム深層掘削計画の初年度観測
9月22日 福 地 光 男 生理生態学研究部門 第33次越冬報告
School　 of
Oceanography A　 Laboratory　 Study　 of　 the　 Growth　 of
10月13日 Seely　 Martin WB-10, Salt　 Flowers　 on　 Young　 Sea　 Ice　and　 their
University　 of Effect　 Of　X-Band　 Radar　 Backscatter
Washington
Center　 des　 Faibles
Gas　 Flow-rate　 from　 Mt.　 Erebus　 I.ava　 Lake
Radioactivites
F.　 Le　 Guern in　Antarctica
10月25日 CNRS
R.　 X.　 F.Pierret 映 画:　 Mt.　 Erebus　 (Antarctica)　 /　 Dust　 in
CEA,　 CENG,
the　 snow　 of　 Mt.　 Etna
IPSN
Byrd　 Polar
10月28日 Paul　 Arthur Research　 Center,Variability　 in　 Antarctic　 Coasta!　 Environ－
特別研究談話会 Berkman The　 Ohio　 State ments:Present　and　 past
University
ll月17日 古 川 晶 雄 地球物理学研究部門
SSM/1に よる南極氷床の輝度温度分布 につい
て
12月8日 金 尾 政 紀 非生物系資料部門







The　 potential　 of　 pollen　 analyses　 for　 snow
and　 ice　 core　 studies




2月16日 青 木 周 司1地 球物理学研究部門
大 気 中 のCO,と メ タ ン濃 度 変 化 ～1992か ら
| 1993年 にかけての異常現象 につい て～















1.資 料 の 収 集,整 理,保 管,利 用
1)生 物系資料部門
南北両極域 より得 られた各種生物標本は,研 究が済み次第,標 本データ等 を整理 した上で国立極地研究所の生物資
料室に収納 されている。南極 とその周辺域の資料は 「南極生物資料カタログ」 として出版 されている(昭 和61年3月
発行)。
(1)植 物
極 地 より得 られた顕花植物,隠 花植物 の各標本 の収納点数 を別表 に分類別,地 域別 に まとめた。 その他,オ ース ト
ラリア,ア ルゼ ンチ ン,南 ア,モ ー リシャス,シ ンガポール,イ ギ リス,フ ラ ンス,東 欧 な どの温帯域 か らも比較 の
ため採集 及び交換 な どで収集 してお り,蘇 苔類 を主 に合計33,000点 の標本が収納 されてい る。
現在,蘇 苔類 の標本 デー タは国立極地研究所 のコ ンピュー タに よるデー タバ ンク として蓄積 されている。 内外 の利
用者 のために種類別(網,科,属,種),地 域別(植 物 区系,大 地名)検 索 による標 本 リス ト,ラ ベル の打 ち出 し,
さらに分布 図の作成 な どの利用 システムが出来 ている。 その他 に写真,図 解入 りのハ ン ドブ ック として 「昭和基地周
辺 の蘇苔類」 が出版 され,南 極 ・亜南極 の蘇苔類 デー タカ タログ　(Catalog　 of　moss　 specimens　 from　 Antarctica
and　 adjacent　 regions)　 が出版 されている。
植物標本庫(NlPR)の 収納状況
分類別 隠 花 植 物
地域別 顕花植物 羊 歯 類 蘇 苔 類 地 衣 類 藻 類
亜
南米 パ タゴニア




サ ウスオー クニー諸 島 88
ケルゲ レン島 100
南 アムステル ダム島 5 50






南 ア フリカ 38
西 シグニー島 20 20





極 南極半島 10 259 50 50
東 昭和基地周辺 4,000 4,000 200
マ ラジ ョージナや基地 100 30
南 ケー シー基地 280 200 50
デー ビス基地 60 30
極 マ クマ ー ド基地 100 10 30
カナ ダ ll5 800 30
北 アラスカ 79 1350 50




域 ブ イ ン ラ ン ド 100
スバ ールバ ル 322
そ チ リ 926
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 368
の 日本 ・欧州 ・東欧 300 200 15,000 500 100
ネパ ール 42
他 その他 100
合 計 594 225 26,283 5,490 510
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(2)動 物
収納されている動物標本の主なものは剥製標本,液 浸標本,乾 燥標本であり次表に示 した。
ア.剥 製標本(哺 乳類 ・鳥類1
「
動 物 名 標 本 形 態 点 数
ウェ ッデルアザ ラシ 剥 製 親 2
り 〃 仔 1
〃 ミ イ ラ 2
〃 皮 1
ユキ ドリ 剥 製 1
〃 卵 1
マ ダラフルマ カモ メ 剥 製 4
ア シナガ コシジ ロウミッバ メ 〃 1
オオ トウゾ クカモメ 〃 5
アデ リーペ ンギ ン 剥 製 親 5
〃 り 仔 3
〃 卵 6
〃 骨 格 3




動 物 名 点 数 動 物 名
1
点 数
魚 類 128 環形動物 24
原索動物 軟体動物
ホ ヤ 類 27 巻 貝 類 30
棘皮動物 二 枚 貝 類 27
ナ マ コ 類 4 タ コ 類 7
ヒ ト デ 類 36 線形動物 3
クモ ヒ トデ類 10 紐形動物
ウ ニ 類 27 ヒモ ムシ類 7
毛顎動物 扁形動物 1
ヤ ム シ 類 3 腔腸動物
触手動物 ヒ ドロ虫類 18
コ ケ ム シ 29 クラゲ類 7
節足動物 サンゴ類 8
甲 殻 類 56 海綿動物 4
昆 虫 類 5 原生動物
ダ ニ 類 5 有孔虫類 4




ふ じ,し らせ船上,海 洋生物 定常 観測,バ イオマ ス研究観測 で採集 された植物 プラ ンク トン,同 定用 ホ ルマ リ
ン固定海水標本,冬 期 サ ロマ湖か ら得 られた同標本 は次 表 に示 した。
隊 次 標 本 内 容 標 本 数
7 ふ じ航路上 ・表面海水 181
9 〃 〃 82
14 ふ じ停船観測点 ・各層海水 100
18 ふ じ航路上 ・表面海水 149
19 〃 〃 155
20 〃 〃 246
20 定着氷下 ・各層海水 36
23 越冬ルーチン観測 ・各層海水 706
24 〃 〃 330
25 〃 表面海水 ・各層海水 341
26 〃 〃 〃 456
27 〃 〃 〃 420
28 〃 〃 〃 186
29 〃 〃 〃 180
30 〃 〃 〃 90
1978年 サロマ湖 ・各層海水 50
合 計 3,708
その他 に,ふ じ,し らせ船上 より各種 プラ ンク トンネ ッ ト採集 で得 られた動物 プラ ンク トン標本 は次 表 に示 し
た。
隊次 ノルパックネッ ト MTDネ ッ ト ORIネ ッ ト 稚 魚 ネッ ト LHPR採 集器ジ ェ ッ ト ネ ッ ト
14 33 0 0 0 0 0
17 16 0 0 0 0 0
18 22 20 4 0 0 0
19 ll 4 2 0 0 0
20 6 79 0 0 0 0
21 33 42 2 12 2 0
22 16 54 6 6 0 0
23 14 0 0 0 0 0
24 100 0 0 0 0 0
25 50 40 3 0 0 0
26 88 110 ll 0 0 7
27 54 80 0 0 22 0
28 28 0 0 0 0 0
29 18 0 0 0 0 0
30 16 0 0 0 0 0
計 505 429 28 18 24 7
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(3)標 本貸出 ・受入状況
ア.倉 敷市立 自然史博物館(井 木張二)へ 南極産蘇類9点 を貸出す(平 成5年4月28日)。
イ.松 戸市教育委員会(上 原寛)へ 動物 剥製標本8点 を貸出す(5月ll日)。
ウ.富U」 大学教養部(小 島覚)よ りカナ ダエ ルズ ミア島産蕪類標本174点 を受 け入 れる(9月22日)。
エ.広 島大学理学部(中 野武登)へ 南極産冷凍標本21点 を貸出 し及び研 究のため供与す る(平 成6年1月11日)。
オ.千 葉県立 中央†専物館(古 木達郎)へ 展示用南極産蘇類2点,北 極産蘇類1点 を貸出す(平 成6年2月4日)。
カ.秋 田大学教育学部(井 上正鉄)へ 南極産地衣類40点,北 海道産地衣類187点 を貸 出 し,及 び研 究 のた め供与 す
る(3月23日)。
2)非 生物系資料部門
当部門 は極域 あるいは極域 に関連す る地域の物理資料,岩 石資料それ に一般 資料の収集,整 理,保 管 とその利用 に
関す る業務 を担 ってい る。
物理資料庫 に関 しては,昭 和基地で定常的 に観測 されてい る地震のデー タを保 管す る一方,前 年度 に引 き続 き七 一
ルロンダーネ地域の ラン ドサ ッ ト,ス ポッ ト衛星デ ータの購入 を進めた。 また昭和 基地で観 測 され た気象のデー タの
磁気 テープの整理保管 も行 った。
岩石資料庫 に関 しては,前 年度 に引 き続 きリュッォ ・ホルム湾,プ リンスオラフ海岸,や まと山脈,ベ ルジカ山脈,
マ クマ ー ドサ ウン ド,七 一ルロンダー ネ山地 などの岩石の整理保 管並 び にデー タベー スの作 成 を進めてい る。
3)オ ーロラ資料部門
当部 門が担 う業務 は,オ ー ロラに関す る公 開可能 な資料 の収 集 とその統 一的整理 ・保 管,並 び に収 集 された資料 を
共同利用 に供 す ることであ る。 さらに収 集資 料の至便 な検索 システムや解析 システムの開発研 究 を行 うと共 に国際学
術連合(ICSU)の 勧 告に基づ くオー ロラの世界資料セ ンター　(WDGC2　 for　Aurora)の 運営業務 を も担 う。
本年度 は,国 内外 の関係機関 との情報交換 と平行 してデー タ収集作業 を実施 した他,　CCDカ メラを用 いた新 しい タ
イプのデ ィジタル全 天 カメラに よる観 測 システム,及 びデータ収集 システムの開発 を行 った。
4)陽 石資料部門
当部 門は,お よそ8700個 の南極 損石 を保有 してお り,そ の初期処理,同 定 分類 を継 続 して行 って いる。 今 年度 は
Asuka-88,90阻 石 の初期処理 を行 ったほか,　Yamato-79陽 石の一部 と,　Yamato-84の 分類 を行 った。 また,申 請 の
あった南極限石研究計画 の うち,第24回 南極明石研究委員会 において承認 された計画 について阻石 の配分作業 を行 っ
た。配分 した慣石試料 は98点,研 磨薄片 は17枚 であった。 その他,教 育用陽石研 磨薄片セ ッ ト(30種 類)を23機 関 に
貸 出 した。配分 を行 った研究計画 及び研究者 を別表 に示す。
展示用及び教育用陽石貸出 し状況
(1)和 洋九段女子高校 に唄鉄1点,コ ン ドライ ト1点 を貸出す(5月6日)。
(2)長 野市立博物館 に限鉄1点,コ ン ドライ ト2点 を貸出す(6月25日)。
(3)島 根県立 三瓶 自然館 に限鉄1点,コ ン ドライ ト1点 を貸出す(7月14日)。
(4)福 岡県青少年科学館 に隙鉄1点,コ ン ドラ イ ト1点,エ コン ドラ イ ト1点 を貸 出す(7月15日)。
(5)北 九州市立 自然 史博物館 に コン ドライ ト1点 を貸 出す(7月20日)。
(6)し らせ に限鉄1点 を貸 出す(7月26日)。
(7)大 阪市立 自然 史博物館 に損鉄1点,コ ン ドライ ト2点 を貸 出す(7月28日)。
c,8)松戸市教育委員会 に損鉄1点,コ ン ドラ イ ト1点,エ コ ン ドライ ト1点 を貸 出す(8月18日)。
(9)新 潟県清里村教育委員会 に限鉄1点,石 鉄限石 ユ点,コ ン ドライ ト1点,エ コ ン ドライ ト1点 を貸 出す
(8月31日)。
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番号 研 究 計 画 研究代表者
共 同研 究 者
(*大 学院学生)
806南極 コ ン ドライ ト限石の14C　 AMS　 ages 三浦保範 R.　 Beukens,　 R.　 Cresswell
J.　 Rucklidge,　 K.　 Yarlai
807 HowarditeとUrθiliteの14C　AMS ages 三浦保範 A.　 J.　 T.　 Jull,
D.J.　 Donahue,　 K.　 Yanai
808 EucriteとDiogeniteの14C　AMS年 代 三浦保範 A.　 J.　 T.　 Jull,
D.J.　 Donahue,　 K.　 Yanai
809 月限石の石英 と斜長石の研究 三浦保範 矢内桂三
810 Study　 of　 tetrataenite　 in　 L,　 LL-type　 chondrites　 andR.　 B.　 Scorzelli E.　 Galvao　 da　 Silva,
Ni-rich　 iron　 meteorites 1.　 S.　 Azevedo
811 Superparamagnetism　in　 Antarctic　 cabonaceousR.　 B.　 Scorzelli E.　 Galvao　 da　 Silva,
chondrites 1.　 S.　 Azevedo
812ユ ークライ ト・ダイオジェナイ ト唄石 中の窒素 お よび希 杉浦直治 三浦弥生*,長 尾啓介
ガス同位体組成に関する研究
813 Petrologic　 study　 of　 Achondrites M.　 Prinz M.　 K.　 Weisberg
814 Revised　 Allocation　 Plan　 for　 Asuka-881371P.　 H.　 Warren
815AMS法 とTL法 による落下年代測定の評価 と精密化 三尾野重義 中西章夫
816 Carbonaceous　 order,　 morphology　 and　 compositionLi Zhaohui Zhang　 Datong
of　 carbonaceous　grains　 in　 Antarctic　 carbonaceous(李 肇輝)
chondrites
817熱 ル ミネ ッセ ンス法に よる普通 コン ドライ トのペア リン 蜷川清隆 山本 勲,高 岡宜雄,
グ基礎測定 D.　 W.　 Sears,小 島 秀 康,
矢内桂三
818Survey　 of　Unequilibrated　 Ordinary　 Chondrites.　 T.　 Pillinger 1.　 A.　 Franchi,
S.S.　 Russell,　 J.　 Newton
819ESRに よる石質損石中の放射線欠陥の研究 山中千博 蜷川清隆,池 谷元伺
820やまと限石の岩石 ・鉱物学的研究 大場孝信
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番号 研 究 計 画 研究代表者
共 同研 究 者
(*大 学院学生)
821 Determination　of　 forrnation　 and　 cosrnic-ray　 exposureO.　 Eug ter K.　 Nagao,
history　 of　 lodranites Urs　 KrahenbUhl
822 Weathering　 of　 desert　 meteorites:the　formation　 ofM.　 M.　 Grady
surficial　 evaporites
823 Thermal　 metamorphism　 in　 Antarctic　 carbonaceosR.　 B.　 Sc rzelli E.　 Galvao　 da　 Silva
chondrites　 studied　 by　 rn6ssbauer　 spectroscopy
824限石中の流体包有物 高岡宜雄 本村慶信,長 尾啓介,
尾崎幸太*
825炭素質コンドライトの変質過程の研究 木村 眞
826 月の海から来た損石の鉱物学的研究(継 続) 武田 弘 森 寛志,佐 伯和 人*,
荒井朋子*
827南極産エ コンドライ ト損石の鉱物学結晶学岩石学化学的 武田 弘 森 寛志,山 口 亮*,
研究(継 続) 佐伯和人*,海 老原充
828小惑星表面物質に対応する損石の鉱物学及び反射スペク 廣井孝弘 武田 弘
トルの研究
829南極産CRコ ンドライ トの岩石学的研究 池田幸雄
830ユニー ク ・コン ドライ トの岩石学的研 究 池田幸雄
831 H－ タイプ プ リミテ ィブ エ イコン ドライ トの岩石学的 池田幸雄
研究
832Primitive　 achondritesの 窒 素 同 位 体 比 に よ る 分 類杉浦直治
833 酸 化 さ れ たChondritesY-7502,Y-791827の研 究 杉浦直治
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5)低 温資料部門
当部門は,極 地域で採集された低温試料の解析及びその基礎研究を行 うとともに,低 温実験室の管理 と低温貯蔵庫
の試料の保管 を担当 している。
試料の解析及びその基礎研究としては,氷 床コアの各種解析,雪 氷試料の長期保存 による密度,組 織,同 位体組成
などの変化に関する研究や,低 温試料の現場解析法,梱 包 ・輸送法などの研究を行っている。
試料 は,低 温貯蔵庫内の移動棚に収納されている他,収 納 しきれない分については,実 験室に分散されている。移
動棚 は,貯 蔵庫中央の通路をはさんで両側に配置されてお り,一 方は観測隊の中型ダンボールに入った低温試料(雪
氷,生 物,陽 石,土 壌など)が,ま た他方にはみずほ基地の700mコ アなどの氷床掘削 コアが コアケースの まま収納
されている。収容能力は,中 型ダンボール208箱 と氷床 コア930m相 当である。
本年度は33次隊持ち帰 りの雪氷試料,群 類 ・地衣類試料などが搬入,整 理されたのち,共 同利用研究試料として共
同研究者に配布された。
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2.研 究施設 ・設備の共 同利用
1)北 極圏環境研究センター
北極 圏環境研究 セ ンターは北極域 における大気 ・陸域 ・海洋 ・生物圏環境 の変動等 に関す る観測 ・研 究 を行 うとと
もに,北 極研究 に関す る情報 の提供,助 言 を行 うこ とを目的 としている。 セ ンターで はノルウェー領 スバ ールバ ル諸
島のス ピッツベルゲ ン島ニーオルス ン(北 緯79度,東 経12度)に 設置 した観測基地 を拠点 と して,現 地観測 を継続 し
ている。平 成5年 度 には延べ46名 がニーオルス ン観測基地 を利用 した。主 な研究課題 と して,ポ リニ ア海域の総合的
研究,ス バールバル諸 島及びその周辺海域 の環境研究,北 極域 の気候変動特性 の研究 を掲 げ,国 内外の大学 ・研究機
関等 の北極 関連研究者 とともに研究 を進 めている。 これ らの研究 を通 して地球規模 の気候 ・環境変動の実態 とそ のメ
カニズムを,極 域 の視点 か ら解 明す るこ とを目指 している。 また 「国際北極科学委員会(IASC)」 の活動 に対 応
する とともに,国 際 的な共 同研究 プロジェク トの立案 な どに も参画 している。 さらに北極研 究 に関す る文献,資 料及
び情報 の収集 を行 い,広 く共 同研究者 の利用 に供 している。
2)情 報科 学 センター
情報科学 セ ンターでは,南 極 昭和基地 の 「多 目的衛星 データ受信 システム」で取得 した多量の衛星 データを処理 ・
解析 する とともに,所 内ネ ッ トワーク環境 の整備 や昭和基地一 極地研 間デー タ通信試験 など,衛 星回線 による本格的
デー タ伝送 システムの開発 に着手 した。
オーロラ粒子加速域 の解 明を主 目的 とす るEXOS-D　 (あ けぼの)衛 星の受信 は,34次 隊 によ り1,ll5パ ス実施 され,
すべ て宇宙科学研究所 の衛星 デー タベ ースに登録 された。 これらのデータはEXOS-D衛 星デー タ処理解析装置 を用 い
て,極 地研 に も移植 された。 また解析 ソフ トウェアの整備 と してATV-EFDデ ー タのポ ー ラー プロ ッ ト表示 の機 能
な どを追加 した。
宇宙 開発事業 団(NASDA)の 海洋観測衛星MOS-1bの 受信 は年 間を通 じて223パ ス行い,国 内で は49シ ー ン分の
1次 処理 を完了 した。 また欧州 リモー トセ ンシ ング衛星(ERS-1)お よびNASDAの 地球資源探査衛 星(JERS-1)
については,そ れぞれ39パ ス,　llパ スの受信 を行 った。衛星画像処理装置の整備 と して,MOS-1衛 星VTIR/MSR
画像用地 図デー タの作成,機 能追加 を行 った。 その他,1992年10月 に打 ち上 げられ たスウェーデ ンの オーロラ観測衛
星FREJAの 受信 を3月 よ り開始 し,'94年1月 までに234パ スの データ取得 を行 った。
所 内ネ ッ トワーク環境 の整備 としては,大 型計算機M680Dと 構 内ネ ッ トワー クとの接続 をK-200か らLIC　 (LANイ
ンターフェースコ ン トローラ)に 変更 し,ネ ッ トワークによる大型計 算機利用 をよ り使いやすい もの に した。 また講
堂 および外国人研究員室等へ のLAN延 長,ネ ッ トワークサ ーバ ーのデ ィスク増設等 も実 施 し,イ ンター ネ ッ ト利 用
の急増 に対処 した。平成5年 度 の登録利用者 は所内34名 を含め62名 であ った。
世界的 に急速 な発展 ・拡大 を遂 げるインターネッ トは南極観測 にも大 きな影響 を及ぼ し始めてい る。すで にい くつ
かの外国基地で は国内 との連絡 を衛星回線 によるUUCP電 子 メール に移行 し,観 測デー タの即 時伝 送 も行われている。
現在,昭 和基地 におい ても大部分の観測デー タがパ ソコン収 録 され,デ ィジタル化 されてい る。 こうした状 況 を踏 ま
え,3月 よ り昭和基地情報処理棟 と当セ ンター間でUUCPに よるデー タ通信(主 にデー タ伝 送)の 試験運用 を開始 し,
約13kB/分 の実効伝送速度の リンクを確立 した。 これ によ り,宙 空部門の地磁気,　CNAデ ー タ,気 象定常 のオ ゾ ン
デ ータ,さ らに地学部門の超伝導重力計デー タ等 の国内伝 送 に利用 された。
大型計 算機関連で は,メ インフレー ム上 に構 築 されたデー タベー スを分散化 する一環 として,こ れ までの極地文 献
デー タベー スをよ り総合的 なCD-ROMデ ー タベー スシステムに変更 し,図 書室 に設置 した。 また更新時期 を迎 えた
M680Dの 後継 システムの検討 を本格的 に開始 した。 なお,本 年度の主 システ ム稼 働 時間 は,1,429時 間　(CPU比 率56
%)で あ った。
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3)オ ー ロラ世界 資料 センター
オーロラ世界資料 セ ンター　(WDC-C2　 for　Aurora)は,資 料系 オーロラ資料部 門が管理 ・運営 し,管 理 ・資料 棟
5階 に床面積約84㎡ の資料保管庫兼 閲覧室 を有 している。 当セ ンターに保管 される資料 は,　WDCパ ネルが示 す作 業
指針 を基本 とし,オ ー ロラ物理学の進展 に伴 う研 究者の要望 資料 をも経 済的物理 的事情 を勘案 した上 で収集 す る方 針
としている。資料保管庫 は冷暖房 ・除湿器 を備 えている とともに,リ ー ダプリンター利用 に よる簡単 な閲覧 と複写 が
可能 となっている。 デー タ収納能力 は,35mmマ イクロフィルム約28,000本/100ft巻,計算機用磁 気 テー プ約1,900
本,マ イクロフィ ッシュカー ド数千枚 である。　WDC-C2　 for　Geomagnetism　 (京都大学理学 部)と の共 同 に よるAE
データブ ックの出版 も行 っている。
本年度 まで に収集 したデータの概数 を次表 に示す。
資 料 名 観 測 期 間 数 量
35mm全 天 カメ ラ編集 済 フィルム 1970年 ～1992年 2,683巻/100ft
16mm全 天 カメ ラフィルム(一 部編集不能) 1966年 ～1969年 250巻/100ft
35mm全 天 カメ ラオ リジナル フィルム 1970年 ～1992年 381巻/1,000ft
昭 35mm全 天 カメ ラ長尺保存 フィルム 1970年 ～1978年 120巻/1,000ft
和 地磁気3成 分オリジナルチャー ト記録 1959年 ～1992年 1,524巻
基 地磁気3成 分3打 点チャー ト記録 1966年 ～1992年
256巻
地磁気3成 分35mmマ イ クロフィルム 1972年 ～1991年 44巻/100ft
地
同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1959年 ～1961年 23一 フ ァ イ ル
資 絶対測定記録簿 1966年 ～1992年 3一 フ ァ イ ル
料 超高層現象相関記録マイクロフィルム 1977年 ～1991年 125巻/100ft
同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1977年 ～1986年 61一 フ ァ イ ル





35mm全 天 カメ ラ編 集済 フィルム 1987年 ～1991年 340巻/100ft





名 観 測 期 間㌫ 量
DMSPオ ーロラ観測 記録
South　 Pole基 地全天 カメラフ ィルム







N－ 基地全天力・ラフ・ルム{綴 二驕} 410巻/100ft
1Casey基 地全天 カメラフ ィルム ユ976年 ～1978年 386巻/100ft
Maquarie島 基地全天 カメラフィルム 一瓢 三無} 722巻/100ft
Davis基 地全天 カメラフィルム {懸二灘} 360巻/100ft
地磁気 マ イクロフィルム(約55基 地) 1976年 ～ 731巻/100ft
地磁気 マイ クロフ ィッシュ(約5基 地) 1979年 ～ 約1,300枚
IMP-J　 (IMF)マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ 1977年 ～1979年 20枚
NOAA&TIROS(粒 子)MT 1978年 ～1992年 440巻
DMSP　 (粒子)　MT 1979年 ～1991年 401巻
Data　 Book等(閲 覧 用) 約350冊
日 よ
本 り 地磁気マ イクロフイルム 1957年 以降 6,200巻/100ft
学管
術理 全 天 カメラフイルム 1957年 以降 6,900巻/100ft
会換
議え
DMSPオ ー ロラ観 測記録 1972年 ～1980年 130巻/100ft
4)低 温 実験室
低温資料部門が管理す る共同利用施設で,-60℃ まで冷却で きる超低温実験 室,-20℃ の 自然対流冷却 による実験
室,-20℃ の強制対流冷却の実験 室 と貯蔵庫か らな ってい る。運転時間は,貯 蔵庫 が終 日,他 は保守員の勤務時間内
(午前9時 ～午後5時 まで)で ある。
本年度の利用状 況 を図に示す。延べ利用 人数は,655人 であった。 主 な利 用 は,み ず ほ700m氷 床 コア と前 進拠 点
200m氷 床 コアの処理作業,H15氷 床 コアの解析作業,北 極 ス ピッツベ ルゲ ンコア とグ リー ンラ ン ドコアの解 析作 業,
雪氷 コアの 自動融解 サ ンプ リング装置 の試作実験,氷 床 コア中の二酸 化炭素 と一酸化 炭素の抽 出装 置の実験,ア イス















部 門 氏 名 所 属
隊 長 兼 越 冬 隊 長 佐 藤 夏 雄 国立極地研究所研究系
定 常 観 測 気 象 高 尾 俊 則 気象庁観測部
小 池 仁 治 〃
鎌 田 吉 博 〃
杉 田 興 正 ,,
櫻 井 敬 三 〃
電 離 層 山 口 隆 司 通信総合研究所電波部
地 球 物 理 岡 野 憲 太 東京大学理学部
研 究 観 測 宙 空 系 利根川 豊 国立極地研究所事業部(東 海大学工学部)
蒔 田 好 行 通信総合研究所電波部
六 山 弘 一 電気通信大学
地 学 系 佐 藤 忠 弘 国立天文台地球回転研究系
澤 柿 教 伸 国立極地研究所事業部(北 海道大学大学院学生)
気 水 圏 系 藁 科 秀 男 仙台電波工業高等専門学校
本 山 秀 明 国立極地研究所研究系
榎 本 浩 之 北見工業大学
永 尾 一 平 名古屋大学水圏科学研究所
宮 原 盛 厚 国立極地研究所事業部(㈱ 地球工学研究所)
生 物 ・医 学 系 谷 村 篤 国立極地研究所研究系
宮 本 佳 則 東京水産大学
設 営 機 械 村 松 金 一 国立極地研究所事業部(㈱ 関電工)
室 剛 国立極地研究所事業部(㈱ 小松製作所)
由 利 稔 国立極地研究所事業部(い す ゾ自動車㈱)
石 塚 徹 工業技術院化学技術研究所
浦 宏 行 国立極地研 究所事業部(ヤ ンマーエンジニアリング㈱)
桑 原 新 二 国立極地研究所事業部(㈱ 大原鉄工所)
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部 門 氏 名 所 属
設 営 通 信 古 積 和 彦 東北電気通信監理局
角 貞 己 国立極地研究所事業部(日 本電信電話㈱)
西 分 竜 二 海上保安庁警備救難部
調 理 伊 藤 晴 夫 国立極地研究所事業部(㈱ 東條會館)
坂 本 速 人 海上保安庁警備救難部
医 療 前 田 倫 国立極地研究所事業部(大 阪大学医学部)
堀 内 修 三 国立極地研究所事業部(愛 媛大学医学部)
航 空 長 埜 孝 行 国立極地研究所事業部
儀 間 健 〃
千 葉 健 〃
設 営 一 般 浅 香 隆 二 埼玉大学工学部
森 内 秀 樹 国立極地研究所事業部(日 本電気㈱)
内 藤 望 国立極地研究所事業部(京 都大学大学院学生)
○同行者(越 冬隊)
氏 名 所 属
楊 恵 根 中国極地研究所超高層物理学部門
(2)夏 隊
部 門 氏 名 所 属
副 隊 長 兼 夏 隊 長 成 瀬 廉 二 北海道大学低温科学研究所
定 常 観 測 海 洋 物 理 橋 間 武 彦 海上保安庁水路部
海 洋 化 学1並 木 正 治 海上保安庁水路部
海 洋 生 物 石 井 雅 男 気象庁気象研究所
測 地
1
生 巣 国 久 国土地理院測図部
研 究 観 測 宙 空 系 並 木 道 義 宇宙科学研究所観測部
地 学 系 坪 川 恒 也
林 正 久
1花 田 英 夫






部 門 氏 名 所 属
研 究 観 測 生 物 ・医 学 系 岩 見 哲 夫 国立極地研究所事業部(東 京家政学院大学家政学部)
設 営 設 営 一 般 久 松 順
熊 崎 博 久
白 崎 渡
山 田 義 洋







氏 名 所 属




部 門 名 観 測 項 目 担当隊員 担当機関
電 離 層 ○電界強度測定 山 口 隆 司 通信総合研究所
海 洋 物 理
海 洋 化 学
○海洋物理観測
○海洋化学観測
橋 間 武 彦
並 木 正 治
海 上 保 安 庁
海 洋 生 物 ○海洋生物観測 石 井 雅 男 国立極地研究所
測 地 ○基準点測量 生 巣 国 久 国 土 地 理 院
〔研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当隊員 研究代表者
地 学 系 第H期 東 ク イー ンモー ドラ ン ド地域 の地学研究 坪 川 恒 也 吉 田 栄 夫
計画 林 正 久
○東南極大陸における地殻動態及び地殻形成過 花 田 英 夫
程の総合研究計画 石 川 正 弘
・ク イ ー ン モ ー ドラ ン ド及 び エ ン ダ ー ビ ー プ
ンドの地殻形成過程の研究調査
・地殻動態の総合的監視 ・測量計画
気 水 圏 系 気水圏環境変動観測計画 永 尾 一 平 渡 邉 興 亜
・大気化学観測計画
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岩 見 哲 夫 内 藤 靖 彦
(2)昭 和基地及びその周辺での越冬観測
〔定常観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊員 担当機 関
極 光 ・夜 光 ○全天 カメラによる観測 六 山 弘 一 国立極地研究所
○写真観測
地 磁 気 ○地磁気三成分及び基線値決定のための絶対 蒔 田 好 行 国立極地研究所
値測定




気 象 ○地上気象観測 高 尾 俊 則 気 象 庁
○高層気象観測 小 池 仁 治
○特殊ゾンデ観測 鎌 田 吉 博
○オゾン観測 杉 田 興 正
○ 日射量の観測 櫻 井 敬 三
○天気解析
潮 汐 ○潮汐観測 岡 野 憲 太 海 上 保 安 庁
地 震 ○自然地震観測 岡 野 憲 太 国立極地研究所
〔研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当隊員 研究代表者
宙 空 系 太陽エネルギー輸送 と変換過程に関する総合 利 根 川 豊 平 澤 威 男
研究計画 蒔 田 好 行
・テ レメ トリーに よる人工衛星観測 六 山 弘 一
・極域擾乱 と磁気圏構造の総合観測
・観測点群による超高層観測
・ポーラパ トロール気球 による超高層大気 の
観測
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部 門 名 観 測 項 目 担当隊員 研究代表者
地 学 系 第H期 東 ク イー ンモ ー ドラン ド地域 の地学研 佐 藤 忠 弘 吉 田 栄 夫
究計画 澤 柿 教 伸
東南極大陸における地殻動態及び地殻形成
過程の総合研究計画
・ ク イ ー ン モ ー ドラ ン ド及 び エ ン ダ ー ビ ー ラ
ンドの地殻形成過程の研究調査
・地殻動態の総合的監視 ・測量計画
気 水 圏 系 気水圏環境変動観測計画 薬 科 秀 男 渡 邉 興 亜
・氷床 ドーム深層掘削観測 本 山 秀 明
・大気化学観測計画 榎 本 浩 之
・地球観測衛星受信計画 永 尾 一 平
宮 原 盛 厚
生物 ・医 学 系 生物圏観測計画 谷 村 篤 内 藤 靖 彦
・海氷圏生物の総合研究 宮 本 佳 則
・昭和基地周辺の生態系環境モニタリング 前 田 倫




[目 的]第34次 南極地域観測隊の編成及びその他の実施準備に資するため,隊 員候補者に対 して,冬 期の寒冷地に
おいて雪中行動等に関する各種訓練を実施 した。
[期 間]平 成4年3月9日 ～3月13日
[場 所]乗 鞍岳位ケ原山荘を中心 とする乗鞍高原一帯
[参加者]佐 藤夏雄隊長,成 瀬廉二副隊長,隊 員候補者44名,関 係者25名,計71名
(2)夏 期訓練
[目 的]第34次 南極地域観測隊員に対 し,極 地行動に関する各種訓練や観測計画等に関する講義を行い,所 要の知
識や技術を習得 させると共に,団 体生活を通 して隊員の相互理解を深めるために実施 した。
[期 間]平 成4年6月22日 ～6月26日
[場 所]文 部省菅平高原体育研究場を中心とする菅平高原一帯
[参加者]佐 藤夏雄隊長,成 瀬廉二副隊長,隊 員50名,関 係者20名,計72名
(3)部 門別訓練
観測隊部門別訓練は,南 極地域において必要な機器の取 り扱いや保守訓練,オ ペ レーションを円滑に進めるための
訓練 を,担 当部門ごと,出 発準備期間中随時実施 した。
4)行 動概要及び観測概要
(1)概 要
第34次 南極地域観測隊55名 お よび中国 の交換科学者1名 は,平 成4年11月14日,「 しらせ」 によ り東 京港 を出港 し
た。 また往路寄港地の オース トラ リア ・フ リーマ ン トルか ら帰路 のシ ドニー まで,オ ース トラ リアの交換科学者1名
が夏隊 に参加 した。
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12月3日 フ リーマ ン トルを出港後,各 種 の船一ヒ観測 を実施 しつつ南下 し,8日 南緯55度 を通過,15日 流氷縁着,17
日か ら厚 さ2～3rn強 の定着氷 に入 り,1,515回 のチャージ ング砕氷航行 を経 て12月30日 未 明,昭 和 基地 見晴 ら し岩
沖 に接岸 した。
昭和基地 まで35kmの 地点 か ら,12月18日 ヘ リコプ ター第1便 が昭和基地へ飛 び,引 続 き接岸 までの期間に,観 測 ・
建設 のための優先物資,内 陸夏旅行用物資 の空輸 を行 った。接岸後 は,燃 料 のパ イプ輸送,大 型機材の氷上輸送,一
般物資 の空輸 を実施 し,平 成5年1月 中旬 までに昭和基地への主要 な輸送 は終 了 した。昭和 基地 にお ける夏期 の諸 作
業 は,12月19日 より2月9日 までの問 に当初計画 の工事 をほぼ完 「した。基地観測 としては,南 極周回気球3機 の打
ち上 げ,重 力絶対測定,潮 汐観測,生 物調査等 を行 った。大陸沿岸 の露岩地域で は地質,地 形,測 地,生 物等の野外
調査 を,ま た内陸 では1ヵ 月間の中継拠点旅行 を計画通 り実施 した。
2月1日,33次 と34次 越冬隊 との実 質的 な交代 を行 い,10日,昭 和基地最終便 によ り夏隊全員が 「しらせ」へ帰着
した。 「しらせ」 は,1月25日 昭和基地 を離岸 し,帰 路1,611回 のチ ャー ジング航行 の末,2月13日 流氷縁 を離脱 した。
リュツ ォ ・ホルム湾沖 では4日 間にわた り海底地形測量 を実施 し,そ の後19日 か ら23日 まで アム ンゼ ン ・ケーシー湾
にて露岩域 の地学調査,海 洋生物観測,3月2日 か ら4日 まで プリッッ湾にて海洋生物観測を行 った。なお,リ ュツォ ・
ホルム湾沖 お よびブ リッツ湾 にて前年 に設置 された生物係留系 の捜索 を行 ったが,応 答信号が得 られず回収 を断念 し
た。
3月5日 以 降は船上観測 を行 いつつ東航 し,13日 か ら東経150度 に沿って北上 を始め,16日 南緯55度 を通過,21日
にオース トラ リア ・シ ドニーに入港 した。34次 夏隊 は33次 越冬隊 とともに,28日 シ ドニー発空路,同 日成田に帰着 し,
第34次 夏隊 の行動 を終了 した。
(2)昭 和基地 オペ レーション
① 輸 送
昭和基地第1便 か ら3日 間 にわた り,生 鮮食糧品,PPB関 連機材,設 営資材の一部の空輸 を行い,同 時 に23日 ま
での間 に内陸夏旅行 に必要 な燃料 ドラム400本,ブ ル ドーザ ー2台(ス リング輸送22回)等 の物資(計120ト ン)を 氷
床上のSl6地 点 に空輸 した。一方,接 岸後2日 間で,見 晴 ら し岩貯油施設 までパ イプによる420klの 燃料 輸 送,雪 上
車4台 お よび大型機材の氷上輸送(計67ト ン)を 完 了した。昭和基地への本格的空輸 は平成5年1月3日 よ り開始 さ
れ,連 日の好天 によ り9日 まで に一般物資,燃 料 ドラム缶の輸 送が終 了し,19日 の持 ち帰 り物 資 をもって主要 な輸 送
は完了 した。 なお昭和基地への空輸総重量は440ト ン,持 ち帰 り物資 は173ト ン(内,廃 棄物48ト ン)で あった。
② 建設 ・設備改修作業
34次 夏期の建設作 業は大規模 な工事 はないが,細 項 目が多岐にわたった。主な作 業は,管 理棟 内部 の機械設備 ・電
気設備 の工事,焼 却炉棟 な ど5棟 の新 設,居 住棟 の個室増設,電 離棟 な ど2棟 の改装,発 電棟 ・夏宿 の設備改修,お
よび通信 ア ンテナの設 置等 であった。 これ らの作 業は,実 質49日 間,1,322人 ・日(内,「 しらせ」か らの支援428人 ・
日)に て行 った。なお管理棟 は2月10日 現在,電 気設備工事 の一部 を残 し,日 常 的使用 に必要 な設備 は完成 した。
③ 航空機組立
12月30日 セスナ機,31日 ピラ タス機 の組立 を 「しらせ」飛行 甲板 にて行 い,直 後 に氷上飛行場 まで輸送 した。 その
後,ピ ラ タス機 については整備,点 検,慣 熟飛行 を行 い,1月12日 か ら観測 のための飛行 を開始 した。
(3)昭 和基地 および周辺 における観測
① 南極周 回気球　(Polar　Patrol　 Balloon:PPB)　 実験
本実験 は,南 極域 の夏期 に安定 して吹 く高層 の偏東風 を利用 して大型 の観測気球 を南極大陸に沿って周回 させ,オ ー
ロラX線,全 磁場,電 場3成 分等 を広域,長 時 間にわたって観測 しようとす る もので ある。12月18日 か ら放球場の整
備,機 器 の点検等 を行 い,26日 にPPB4号 機(今 回の1号 機),30日 に5号 機,1月5日 に6号 機 を放 球 した。 いず
れ の実験 も成功で,高 度32km付 近 をそれぞれ8日 間,43日 間,27日 間水平飛翔 し,デ ー タを送信 した。 持 に,5号
機 は記録的 な長期飛翔であ ったこと,6号 機 は14日 後 に昭和基地上空 を通過 し,南 極大陸 を1周 半回 った ことが注 目
され る。
② 絶対重力測定
重力の経 年変化 を全地球的規模 で検出す る目的の一環 と して,昭 和基地重力計 室 において重力の絶対測定 を行 った。
装置 は可搬 型絶対重力計2号 機お よび真 空筒回転式 絶対重力計 の2台 を新 た に搬 入 した。12月27日 ～2月3日 の繰 り
返 し測 定 に よ り,そ れぞ れ263個,262個 の有 効 デー タが得 られ た.重 力 の平 均値 は,前 者 の装 置 に よる もの が
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982,524,133±2μGal,　 後者が982,524,329±3μGalで あ った。 なお,同 地点の前年の測定値 は両者 の 中間 を示 して
い る。
③ 海洋観測
潮時 ・潮高変動 の調査 お よび潮汐予報の精度向上 を図るため,西 の浦にて数 日間,副 標観 測 と水準測量 を実施 した。
また潮高の比較観測のため,ラ ングホブデにおいて も潮汐お よび副標 観測 を行 った。なお今夏は西 の浦の氷 が厚 く,
潮位計 セ ンサーの新たな設置は行 わなか った。
オングル海峡にて数 日毎に,200m深 まで のニスキン採水 によ り,水 温,塩 分,全 炭酸,溶 存酸素,栄 養塩,ク ロ
ロフィル濃度 の鉛直分布 とその変動 の調査 を行 った。
④ 生物調査
昭和 基地周辺 にて,釣,籠 網,縦 延縄 に よりショウ ワギス,ラ イギ ョダマ シ,ナ ンキ ョクゲ ンゲ等 多種 の魚類 を採
集 し,染 色体 ・循環器系等 の解析 お よび分析用組織 の凍結保存 を行 った。 ラングホブデにおいて も同様 の底生生物 の
調査,採 集 を行 った。1月22日 ヘ リコプ ター2機 に より,リ ュ ッォ ・ホルム湾海氷上 のアザ ラシ,ペ ンギ ンのセ ンサ
スを実施 した。
(4)野 外調査
リュツ ォ ・ホルム湾 お よび周辺 の露岩地域 では12月21日 か ら2月2日 までの正味43日 間にわた り,ま たケーシー湾
周辺 では2月19日 ～23日,地 質(a),地 形(b),測 地(c),生 物 ・海洋(d)の 野外調査 を行 った。調査 地 域 は以下
の通 り:か すみ岩(a,b),日 の出岬(a,b),ル ン ドボクスヘ ッタ(a),ラ ングホ ブデ(b,d),ポ ツ ンヌーテン(a,
b),ベ ル オッデ ン(a),ア ウス トホブデ(a),ス カルブス ネス(b,c),ス カー レン(b,c,d),ブ ライボー グニ ー
パ(b,c,d),リ ーセル ラルセ ン山麓(b,c),フ ィール ド島(a),マ ッキ ンタイヤー島(a),フ ォア フ ィンガー ポ
イ ン ト(a,b)。
地質調査 では岩石 の変成過程 としゅう曲構造 につ いて,地 形調査 では隆起汀線 と周氷河地形 の特性 に関 してい くつ
かの新 たな知見が得 られた。測地 では,昭 和基地 との干渉測位 によるGPS観 測 を露岩域 の9測 点 にて行 った。 また,
カラー空 中写真図作成 のため,1月 中旬 に3日 間,ス カルブスネス地 区の空 中写真撮影 を実施 した。
(5)内 陸旅行
氷床沿岸付近 のSl6(標 高608m)に て12月23日 か らブル ドーザーの組立 を開始 し,1台 目は26日 に,2台 目は29
日に完成 した。 その後,内 陸旅行 の諸準備 を行 い,1月2日,34次 隊8名 と33次 隊1名 は車両6台,そ り38台 にてS
l6を 出発 した。17日,中 継拠点(標 高3,341m)着,燃 料 デポ(ド ラム缶304本),車 両整備,雪 氷 ・気象観測等 を行っ
た後,20日 帰途 につ いた。31日Sl6着,車 両整備等 を行 い,2月5日 昭和基地へ帰着 した。 なお往 路3地 点 にて無 人
気象観測装置 の設置,復 路7地 点 にてGPS干 渉測位 を実施 した。
(6)船 上観測
① 海洋物理 ・化学 ・生物
海洋停船観測 は,悪 天候 に よる観測 中止 の4点 を除 き,南 下航路4点,東 行航路7点,北 上航路4点 の計15地 点 に
て,　CTD,　 ニスキ ン採水,ナ ンセ ン採水,ノ ルパ ックネ ッ ト等 の観測 を実施 した。 この他 往復 路 にお いて,　XBT,
表面採水 を1日3回,　 XCP観 測 を適宜,モ ニ タリングシステム等 による表面海水 の連続 観測 を行 った。 なお,オ ー
ス トラ リアの気象 ブイ2機 は南下航路 で,ア ルゴスブイ2機 は東行航路 でそれぞれ放流 した。
② 海底地形
2月13日 か ら17日 にかけて,リ ュッ ォ ・ホルム湾沖 の67°00ノ～68°10'S,30° ～40°Eの 区画 におい て海底 地形 測量
を実施 した(総 距離1,040マ イル)。
③ 生 物
流氷縁付近(大 陸棚 ～斜面)の 海域9地 点 にて,ビ ーム トロールに よる底生生物,　IKPT等 に よる中層性 魚類 お よ
びプラ ンク トン等 の採集 を行 った。採集物 にはコオ リウオ類 をは じめ数 多 くの希少 な魚類,底 生無脊椎動物が含 まれ,
各種実験後,残 りはすべ て冷凍標 本 として保存 した。
④ 電離層
オメガ電波 の受信観測 を往復路 において行 った。
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⑤ 地磁気 ・重力
地磁気3成 分および重力測定を往復路において行った。磁力計の校正のため,8地 点にて 「8の字航行1を 実施 し
た。
⑥ 大気化学
大気,表 面海水中のCO、 濃度,大 気中のオゾン濃度の観測,大 気採集を往復路において,大 気,表 面海水中の
DMS濃 度の観測,エ アロゾルの捕集を往路にて行った。
(7)越 冬隊に よる観測
第34次 越冬隊 は,平 成5年2月1日,昭 和基地の実質的運営 を33次 越冬隊か ら引 き継 いだ。隊員は佐藤 夏雄越冬隊
長以下39名 と外 国人 と しては初めて 日本の越冬隊 に参加 した中国 人交換科学者揚窓根氏 の合計40名 であった。1年 間,
観 測 ・設営 ・生 活 ともにほぼ順調 に経過 し,平 成6年2月1日,35次 越冬隊に運営 を引 き継 ぎ無事 に越冬 を終 「する
事 がで きた。
① 気 象概況
年 間の平均気温 は例年 よ り1.4℃ も低か った。特 に秋か ら冬 にかけて低温 日が続 き,8月31日 には 一42.2℃ を記録
し,8月 としては観測最低記録 になった。暴風 日は3月,8月 上旬,そ してll-12月 には例年 より多 かった。特 に,11-
12月 のブ リザ ー ドは湿 った多量 の雪 を残 した。年 間の最大瞬 間風速 は8月3日 の51.Om/sで あ った。1年 間全 般 を
通 して,気 象条件 は平年 よりも厳 しかった。
② 観測 関係
定常観測 は気象,電 離層,地 震,潮 汐,地 磁気,極 光 ともに順調 に観測で きた。 オゾ ン観測で は周辺外国基地 との
集 中共 同観測 を行 った。 オゾ ンホールは今回 も発達 し,10月ll日 にはオゾン全量が過去最低値 を記録 した。 また,紫
外線強度観測 も通年実施 し,オ ゾ ン全量 との興味深い同時観測デー タが収録で きた。
研究観測 も順調 に経過 し,予 定 してい た観測 を全て実施す る事がで きた。地学部門では,2年 越 しになった超伝導
重力計の装置が3月 に立 ち上が り連続観測 を開始 した。 この装置 によ り,7月 の北海道南西沖地震や8月 の グアム島
沖地震 を南極で も鮮明 に観測す ることがで きた。同部門 は西 オングル島周辺 海域 での測深調査 や沿岸露岩域 での地形
調査 も実施 した。宙空部門で は,従 来の超高層現象のモニ タリング観測に加 え,　VLF自 然 電 波 の方 探観 測,ア イ ス
ラン ドとの共役 点観測,　EXOS-DやFRAJA衛 星 との立体 観測 なども実施 した。気水 圏部 門では,内 陸域 で の雪氷 ・
気象観測,大 気微 量成分の連続観測,MOS-1,　 EERS,　 JERS衛 星観測,航 空機 による海氷 ・氷床 縁温 度観 測 な ど を
実施 した。生物 部門では,　SSSI地 域 でのモニ タリング観 測やペ ンギ ン ・アザ ラ シ等 の大型動物 セ ンサスに加 え,海 洋
生物や魚類行動 の集中観測 も実施 した。 また,昭 和基 地では採 集 された事 がなかった体長 約40cmの ロン グフ ィ ン ・
ア イスデ ビル(英 名)が オ ングル海峡の深 海か ら釣 り上 げ られた。
インマルサ ッ ト衛 星回線 を用 いてのデー タ通信試験 を試 みた。越 冬半 ば頃か ら安定 した送受信 が可能 とな り,超 高
層,地 震,超 伝導重力計,オ ゾ ン等 の最新 デー タを国内に伝送 する ことがで きた。
③ 設営 関係
設営各部 門 も順調 に経過 し,基 地 の維持 ・運営 や観測部 門サポー トに大 きく貢献 した。機械部 門は,発 電機 の維持,
車輌整備,旅 行準備,上 下水 の管理,除 雪,な どが年 間の主 な作業 であった。電力設備 関係 では,管 理棟 の運用,大
型観測装 置の導 入等 で電力需要 が大 きく増 える事 が懸念 されたが,節 電 によ り,発 電機 の並列運転 は短期 間で済 む事
がで きた。通信部 門では,通 信 の運用,施 設 の維持等 が順調 に実施 で きた。 また,2基 の短波帯空 中線工事 を夏期 オ
ペ と冬 明け期 間中に実施 し,　ll月 中旬 には2基 とも稼働状態 になった。 また内陸地域 でのイ ンマ ルサ ッ ト通話試験 を
中継拠点旅行 と ドーム本旅行 中に実施 し,支 障な く通話 で きる事 が確認 で きた。航空部 門では,セ スナ とピラ タスの
2機 を34次 隊で持 ち込 み,機 体組立後 に空撮 を実施 した。越冬期 間中は冬期 間を除 き大気 サ ンプ リング,海 氷温度観
測,動 物 セ ンサスな どを定期 的に実施 した。特 に,11月 にはみずほ基地 と内陸航空拠点(MD244地 点)に 滑走 路 を
作 り,初 めて内陸航空拠点 での離着 陸オペ レー ションを成功 させ た。医療部 門では,特 に大 きな病気 や怪我 人 もでな
かった事 もあ り,3回 の内陸旅行 には常 に1名 が参加 し,旅 行 隊員の健康管理 と高所 ・低温地 での医学 的研究 を実施
した。調理部 門は,3月 か ら管理棟 の厨房 を新 たに使用 し,広 く近代 的な調理器具 を用 いて豊 かな食生活 を送 る事 に
貢 献 した。 また設営一般部 門の装備 ・庶務等 も順 調に仕事 を進 める事 がで きた。
④ 野外観測
最 も大 きな旅行 は3回 に及ぶ内陸旅行 であった。1回 目は夏 オペ期 間中の中継拠点 までのデポ旅行 であった。2回
目は冬 明けの厳寒期(8-9月)の 中継拠点旅行。 そ して3回 目は ドームFま での本旅行(10-1月)で あ った。 本 旅
一83一
行では2棟 の建物の建設 と100mの 浅層掘削とケーシングを行 った。全ての旅行中,車 輌等 に大 きな トラブルがな く
予定どうりに実施で きた。その他の野外観測 ・行動 として,内 陸方面ではS25で の掘削装置の予備試験やSl6へ の頻
繁な車輌整備旅行やデポ旅行。昭和基地周辺では西オングル島域へ測深観測やVLF方 探観測 のための頻繁 な行動。
また,冬 明けから夏期にかけ,生 物や地形調査のための沿岸域旅行などを行った。1年 間を通 じて海氷が安定 してい
たために,秋 の早い時期から春の遅い時期まで心配なく行動できた。
⑤ 生 活
3年 がかりで建設 した管理棟が完成 し,3月 上旬 より食堂 ・厨房等の使用 も開始 した。そのため,隊 員の生活中心
の場が管理棟に移った。 この建物は海岸に面 した3階 建で窓が広 く,か つ各部屋の空間にもまだ余裕があったため,
1年 間快適な生活を送ることができた。単調な生活に潤いを与えるための各種催 し物,ス ポーツ大会,趣 味等 も盛ん






































ロー ドームにお ける氷床深層掘削技術及 び施設の調査
(5)調 査概要
ケーシー基地内陸120kmの ロー ドーム頂部 キ ャンプにおける氷床深層掘削技術,設 備,コ ア解析技術 について調
査 した。
(6)調 査項 目
氷床深層掘削 システム,掘 削孔検層機,キ ャ ンプ設備,コ ア解析及び検層技 術
(7)調 査結果
オース トラ リア南極局及 びロー ドー ムキャンプで深層掘 削機 についての情 報 を収集 した。オース トラリアはデ ン
マ ークが開発 したISTUK型 エ レク トロメカニ カル ドリルを南極 局で製作 した もの を使 ってい たが,チ ップチ ャ ン
ネルの リー クや閉塞が生 じ,チ ップの吸引 システムが問題であ った。
ロー ドー ムキャンプに於いて,掘 削孔 の検 層 を行 い,孔 の傾斜,方 位,温 度 を測定 した。
検層装置,掘 削用 ウィンチ,マ ス ト等 につ いて機構,問 題 点等 を詳細 に調査 した。また掘削 された深層 コア700m
分 を酸素同位体 測定用,'°Be測 定用 にサ ンプ リング し,コ アの層位解析 を行 った。
これ らの コア解析 を通 して,現 場 での コア処 理及び解析 システムの調査 を行 った。 ロー ドームの コアは氷床 表面
か ら岩盤 まで全長1200mで あ るが,500m以 深 は破砕 コアで極 めて質が悪 い。破砕 コ アに対 す る コア処理 方法 につ
いて貴重 な知見 を得た。その他,掘 削場 設備,生 活用 設備等 の調査 を行 った。
























南緯55度 通過,マ ッコー リー島着
(内藤 マ ッコー リー島発)













12月21日 から3月15日 の間,マ ッコーリー島ハ ンドスパイクポイントにあるアオメウの営巣地において野外調査
を行い,深 く急速な潜水をして底生魚を捕食するアオメウの潜水採食行動を超小型記録計を装着 し,生 理生態的側
面から調査 した。
(6)調 査項目
育難中のアオメウの潜水中の生理情報 と採食量,胃 内容物,雛 の生長,親 の滞巣時間,給 餌頻度等の基礎的資料,
潜水行動 と餌タイプ,エ ネルギーコス トの関係及びこれ らの個体差,性 差。
(7)調 査結果
①5羽 の鳥について,2台 の記録計を1台 は背部に接着,も う1台 は胃内に挿入 し,3羽 か ら1日 分の水深及び胃
内温度による採食の記録を得た。また記録計の回収時に胃内容物 もサ ンプリングした。潜水記録 と採食記録を同
時に記録 したことにより,細 かいスケールでの潜水行動の解析やアオメウの潜水採食効率を明 らかにすることが
可能になった。
②2羽 の鳥について記録計を装着 し,1日 分の水深及び心拍数の記録を行った。休息,飛 翔,潜 水などの全 く異なっ
た行動をしたときの心拍の変化を記録することにより,ア オメウの生理的な特性を明 らかにする。
③47羽 の鳥について記録計を装着 し,う ち40台の記録計を回収 し,1日 分か ら13日分の水深の記録を得た。また55
点の胃内容物サ ンプルを得た。潜水パターンには,は っきりとした性差が見られ,オ スはメスよりも深い潜水を
遅い時間に行い,1日 の潜水回数は少なかった。餌は両性 とも主に2種 の底魚を食べていたが,そ のサイズ,比
率に性差がある可能性はある。






昭和 基地は東南極 リュッォ ・ホ ルム湾東 岸 の大 陸氷縁 か ら西 に約4km離 れた東 オ ングル島上 にあ り,天 測点
は69°OO'22"S,39°35'24"Eで 標高 は29.18mで あ る。
(2)建 築物
建物42棟 の総床面積 は約4540㎡ で発電棟1,作 業棟2,居 住棟3,観 測 ・研 究棟11,ロ ケ ッ ト関係棟4,多 目
的衛星 デー タ受信 システム,倉 庫2棟 が,東 オ ングル島の岩盤 の上 に建て られてい る。他 に,見 晴 らし岩西側 に燃
料貯蔵 タンク,観 測棟東側 と電離棟周辺 には各種観測用 のア ンテナ群及びセ ンサー類があ り,基 地北側の ア ンテナ
島 に送信棟及 び送信 ア ンテナ群があ る。
(3)電 力
昭和基地電源 と しては,発 電棟に200kVA(160kW)発 電機3台 が配備 されてお り,通 常 は200kVA発 電 機1基 運
転で全ての電力 をまかな っているが,必 要 に応 じて2基 並列運転 も行 っている。
(4)車 両,航 空機
夏期 の建設作業 には,ク レー ン車,ダ ンプ トラック等 の装 輪車 があ り,冬 期作業用 としてブル ドーザ,ーパ ワー
ショベル,小 型雪上車,内 陸や沿岸域 な どの野外調査用 として大型雪上車,中 型雪上車,小 型雪上車,浮 上型雪上
車,ス ノーモー ビル等 が配置 されている。 また,小 型航空機(ピ ラ タスポーターPC-6,セ スナ185)を 運用 して
いる。
(5)通 信
イ ンマ ルサ ッ トが導入 された現在で は,定 期的 に極地研究所 との間でFAXの 通信が行 わ れ,文 章,図 面 等 の送
受信が,ま た必要 に応 じ,電 話や テ レックス等 も使用 で きる。 インマ ルサ ッ トの場 合は通信衛 星 を利用 してい るの
で電波伝播状 態,ノ イズ等の問題 はな く安定 した通信が確保で きてい る。
電報 について は,1日1回 昭和基地時間で12:20か ら始 まるNTT銚 子無線電 報 局 との通信 で送受信 され る。 し
か し,電 報は,短 波回線 を利用 してい るため,電 離 層の状 態 によ り左右 される。 その他,モ ー ソン基地 との気 象電
報等 の送受,共 同FAXニ ュー スの受信 が毎 日行 われてい る。 なお,極 地研究所 との 間で イ ンマ ルサ ッ ト回線 を利
用 した静止画像電送(SSTV)の 運用 も行 われてい る。
(6)医 療



























































昭 和 基 地 建 物
建 物 名
建設年(隊 次) 構 造
床面積㎡ 現 在 の 用 途


























旧 第7発 電 棟
1966(7)
67.0
軽量鉄骨,ア ル ミパ ネル




旧 送 信 棟 1966(7)29.2
軽量鉄骨,木 製パ ネル,14.5㎡ を12次 で増設































レ ー ダ ー テ レメ ー タ ー 室
1969(10)
86.4
高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル
ロ ケ ッ トレ ー ダ ー ,テ レ メ ー タ ー セ ン タ ー
コ ン トロ ー ル セ ン ター 1969(10)1高 床,鉄 骨,木 製パ ネル,12次 で現地点 に移設
2L61夏 期 「しらせ」 ヘ リコプター管制
組 立 調 整 室 1969(10)
86.4
高床,鉄 骨,木 製パ ネル
ロケ ッ ト組立調整 ク レー ン,ラ ンチ ャー
発 射 台 1970(11)
135.Oi
鉄 骨,コ ン ク リ ー ト床,タ ー ン テ ー ブ ル,屋 上 な し
|ロ ケ ッ ト発 射
観 測 倉 庫
81.2
1970(11);高 床,軽 量 鉄 骨,折 板1
電離層,気 象を除く観測部門倉庫








建設年(隊 次) 構 造
床面積㎡ 現 在 の 用 途
















高床,木 製 パ ネル
気 象観 測,屋 上 にパ ラボ ラア ンテナ




































48ベ ッ ト,60名 食堂,風 呂,便 所
情 報 処 理 棟 1981(22)100.8
高床,木 製パネル
宙空観測
発 電 棟 1982(23,24)425.5
鉄骨2階,鋼 板パ ネル,木 製パ ネル
200kVA発 電機3基,冷 蔵食糧庫,暗 室2,便 所,洗 面,風 呂,理 髪室
仮 作 業 棟 1985(26)ll2.0
パ イプ,断 熱 シー ト
航空,建 築物品庫,木 工作業
作 業 工 作 棟
1986(27)
289.3
鉄骨,鋼 板,木 製パ ネル,走 行 ク レー ン2.8t
車両整備,機 械 ・航空物品庫





ヘ リ ポ ー ト













1階 鉄骨,2・3階 集成材,鋼 板 ・木製 パネル
厨房,食 堂,医 務室,体 育娯楽室,図 書室,通 信室,隊 長室








昭和基地 の南東約270kmの 内陸氷床上(70°41'53"S,44°19'54"E,標 高約2,200m)に あるこの基地 は第11次(昭 和
45年)に コルゲー ト棟 を設置 したのを始め として年 々拡充 されたが27次 隊で閉鎖 され,28次 隊か らは無人観測点 とし
て機能 してい る。毎年,昭 和基地 か ら数 回保守 に出かけてい る。
(1)建 設 物
雪面下 にコルゲー ト棟,観 測棟,居 住棟,ポ ー レックス棟,超 高層観測室,医 療棟 の計6棟,延 床 面積106㎡ の建 物
の他,ト レンチを利用 した発電機室,ボ ー リング場,雪 洞 に よる実験室が ある。 また地上 には,通 信用 ア ンテナ,30
mの 気象 タワーな どが設置 されている。
(2)電 力 等
16kVA(12.8kW)と12kVA(9.6kW)発電機 を有 し,居 住棟 と観測棟 の暖房 と風 呂は発電機 エ ンジ ンの冷 却水









1.コ ル ゲ ー トハ ウ ス
2.居 住 棟
3.観iR[jt東
4.超 高 層 観 測 室
5.医 療 棟
6.ポ ー レ ッ ク ス 棟









あすか観測拠点はブライ ド湾から約140kmほ ど内陸に入った氷床上の基地で,第26次 観測隊から建設が始まり,第
28次 隊で越冬が開始 されたが,1991年12月 に越冬観測が中断され,現 在は無人で気象観測装置や実験用の風力発電機
が設置 されている。位置は,南 緯71°31/34",東 経24°08/17",標 高930mで ある。

















































建物配置 を図に示す。建物総面積 は約433.6㎡ で,主 屋棟 ・発電棟 ・観 測棟 ・通 路 兼倉庫 ・冷凍庫 ・飯 場棟 か らな
る。
あすか観測拠点配置











排 水 ラ イ ン 通 路 棟 イ ン マ ル サ ッ ト用 ア ン テ ナ
排泉」r… つ ・造鵠 棟
騙 ク1雪騰 　 SS主 風向
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あ す か 観 測 拠 点 建 物
?
建 物 名
建設年(隊 次) 構 造
床面積㎡ 現 在 の 用 途
30マ イ ル 小 屋
1984(25) 鋼板塩 ビ加工パネル






100.0 厨房 ・食堂 ・通信 ・寝室
発 電 棟
1985(27) 木製パネル
95.0 発電機室 ・風 呂 ・便所
観 測 棟
1986(28) 木製パネル
105.0 観測室 ・医務室 ・寝室
通 路
1986(28) 鉄パ イプラチス ・木製パ ネル,一 部分不燃パ ネル
93.1 倉庫兼用
○電 力
常用電源 として30kVA(24kW)発電機2機 が発電棟 に設置 されている。
その他 に5kVA,　 3kVA発 電機が非常用 と して保管 されてい る。
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4.南 極地域観測資料整理
平成5年 度の南極 地域観測 に係 る資料整理 は,以 下の資料等 について実施 され た。
これ らの資料整理 は順調 に進み,研 究発表 は,学 会等 におけ る口頭発表の他Memoirs,南 極資料,　JARE　 Data
Reports及 び関係 学会誌 において行 われてい る。
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
定常 ・気象 高 尾 俊 則
地上気象観測 現 地 ・海 面気 圧,気 温, 1993.2.1～ 観測野帳,日 表,月 表,自 記記録紙, 1年分 気象庁
露点温度,蒸 気圧,風 1994.1.315イ ンチFD
向 ・風 速,全 天 日射 量,
日照 時 間,雲,視 程,
天気
高層気象観測 高度約30kmま での気1993.2.1～ 観 測 記 録,月 表,5イ ンチFD 1年分
圧,気 温,風 向,風 速, 1994.1.31
一40℃ ま で の湿 度
特殊ゾンデ観測 オゾン分圧の垂直分布 1993.2～ 観測記録,5イ ンチFD 58回分
1994.1
上 ・下向 き放射量の垂 1993.4～ 9回分
直分布 1993.9
オゾン観測 オゾン全量値 1993.2.1～ 観測記録,5イ ンチFD 229日 分
反転観測値 1994.1.31 70回分






下向き放射量 1993.2.1～ 観 測 記 録,3.5イ 、ンチFD 1年分
長波長放射量 1994.1.31
その他の観測 Sl6気 象 ロ ボ ッ トに1993.2.1～ 観測記録,5イ ンチFD 1年分
よ る気 温,風 向,風 速 1994.1.31
海氷上の積雪量 1993.2～ 観測記録 1年分
1994.1
定常 ・電離層 山 口 隆 司
電離層垂直観測 イ オ ノグ ラ ム 1993.2.1～ 35mmフ ィ ル ム30mリ ー ル 53巻 郵政省通信総合
1994.1.31デ ィ ジ タ ル 記 録 カ セ ッ トMT-C500H光 53巻 研究所
磁気ディスク 2枚
リオ メー タ チ ャー ト記 録 1993.2.1～ レ クチ ホ リ38cm 3巻
1994.1.31
〔リオ メ ー タ20MHz・30MHz・45MHz・地磁 気H成 分 〕
短波電界強度測定 チ ャー ト記録 1993.2.1～ レ クチ ホ リ20cm 3巻
1994.1.31 (JJY8・10MHz)


















打 点 記 録計E906ZNF
/JJY　 8MHz　 ＼
オ メ ガ13.6KHz
オ ー ロラ レー ダ50・112MHz
＼ リオ メ ー タ30MHz/
12巻
打点記録計E906ZNF
〔 オ メ ガ13.6KHzオメ ガ10.2KHz地磁 気H・D成分 〕
12巻
打点記録計E906ZNF
〔地 磁 気H・D・Z成 分オ ー ロ ラ レー ダ50MHzオー ロ ラ レー ダ112MHz〕
12巻





レ クチ ホ リ20cm
TPK-10





















































ハ イブ リ ッ ドレコ ー ダー
12冊
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観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
海洋潮汐観測 験潮ディジタル記録 1993.2.1～
1994.1.31
フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク(3.5ン チ,2HD) 12枚 海上保安庁水路
部
メモ リー パ ッ ク(64Kb)












EASTMAN　 KODAK　 5226　 (35mmカ
ラ ー ・ISO500・400ft)及 び5222(35mm
モ ノ ク ロ ・ISO400・400ft)
9395ft国立極地研究所



















宙空(テ レメ トリーに よる人工衛 星受信観 測)森 内 秀 樹 ・利根川 豊
衛星受信観測 EXOS.D
バ ン ドデ ー タ
1993.2.1～
1994.1.31
2400ft/CCT(1115パ ス 分) 285巻 国立極地研究所
FREJA














レ ドー ム 内 温 度 デ ー タ 1993.2.1～
1994.1.31
3.5イ ンチFD 2枚
宙空(超 高層モニタリング)利 根川 豊
総合観測 相関記録 1993.2.1～
1994.1.31
TEAC　 DR-200　 デ ィ ジ タ ル記 録
24ch　 CCT2400ft
53巻 国立極地研究所













観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関





PC9801VX　 FD　 (5inch) 53枚 国立極地研究所
VLF広 帯域記録 1993.2.1～
1994.1.2
SONY　 EVS-900　 8mmビ デ オ テ ー プ
Hi8　 LPモ ー ドPCM録 音
70巻
宙空(イ メー ジングリオメー タ観測)利 根川 豊
イ メー ジ ング リオ
メー タ
2次 元CNAデ ー タ 1993.2.1～
1994.1.31
MO-7616光 磁 気 デ ィス ク 11枚 国立極地研究所
宙空(イ メー ジングリオ メ一 夕特性試験)利 根川 豊
アンテナ特性試験 GPS飛 行経路データ 1993.4.27～
1993.12.29
PC-9801内 蔵 ハ ー ドデ ィ ス ク 4.65
MB
東海大学
宙空(パ ルス ドチ ャープ レー ダ観測)蒔 田 好 行








宮室(オ ーロラ光学観測)六 山 弘 一
フ ォ トメー タに よ
る観 測
超 高 速 スキ ャ ンニ ン グ
フ オ トメー タ




8チ ャ ンネ ル レ クチ グ ラ フ









Hi-8ビ デ オ テ ー プ レ コ ー ダ に よ る連 続
観 測
359巻
宙空(VLF自 然電波到来方向探査観測)六 山 弘 一
VLF自 然電波到
来方向探査観測
ル ー プ ア ン テ ナX2,
バ ー テ イ カ ル ア ン テ ナ
X1に よ る電 磁 界3成 分
1993.4.15～
1993.12.18
DATテ ー プ(120分 用)
NS-EW成 分,　NS-VERTの2巻 並 列 記
録
240巻 国立極地研究所







DS-80　 (TEAC,ス トリー マ付 き)CT-






















重力 計 ・気 圧 ・室 温 モ
ニ ター 記 録
1993.2.19～
1994.1.28











DR-55(TEAC),30分デ ー タ,傾 斜 信













1992.8.31 セ ンサ ーASDM-050-BY(エイ クラHR)











同上(べ たなぎ,し け,氷 海等,各 種の
状況を含む)
10巻
地学 澤 柿 教 伸

















3.5inch　 2HDFD 10枚 北海道大学
地形調査 野外観察記録 1992.12.20～
1994.2.21
野 帳 15冊 北海道大学
野外地形記録写真 35mmカ ラ ー ス ラ イ ド 80本
気水圏(地 球観測衛星受信観測)榎 本 浩 之 ・薬 科 秀 男

































MOSI-b衛 星 受 信





35mmモ ノ ク ロ フ ィル ム 390本 国立極地研究所
気水圏(海 氷観測,衛 星検証)榎 本 浩 之 ・薬 科 秀 男












8m皿 ビデ オ テ ー プ150min 2本 北見工業大学
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観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数量 保管機関
海氷 ・氷床航空撮 海氷分布,表 面状況, 1993.4.27, 8mmビ デ オ テ ー プ150min 9本 北見工業大学
影,表 面温度 表面温度,　GPS緯 度5.4,8.27, 3.5イ ンチFD 4枚
経度 9.17.1α2&
11.25,12.30
気水圏(氷 床 ドーム深層掘削観測計画)本 山 秀 明 ・榎 本 浩 之 ・宮 原 盛 厚
位置 緯度,経 度,高 度,読 1993.10～ ルー ト方位表 1冊 国立極地研究所
み取 り値 1994.1 3.5イ ンチFD 1枚
雪尺 雪尺測定値 1994.1 3.5イ ンチFD 1枚
GPS干 渉測位 GPS受 信データ 1993.1 3.5イ ンチFD 7枚
1994.1 3.5イ ンチFD 20枚
高度 気圧高度計読取値 1993.10～ 野帳 2冊
1994.1
110m掘 削 密度測定値 1993.12 野帳 1冊
無人気象観測 気 温,風 向,風 速,日 1993.1.16～ 3.5イ ンチFD 2枚 北見工業大学
射,雪 温(S25,IMO, 1994.1.15
MD4,中 継拠点)
太陽光 ・風力発電 発電機出力 保温箱温 1993.1.16～ 3.5イ ンチFD 1枚
記録 度(中 継拠点) 1994.1.15
氷床表面温度分布 Sl6一 ドー ムF問 1993.10.21～ 3.5イ ンチFD 1枚
観測 移動連続観測 1994.1.29
昇華蒸発 ・凝結観 ドームF昇 華量 1993.12.4～ 3.5イ ンチFD 1枚
測 1994.1.28野帳 1冊
雪温観測 Sl6一 ドー ムF問 1993.10.21～ 3.5イ ンチFD 1枚
キ ャ ンプ地11n深 1994.1.29野帳 1冊
積雪断面観測 S16一 ドー ムF間 1993.10.21～ 野帳 1冊
層構造,密 度 1994.1.29
気象観測 気 温,気 圧,風 向,風 1993.2.1～ 3.5イ ンチFD 3枚 気象庁





気水圏(大 気化学観測計画)永 尾 一 平
大気中の二酸化炭 濃度記録 1993.2.1～ デ ィジ タ ル カ セ ッ トテ ー プ 39巻 東北大学
素濃度の観測 1994.1.31 プリンター出力記録紙 39冊
打点記録紙 13冊
観測保守 ノー ト 1冊
大気中のメタン濃 濃度記録 1993.2.1～ 感熱記録紙 2冊 国立極地研究所
度の観測 1994.1.313.5イ ンチFD 36枚
観測保守 ノー ト 1冊
地上オゾン濃度 濃度記録 1993.2.1～ 3.5イ ンチFD 36枚
の観測 1994.1.31プリンター出力記録紙,打 点記録紙 12冊
観測保守 ノー ト 1冊
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周波数変換記録 ペ ン レコ ー ダ記 録 紙
Hi8ビ デ オ テ ー プ
1冊
2巻
生物 谷 村 篤 ・永 尾 一 平
CTDに よる海洋
観測
深度,水 温,塩 分濃度 1993.3～
1993.12
SEB社 製CTD3.5イ ンチ2HDフ ロ ッピー
デ ィス ク
2枚 国立極地研究所
植物現存量の観測 ク ロ ロ フ ィル 濃度 1993.3～
1993.12
TURNER社 製 蛍光 光 度 計10-AU3.5イ









エ プ ソ ンPC3863.5イ ンチ2HDフ ロ ッ
ピー デ ィ ス ク
120枚 東京水産大学
大型動物の監視 ペ ンギ ン ル ッ カ リー 1993.8～
1993.11
SVHSビ デ オ テー プ レ コー ダ ー に記 録




SSSI地 区の監視方形区内の群落記録 1994.1 フ ィ ル ム36EX 5本
医学部門 前 田 倫






















Macintosli　 Data　 FD　 (　2　DD)
(Excel)
1
概日リズム研究 Active　 Tracer　 Data1993.3～9 MS-DOS　 Data　 FD　 (2}ID) 3
税目リズム研究 Core　 Temp.　 Data1993.3～9 MS-DOS　 Data　 FD　 (2HD) 2
税目リズム研究 PainData 1993.3～9 MS-DOSDataFD　(2HD) 2
高所医学 Physiolosical　 Data







Macintosh　 Data　 FD　 (2DD)
(Excel)




高所医学 Meteological　 Dataドー ムF旅 行 MS-DOS　 Data　 FD　 (2HD) 2
高所医学 Data　 in　Flight　 OP.
(SpO、 ・HR)





Macintosh　 Data　 MO　 MS-DOS　 Data2
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採 取 試 料 一 覧
観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関





リュ ツ オ ・ホ ル ム湾
プ リ ンス オ ラ フ海 岸




気水圏(海 氷観測,衛 星検証)榎 本 浩 之 ・藁 科 秀 男
海氷観測 海氷コア 1993.10.7 Stn.　 OS2 冷凍サンプル 2.5m 北大低温研
気水圏(氷 床 ドーム深層掘削観測計画)本 山 秀 明・榎 本 浩 之・宮 原 盛 厚






















ドリ フ トサ ンプ ル ポ リ容 器入 り ドリ
フ ト





ピ ッ ト断面 1994.1 ドー ムF 100ccポ リ容器
凍結保存
40本
気水圏(大 気化学観測計画)永 尾 一 平
大気微量成分分析 大気試料 1993.2.1～
1994.L31
昭和基地 ガ ラ ス フ ラ ス コ
ガ ラ ス フ ラ ス コ
ステ ン レ ス フ ラ ス コ















昭和基地 ス ライ ドガ ラ ス
イ ンパ ク ター








生物 谷 村 篤 ・宮 本 佳 則

















昭和基地周辺 30rn乏 バ イ ア ル瓶 677
試 料
沈降粒子調査 セデ ィメン トトラッ
プサ ン プ ル
1993.1～
1994.1
昭和基地周辺 500m乏 ポ リ瓶 24試料
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観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関
魚類調査 魚類サンプル 1993.5～
1993.12








土壌藻類サンプル シ ャー レ/ス ラ イ ド
グ ラス/ビ ニ ー ル
13試料
湖沼水サンプル 1994.1 みどり池 1乏 ポ リ瓶 2試料
医学 ・医療部門 前 田 倫






ス ピ ッ ツ




高所医学 Plasma　 Sample各内陸旅行 SYOWA　 STATAION
IMO　MD364　 DOME　 F
ス ピ ッ ツ 172




総合研究大学院大学は、我が国初のいわゆる独立大学院(学 校教育法第68条 の規定に基づき学部 を持たず大学院だ




族学博物館)と の緊密な連係 ・協力の下に、それらの優れた人材 と研究環境を基盤として博士後期課程の教育研究を





置 された極域科学専攻(博 士後期課程3年)の 教育研究指導を行うこととなり、5名 の学生を受け入れた。
1)極 域科学専攻の概要
南北両極域の自然は、電磁圏、大気圏、水圏及び陸圏を通 して相互に関連 し、それ自体が一つの大 きな自然系を構
成 している。極域科学は、この自然系に係 る幅広い研究分野の基礎の上に立ち、地球の自然 を支配する物理的 ・化学
的 ・生物的諸過程 とその相互作用 を地球規模のシステム科学 として究明することを目的としている。、本専攻におい
ては、南北両極域の自然現象を中心に全地球的環境 をも視野に入れた教育 ・研究を行い、高度の研究能力 を具備 し、
かつ、幅広い地球科学研究に従事できる優れた研究者 を養成する。
2)数 物科学研究科極域科学専攻学生一覧
入 学 年 度 氏 名 教育研究指導分野 備 考
平 成5年 度
五 十 嵐 誠 極 域 水 圏
安 田 道 恵 極 域 水 圏 (旧姓 石山)
岡 田 格 極 域 大 気 圏
木 部 剛 極 域 陸 圏
中 井 睦 美 極 域 陸 圏
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W.大 学院教育に対する協力
大学共同利用機関は、国立学校設置法第9条 の2第2項 の規定に基づ き、大学の要請に応 じて大学院の教育に協力
できることになっている。国立極地研究所では、昭和56年 度か ら極地科学及びこれに関連する分野の大学院学生(特
別研究学生)を 毎年受け入れ、必要な研究指導を行っている。平成5年 度は、27名 を特別研究学生として受け入れた。
特別研究学生一覧
研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
超高層物理学
加 藤 賢 一 東海大学大学院工学研究科
極域超高層物理学
高 村 直 也 同 上
橋 本 久美子 九州大学大学院理学研究科
奈 良 久美子 千葉大学大学院工学研究科
港 屋 浩 一 電気通信大学大学院電気通信学研究科
藤 田 裕 一 同 上
守 嶋 圭 東京大学大学院理学系研究科
高 橋 幸 弘 東北大学大学院理学研究科
気象 ・雪 氷 学
古 澤 和 善 名古屋大学大学院理学研究科
海 氷 学
竹 内 由香里 北海道大学大学院理学研究科
宮 川 卓 也 同 上
滝 川 誠 金沢大学大学院工学研究科
松 岡 建 志 北海道大学大学院工学研究科 極 地 雪 氷 学
地 学
谷 保 孝 大阪市立大学大学院理学研究科 極地地形学 ・地質学
工 藤 健 金沢大学大学院自然科学研究科 南極固体地球物理学
柴 田 恭 宏 北海道大学大学院理学研究科
南極限石の岩石学
及び鉱物学
三 村 耕 一 名古屋大学大学院理学研究科
藤 原 敏 記 神戸大学大学院自然科学研究科
田 村 肇 山形大学大学院理学研究科
生 物 学
長 雄 一 東京水産大学大学院水産学研究科
極域 海 洋 生態 学
加 藤 明 子 同 上
石 川 智 庸 東北大学大学院農学研究科
五十嵐 厚 夫 東北大学大学院理学研究科
早 川 敏 幸 東京大学大学院理学系研究科
南 川 真 吾 京都大学大学院理学研究科
岩 船 昌 起 東北大学大学院理学研究科 南極 陸上生態 ・分
類学坂 井 奈緒子 静岡大学大学院理学研究科
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当図書室 は,極 地 関係 の文献 セ ンター として,南 極 ・北極 に関す る文献 の収集 に力 をそそいで いる。 また,研 究 ・
教育機 関の図書室 として,極 地 に関す る 自然科学全般,た とえば超高層物理,気 象,地 球物理,雪 氷,地 学,海 洋,
生物,医 学,寒 地設営工学,陽 石,情 報科学 な どの分野 に関す る文献 ・資料 の収集,整 理,充 実 に もつ とめている。
昭和基地 の図書 について も,図 書室 で収集,管 理 を している。過去5年 間の年度別蔵書数及 び増加冊 数 を2)に,年
度別所蔵雑誌 タイ トル数 を3)に 示す。
2)年 度別蔵書数及び増加冊数
()内 は増加冊数
区 分 平成元年度 平成2年 度 平成3年 度 平成4年 度 平成5年 度
和 書 4,340 4,501 4,676 4,829 5,339
(130) (161) (175) (153) (510)
単 行 本 洋 書 9,504 9,824 10,262 10,563 ll,266
(384) (320) (438) (301) (703)
計
13,844 14,325 14,938 15,392 16,605
(514) (481) (613) (454) (1,213)
和 書 1,319 1,423 1,457 1,475 1,480
(74) (104) (34) (18) (5)
小 冊 子 洋 書
1,176 1,193 1,208 1,220 1,230
(46) (17) (15) (12) (10)
計
2,495 2,616 2,665 2,695 2,710
(120) (121) (49) (30) (15)
和 雑 誌 1,479 1,558 1,610 1,681 1,743
(77) (79) (52) (71) (62)
製 本 雑 誌 洋 雑 誌 12,234 12,860 13,338 14,065 14,678
(527) (626) (478) (727) (613)
計
13,713 14,418 14,948 15,746 16,421
(604) (705) (530) (798) (675)
合 計
30,052 31,359 32,551 33,833 35,736
(1,238) (1,307) (1,192)(1,282)(1,903)
3)年 度別所蔵雑誌 タイ トル数

















当 研 究 所 の 研 究 成 果 刊 行 物 に は,南 極 資 料(年3回),　 Mernoirs　 of　 National　 Institute　 of　 Polar　 Research,
Series　 A,　B,　C,　D,　 E,　F,　G,　 Special　 lssue　 (不 定 期),　 Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 (Upper　 Atmosphere
Physics,　 Polar　 Meteorology　 and　 Glaciology,　 Antarctic　 Geosciences,　 Antarctic　 Meteorites,　 Polar　 Biologyの
5シ リー ズ を 各 年1回),　 JARE　 Data　 Reports　 (不 定 期,11カ テ ゴ リ ー の う ち 年 約10回),　 Antarctic　 Geological
Map　 Series　 (不 定 期),　 Special　 Map　 Series　 of　 the　 National　 Institute　 of　 Polar　 Research　 (不 定 期),　 Catalog
(不 定 期),　 Glaciological　 Folio　 (不 定 期)が あ り,そ の 編 集 ・出 版 業 務 を 図 書 係 で 行 っ て い る 。 平 成5年 度 の 研 究
成 果 刊 行 物 を2)に,過 去5年 間 の 年 度 別 出 版 冊 数 及 び 頁 数 を3)に 示 す 。
2)研 究成果刊行物




Proceedings　 of　 the　 NlPR　 Symposium　 (6冊)
　 Proceedings　 of　 the　 NIPR　 Symposium　 on　 Upper　 Atmosphere　 Physics
　　 No.7,　 90　p.　February　 l994
　 Proceedings　 of　 the　 NIPR　 Symposium　 on　 Polar　 Meteorology　 and　 Glaciology
　 　 No.7,　 126　 p.　September　 l993
　 Proceedings　 of　 the　 NIPR　 Symposiurll　 on　 Antarctic　 Geosciences
　　 No.6,　 147　 p.　October　 l993
　 Proceedings　 of　 the　 NIPR　 Symposium　 on　 Antarctic　 Meteorites
No.6,427p.Mayl993
No.7,309p.Marchl994
　 Proceedings　 of　 the　 NIPR　 Symposium　 on　 Polar　 Biology
　　 No.7,　 310　 p.　January　 l994
JARE　 Data　 Reports　 (7冊)
　 No.　 192　 (Seismology　 27):　 Seismological　 bulletin　 of　 Syowa　 Station,　 Antarctica,　 1992,　 by　 M.　 Kanao.
　　　 69　p.　 January　 l994.
　 No.　 193　 (Upper　 Atmosphere　 Physics　 ll):　 Upper　 atmosphere　 physics　 (UAP)　 data　 obtained　 at　Syowa　 and
　 　 Asuka　 Stations　 in　!991,　 by　 R.　 Fujii,　 N.　 Kotake,　 1.　Murata,　 K.　 Nozaki,　 M.　 Ulnetsu,　 K.　 Makita,　 H.
　 　 Minatoya　 and　 A.　 Yukimatu.　 208　 p.　 March　 l994.
　 No.　 194　 (Glaciology　 21)　:　Glaciological　 data　 collected　 by　 the　 33rd　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition
　 　 in　1992,　 by　 K.　 Kamiyama,　 T.　 Furukawa,　 H.　 Maeno,　 T.　 Kishi　 and　 M.　 Kanao.　 67　p.　 March　 l994.
　 No.　 195　 (Ionosphere　 51):　 Records　 of　 radio　 aurora　 at　 Syowa　 Station　 in　 1992,　 by　 M.　 Kamata　 and　 K.
　 　 Igarashi.　 151　 p.　 March　 1994.
　 No.　 196　 (Ionosphere　 52):　 Radio　 observation　 data　 at　 Syowa　 Station,　 Antarctica　 during　 l992,　 by　 M.
　 　 Kamata　 and　 M.　 Kunitake.　 202　 p.　 March　 l994.
　 No.　 197　 (Ionosphere　 53):　 HF　 field　 strength　 data　 measured　 at　Syowa　 Station,　 Antarctica　 from　 January
　 　 to　December,　 1992,　 by　 M.　 Ichinose　 and　 M.　 Kamata.　 17　p.　 March　 l994.
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No.　 198　 (Oceanography　 !5)　:　Oceanographic　 data　 in　LUtzow-Holm　 Bay　 of　the　 Antarctic　 Clirnate　 Research
　 Program　 from　 January　 l991　 to　February　 l992　 (JARE-32),　 by　 K.1.　 Ohshima　 and　 T.　 Kawamura.　 35　p.
March1994.
Antarctic　 Geological　 Map　 Series
Sheet　 36:　 0ngul　 Islands　 (オ ン グ ル 諸 島)1/10000.























































珊.一 般 業 務
1.諸 会 議
1)評 議 員 会
研究所の事業計画その他管理運営に関する重要事項について所長に助言する。
第10期評議員名簿 (任 期3.9.29～5.9.28)
赤 池 弘 次 統計数理研究所長 菅 原 寛 孝 高エネルギー物理学研究所長
浅 田 敏 東海大学開発技術研究所教授(会 長) 西 村 純 東京大学名誉教授
阿 南 功 一 前筑波大学長 蜂須賀 弘 久 神戸女子短期大学長
有 馬 朗 人 東京大学長 東 晃 北海道大学名誉教授
河 村 欣 二 (社)海 外広報協会 藤 野 和 夫 北海道大学低温科学研究所長
古 在 由 秀 国立天文台長 松 田 達 郎 国立極地研究所名誉教授
小 山 宙 丸 早稲田大学総長 丸 茂 隆 三 東京農業大学教授(副 会長)
齋 藤 成 文 東京大学名誉教授 諸 澤 正 道 教職員生涯福祉財団理事長
七 田 基 弘 神奈川大学教授 山 本 草 二 上智大学教授
下 鶴 大 輔 東京農業大学教授
第27回 評議員会 平成5年6月14日(金)
議 題
1.研 究所における研究活動 について((1)研 究組織 について(2)研 究活動の概要について)
2.研 究所における教育活動 について((1)総 合研究大学院大学極域科学専攻の設置について(2)大 学院教
育の実施 について)





秋 葉 錬二郎 宇宙科学研究所長 田 中 昌 一 東京水産大学長
淺 田 敏 東京大学名誉教授(会 長) 田 中 正 之 東北大学理学部長
有 馬 朗 人 文部省学術顧問,理 化学研究所理事長 中 根 千 枝 民族学振興会理事長
川 村 恒 明 国立科学博物館長 蜂須賀 弘 久 神戸女子短期大学長
國 分 征 名古屋大学太陽地球環境研究所長 樋 口 敬 二 中部大学教授
古 在 由 秀 国立天文台長 藤 野 和 夫 北海道大学低温科学研究所長
小 山 宙 丸 早稲田大学総長 松 田 達 郎 国立極地研究所名誉教授
七 田 基 弘 神奈川大学教授 丸 茂 隆 三 東京農業大学教授(副 会長)
下 鶴 大 輔 東京農業大学教授 山 本 草 二 上智大学教授















荒 木 徹 京都大学教授 川 口 貞 男 国立極地研究所名誉教授
岩 月 善之助 服部植物研究所 平 澤 威 男 国立極地研究所教授(会 長)
甲 藤 好 郎 日本大学教授 吉 田 栄 夫 国立極地研究所教授
小 疇 尚 明治大学教授 小 野 延 雄 国立極地研究所教授
田 中 義 人 名古屋大学教授 江 尻 全 機 国立極地研究所教授
坂 野 昇 平 京都大学教授 神 沼 克 伊 国立極地研究所教授
樋 口 敬 二 中部大学教授(副 会長) 渡 邉 興 亜 国立極地研究所教授
前 晋 爾 北海道大学教授 内 藤 靖 彦 国立極地研究所教授
村 野 正 昭 東京水産大学教授 佐 藤 夏 雄 国立極地研究所教授
森 本 武 利 京都府立医科大学教授 福 地 光 男 国立極地研究所教授










1.教 官 人事 につ いて
第69回 運営協議員会 平成5年9月20日(月)
議 題
1.教 官人事 につい て
第ll期 運営協議員名簿 (任 期5.9.29～7.9.28)
荒 木 徹 京都大学教授 平 澤 威 男 国立極地研究所教授(会 長)
甲 藤 好 郎 日本大学教授 吉 田 栄 夫 国立極地研究所教授
小 疇 尚 明治大学教授 内 藤 靖 彦 国立極地研究所教授
瀬 川 爾 朗 東京大学教授 小 野 延 雄 国立極地研究所教授
武 田 喬 男 名古屋大学教授 江 尻 全 機 国立極地研究所教授
田 中 義 人 名古屋大学教授 神 沼 克 伊 国立極地研究所教授
坂 野 昇 平 京都大学教授 渡 邉 興 龍 国立極地研究所教授
前 晋 爾 北海道大学教授 佐 藤 夏 雄 国立極地研究所教授
村 野 正 昭 東京水産大学教授(副 会長) 福 地 光 男 国立極地研究所教授
森 本 武 利 京都府立医科大学教授 藤 井 理 行 国立極地研究所教授













3)南 極 地 域 資 源特 別委 員会
(1)南 極鉱物資源特別委員会
所長の諮問に応じ,南極地域の鉱物資源に関する諸問題を調査審議する。












研究所が作成する南極の地名の原案 について,所 長 に助言する。
9)専 門委員会








六 設営専門委員会(機 械分科会,建 築分科会,通信分科会,航 空分科会,食 糧分科会,(設 営連絡会))
10)極 地観測隊員健康判定委員会
所長の諮問に応 じ,極 地において極地観測及びこれに付随する業務に従事する者,及 びその候補者等の健康に関
する事項について調査審議する。
11)極 地観測記録映画作成委員会














2.職 員 の 外 国 出張 等
1)外 国 出 張
佐藤夏雄 教 授,
谷村 篤 助 手,
本 山秀明 助 手,
千葉 健 文部技官
(4.11.14)～6.3.28南極地域
























































内 藤 靖 彦 教 授
5.6.14～6.19
神 山 孝 吉 助 手
5.6.15～7.23























ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド,
オ ー ス ト ラ リ ア
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド,
オ ー ス トラ リ ア
ノールウェー王国,
ブインラ ン ド共和国
























藤 井 理 行 教 授
5.7.7～7.23
伊 藤 一一 助 教 授
5.7.13～9.3
江 尻 全 機 教 授
5.7.17～8.1
西 村 浩 文 部 技 官
5.7.24～8.1
澁 谷 和 雄 助 教 授
5.8.2～8.12
青 木 周 司 助 手
5.8.6～9.3
渡 邉 興 亜 教 授
5.8.8～8.18
神 沼 克 伊 教 授
5.8.21～8.31
小 野 高 幸 助 教 授
5.8.26～9.ll
門 倉 昭 助 手
5.8.26～10.7
藤 井 理 行 教 授
5.9.4～9.12
福 地 光 男 教 授
5.9.6～9.18
青 木 周 司 助 手
5.9.10～9.23






































福 地 光 男 教 授
5.9.25～10.6
工 藤 栄 助 手
5.9.25～10.4
小 野 延 雄 教 授,
山 内 恭 教 授,
伊 藤 一 助 教 授
5.9.25～10.4
小 島 秀 康 助 手
5.10.7～6.1.6
江 尻 全 機 教 授
5.10.22～10.31
福 地 光 男 教 授
5.10.23～ll.5














加 藤 明 子 助 手
5.ll.20～6.3.26











オース トラリア 南極海洋生物資源保存委員会第12回 年次会合(科 学委員
会)出 席
南極地域 南極地域における観測調査(第35次 南極地域観測隊 ・夏
隊)




オース トラリア,マ ッコリー島 におけ るアオメウの潜水採 食行動の調査研
南極地域 究




青 木 周 司 助 手
5.12.1～6.1.29










宮 岡 宏 助教授
6.2.27～3.6
伊 藤 一 助 教 授
6.2.27～3.21
小 野 延 雄 教 授
6.3.6～3.15




































6.3.30～4.3ア メ リカ合衆 国
2)海 外研修旅行
行松 彰 助 手
5.4.21～5.10
山 岸 久 雄 助 教 授
5.4.23～5.4
江 尻 全 機 教 授
5.5.22～5.28
矢 内 桂 三 助 教 授
5.7.16～7.25
三 澤 啓 司 助 手
5.7.16～7.27
内 藤 靖 彦 教 授,
渡 邉 研 太 郎 助 手
5.8.23～8.26
綿 貫 豊 助 手
5.8.23～8.29
渡 邉 興 亜 教 授
5.9.6～9.13
江 尻 全 機 教 授
5.12.5～12.ll




































フラ ンク トーマ ス バ ーキー　(Frank　 Thomas　 Berkey)
ユ タ州立大学大気 ・宇宙科学研 究 センター ・助教授
平成5年2月8日 ～平成5年5月7日









八 一 トウ ィック ジャーナ ン ト　(Hartwig　 Gernandt)








金 禮東(キ ム ヨ ン ドン;Kim　 Yeadong)
韓国海洋研究所極地研 究 センター ・地球科学研 究室長
平成5年6月16日 ～平成5年12月15日






シー リエ マ ーテ ィン　(Seelye　Martin)








受 入 れ 研 究 者
会外国人特別研究員
ポー ル アーサー バー クマ ン　(Paul　 Arthur　 Berkman)
オハ イオ州立大学 バー ド極 地研 究セ ンター ・助教授
平 成5年1月5日 ～平成6年1月4日















(2)氏 名K.ベ ウカ タ ラオ　(K.　Veukata　 Rao)
所 属 ・ 職 イ ン ド地質調査所 ・研究員
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受 入 れ 期 間






所 属 ・ 職
受 入 れ 期 間
共 同 研 究 課 題
受入れ部門・担当教官
グラハ ム ロバ ー トソ ン　(Graham　 Robertson)
オース トラ リア南極局 ・研究員
平成5年9月1日 ～平成5年9月14日
デービス基地 にお けるアデ リーペ ンギ ンの採餌行動


















ポー ル アーサー バー クマ ン　(Paul　Arthur　 Berkman)
オハ イオ州立大学バー ド極地研 究セ ンター ・助教授
平成6年3月13日 ～平成6年3月21日
完新世 にお ける南極沿岸地域の環境 変動















Prof.　 JOHNSEN,　 S.　T.　(ア イス ラン ド大学科学研究所 ・教授)
Ms.　 KRISTINSDOTTIR,　 P.　(ア イス ラン ド大学科学研究所 ・研究員)
Dr.　 GUNDESTRUP,　 N.　 (コ ペ ンハーゲ ン大学地球物理研究所 ・研究 員)
Mrs.　 GUNDESTRUP,　 M.
Mr.　 HANSEN,　 S.　(コ ペ ンハーゲ ン大学地球物理研 究所 ・研 究員)
Mr.　 SCHWANDER,　 J.　(ベ ル ン大学 ・助手)
Mr.　 RUFLI,　 H.　 (ベル ン大 学 ・主任技 官)
Prof.　 KELLEY,　 J.　(ア ラス カ大学極 域氷 コア掘 削室長,教 授)
Prof.　 HUANG,　 S.　(ア ラス カ大学鉱山工学学科 ・教授)
Dr.　 UEDA,　 H.　T.　 (ア メリカ陸軍寒地工 学研 究所 ・研 究員)
Prof.　 KUIVINEN,　 K.　 (ネ ブラス カ大学 リンカー ン分校 ・教授)
Prof.　 HANSEN,　 B.　1..　(ネ ブラスカ大学 リンカー ン分校 ・名誉教授)
Mr.　 WUMKES,　 M.　 (ア ラスカ大学極域氷 コア掘 削室 ・研 究員)
Mr.　 KOCI,　 B.　 (ア ラスカ大学極域氷 コア掘削室 ・研 究員)
Mr.　 STANFORD,　 K.　 (ア ラスカ大学極域氷 コア掘削室 ・研 究員)
Mr.　 AUGUSTINE,　 L.　 (フ ラ ンス国立科学研 究 セ ンター氷河地球物理研 究所 ・研 究員)
Dr.　 HANCOCK,　 W.　 (ネ ブラスカ大学 ・研究員)
Dr.　 MORGAN,　 V.　 (オ ース トラ リア南極局 ・研究員)
Mr.　 MAKINSON,　 K.　 (英 国南極調査所 ・研究員)
韓 建康　(Prof.　Han　 JianKang　 中国科学 院蘭州氷 河凍土研 究所 ・教授)
Dr.　 ZAGORODNOV,　 V.　 (ア ラスカ大学極域氷 コア掘削室 ・研究員)
Associate　 Prof.　 DAS,　 D.　K.　 (ア ラスカ大学 ・助教授)



















Dr.　 LOBBAN,　 C.　(グ アム大学 ・教官)
Dr.　 NEEF,　 H.　 (ド イツ連邦共和 国大使館 ・一等参事官(科 学技術担 当))
Prof.　 AUGSTElN,　 E.　 (ア ルフ レッ ド ウェゲナー極地海洋研究所 ・教授)
Dr.　 KROHN,　 J.　(ド イツ連邦共和国原子力船研 究所 ・研 究員)
Dr.　 HACK,　 M.　 (ド イツ連邦研 究技術省 ・研究官)
張 文敬(Dr.　 Zhang　 Wenjing　 中国科学 院蘭州氷河凍土研究所 ・副教授)
Mr.　 CLARKE,　 D.　 (オ ース トラリア測地測量局 ・副部長)
石 黄王　(Prof.　Shi　Guan　 yu　 中国科学院大気物理研 究所 ・教授)
劉 綿麗　(PrOf.　Liu　Jinli　 中国科学院大気物理研究所 ・教授)
呂 達仁　(Prof.　Lu　Taren　 中国科学院大気物理研 究所 ・教授)
Dr.　 HAGEN,　 J.　O.　 (ノ ルウェー極地研究所 ・主任研 究官)
Prof.　 KOTLYAKOV,　 V.　M.　 (ロ シア科学院地理研 究所 ・所 長)
Mrs.　 KOTLYAKOV
Dr.　 RANTA,　 H.　 (ソ ダンキ ラ地球物理観 測所 ・研究員)
包 澄　(Prof.　 Bao　 Chenglan　 中国国家海洋局国家海洋環境予報研究センター ・副所長,教 授)
解 思梅(Prof.　 Xie　Simei中 国国家海洋局国家海洋環境予報研 究セ ンター ・研 究教授)
Dr.　 BENGTSON,　 J.　(米国大気海洋局 ・主任研 究員)
Dr.　 COMISO,　 J.　C.　 (米国航空宇宙局 ・研 究員)
Mr.　 MANNINEN,　 J.　(オ ウル大学 ・助手)
Dr.　 PRIKRYL,　 P.　 (カナ ダ通信研 究セ ンター ・研 究員)
Dr.　 SHAU,　 M.　 (カ ナ ダ地質調査所 ・研 究員)
Dr.　 SEPPELT,　 R.　D.　 (オ ー ス トラリア南極局 ・主任研 究員)
Prof.　 KOPONEN,　 T.　(ヘ ル シンキ大学 ・教授)
Dr.　 ENROTH,　 J.　(ヘ ル シンキ大学)
Dr.　 LAAKA,　 S.　(ヘ ルシ ンキ大学)
Dr.　 BECKER,　 H.　 (ザ ール ラン ド大学)
Dr.　 BUCK,　 W.　 (ニ ュー ヨーク植物 園)
Dr.WU,C.-L.(タムカ ン大学)
Dr.　 SHAW,　 A.　J.　(イサ カ大学)
Dr.　 TANGNEY,　 R.　S.　(オ タゴ大学)
Dr.　 HALLINGBACK,　 T.　 (ス ウェーデ ン農業科学大学)
Dr.　 SODERSTROM,　 L.　 (ト ロ ンハ イム大学)
Dr.WU,P.-C.(中国科 学院植物研 究所)
Dr.　 LUO,　 J.　X.　 (中 国科 学院植物研 究所)
Dr.HE,L.-L.(中国科学 院植物研 究所)
Dr.LI,X.-J.(中国科学 院植物研究所)
Dr.　 TONG,　 C.　(中 国科学 院応用生物学研究所)
Dr.　 GAO,　 C.　(中 国科学 院応用生物学研究所)
Dr.　 EDMONDSON,　 J.　R.　 (大 英博物館)
Dr.　LONG,　 D.　 G.　 (英 国王立植物 園)
Dr.　LONGTON,　 R.　E.　 (リ ーデ ィング大学)
Dr.　 BRAGGlNS,　 J.　E.　 (オ ー クラ ン ド大学)
Dr.　 CROSBY,　 M.　 R.　 (ミ ズー リ植物 園)
Dr.　 HU,　 R.　L.　 (東 中国普通大学)
Dr.　 WYATT,　 R.　 (ジ ョージア大学)
Dr.　 VITT,　 D.　 (ア ルバ ー タ大学)






























Dr.　 GRADSTEIN,　 S.　R.　 (ユ トレヒ ト大学)
Dr.　 SMITH,　 A.　 (英国南極調査所 ・研究員)
Dr.　 PRIKRYL,　 P.　 (カ ナダ通信研究 セ ンター ・研究員)
Dr.　 SMITH,　 A.　 (英国南極調査所 ・研究員)
Prof.　 ULLALAND,　 S.　(ベ ルゲ ン大学 ・教授)
Dr.　 OVERVAAG,　 H.　 (ト ロム ソ大学 ・学長)
Prof.　 BREKKE,　 A.　 (ト ロムソ大学 ・教授)
Dr.　 MJのS,O.D.(トロム ソ大学)
Prof.　 VORREN,　 T.　O.　 (ト ロム ソ大学 ・教授)
Dr.　 BRAATHEN,　 G.　O.　 (ノ ル ウェー大気研 究所)
Dr.　 BARONI,　 C.　 (ピサ大 学 ・助教授)
張 青松　(Prof.　 Zhang　 Qingsong　 中国科学院地理学研 究所 ・教授)
安 仁英　(Dr.　Ahn　 In-Young　 韓国海洋研 究所 ・研 究員)
Dr.　 MCMINN,　 A.　 (タ スマ ニア大学 ・研究員)
Dr.　 LE　 GUERN,　 F.　 (フ ラ ンス国立科学研究 セ ンター ・研究員)
顧 明達(Prof.　 Gu　 Mingda　 中国科学 院中国自然科学基金委員会 ・国際合作局長)
王 逸(Mr.　 Wang　 Yi　 中国科学院 中国自然科学基金委員会 国際合作局 ・プ ロジ ェク ト
マ ネー ジャー)
陸 則慰　(Dr.　Lu　Zewei　 中国科学 院中国 自然科学 基金委 員会地球科学部 ・主任)
林 海　(Dr.　Lin　Hai　 中国科学 院中国 自然科学基金委 員会地球科学部 ・副主任)
枕 文雄(Mr.　 Shen　Wenxiong　 中国科学 院中国 自然科学 基金委 員会 ・副秘書 長)
Prof.　 GOROKHOV,　 N.　 (極地地球物 理研 究所 コラ科学セ ンター ・教授)
Dr.　 SJ6BERG,　 B.　(ス ウェーデ ン地質地球科学研 究所 ・研 究員)
Dr.　 WASILEWSKI,　 P.　 (米 国航空宇宙局 ゴ ダー ド宇宙飛行 セ ンター ・研究員)
Mr.　 HORUSTEIN,　 R.　 (米国航空宇宙局本部 ・地上局長)
Dr.　 CHANG,　 A.　 (米国航空宇宙局本部地上局 ・主任)
Ms.　 MCLAUGHLIN,　 J.　(米国航空宇宙局 ・国際部長)
Dr.　 BRODEUR,　 R.　D.　 (国立海洋漁業局 アラスカ漁業科学 セ ンター ・研究員)
Dr.　 SJ6BERG,　 B.　 (ス ウェーデ ン地質地球科学研究所 ・研究員)
Dr.　 WASILEWSKI,　 P.　 (米国航空宇宙局 ゴ ダー ド宇宙飛行 セ ンター ・研究員)
Dr.　 BRODEUR,　 R.　D.　 (国立海洋漁業局 アラスカ漁業科学 セ ンター ・研究員)
Mr.　 PARK,　 J.　-K.　 (韓国海洋研究所 ・研究員)
Ms.　 Jung,　 H.　-S.　(韓国海洋研究所 ・研究員)
許 厚 澤　(Prof.　Xu　 Houze　 中国科学院測地学地球物理学研 究所 ・教授)
Dr.　 MAZZEGA,　 P.　 (フ ラ ンス宇宙局 ・研究員)
Ms.　 BOURGEOIS,　 J.　(カ ナ ダ地 質調査所 ・研究員)
Mr.　 PARE,　 D.　 (地質 コンサル タン ト)
Mr.　 SABOURENKOV,　 A.　 (タ スマニア大学 ・学生)
Ms.　 BOURGEOIS,　 J.　(カ ナ ダ地 質調査所 ・研究 員)
Mr.　 PARE,　 D.　 (地質 コンサル タン ト)
Mr.　 SABOURENKOV,　 A.　 (タ スマニア大学 ・学生)
Prof.　 JENSEN,　 M.　 H.　 (ア リゾナ大学農学研 究所 ・副所 長)
Prof.　 FEJER,　 B.　G.　 (ユ タ州立 大学 ・教授)
王 良璋(Prof.　 Wang　 Liangwei　 中国科学 院蘭州氷 河凍土研 究所 ・教授)








田 二塁(Mr.　 Tian　Erlei　 中国科学院資源環境 局 ・調査 官)
Dr.　 DLUGOKENCKY,　 E.　 (米国大気海洋局気候モニタリング診断研究所 ・主任研究官)
Dr.　 STEELE,　 P.　(オ ース トラリア連邦 科学 産業研 究機構 ・主任研 究官)
Prof　 ROSENBERG,　 T.　J.　(メ リーラ ンド大学理学部 ・教授)
Dr.　 GHOFAR,　 A.　 (デ ィポ ネゴロ大学 ・講 師)































































理博 星 合 孝 男
理博 平 澤 威 男
理博 吉 田 栄 夫
理博 藤 井 理 行
理博 青 木 周 司
理修 古 川 晶 雄
理博 佐 藤 夏 雄
工博 山 岸 久 雄
理修 門 倉 昭
理修 行 松 彰
理博 巻 田 和 男




理博 渡 邉 興 亜
理博 神 山 孝 吉
理博 和 田 誠























































































































宮 本 正 道





























































































































横 山 宏太郎 儂業環境技術研究所環境資源部主任研究官)
山 内 恭(地 球物理学研究部門助教授)
神 山 孝 吉(非 生物系資料部門助手)









森 本 真 司
(地学研究部門助手)
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